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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　城じよう毅たけし、通つう称しようジョクはバイストン・ウェル、コモン界のアの国の戦士である。

　コモン界の人々は、ジョクの生まれ育った世界を地上世界と呼び、ジョクを地ち上じよう人びとと呼んだ。

　その呼称には、我々が言う〝天に住む人〟にちかい意味がふくまれ、その呼称がしめすとおり、バイストン・ウェルは次元のちがう世界であることがわかる。

　生まれ育った世界のちがいが、ジョクが持っている以上の能力を発揮させたのだろう。

　彼は最上の騎き士しという意味にちかい称号、〝聖せい戦せん士し〟をあたえられた。

　だからといって、地上世界の人々すべてがこの世界で特異な能力をしめして成功するものではない。

　バイストン・ウェルに移テレ動ポートできること自体、たしかに特別に強い生体力、オーラ力ちからを持っていることの証明といえるのだが、ジョクとともにバイストン・ウェルに落ちた大学の後こう輩はい、田た村むら美み井い奈なは悲ひ惨さんな運命にもてあそばれて、その若い生命いのちを散らせてしまった。

　ジョクがコモン界に降りたころ、同じように地上世界から多くの人々が降りて、それまで機械らしいものを有することを許容しなかったバイストン・ウェル世界が、人ひと型がたの機械オーラマシーンの開発を受け入れるようになっていた。

　その開発テンポの速さは、異常であった。

　さらにいえば、コモン界の人々に忌いみ嫌きらわれ恐おそれられていた存在、すなわち、地から湧わき出た人々ガロウ・ランが、オーラマシーンとの戦いをとおして、変革の道を歩み始めたこととも奇き妙みように符ふ節せつがあった。ことに、アの国に敵対するガロウ・ランをたばねる男ギィ・グッガが、闇やみのなかにあっても、その思考を腐くさらせることがなかったのは、奇き怪かい千せん万ばんである。

　彼が世界を洞どう察さつする直観を身にそなえた生体ものであるとは思えない。にもかかわらず、コモン人びとは、ギィ・グッガの変へん貌ぼうに直面しなければならない時代に遭そう遇ぐうしたのである。

　その個々に有する能力以上の変化は、あまりにも突とつ出しゆつしすぎているのだ。

　ゆえに、その背後に、バイストン・ウェル世界の意思そのものが働いていると想像することは、不可能ではない。

　バイストン・ウェルもまた、何ものかの意思の象しよう徴ちようなのであろう……。







　１　緒しよ戦せん







　ドレイク・ルフト麾き下かの一隊がその稜りよう線せんに上ったのは、ヒトデに似た形の飛行物体数機が、反対の稜線上に突とつ進しんしていった直後だった。

「……!?」

　ドレイクはその飛行物体がのこした空気の震ふるえを全身に浴びながら、すばやく馬上から地にすべり降りた。

「お館やかた様！」

　周囲の近この衛え兵へいたちの声を背に、ドレイク・ルフトの巨きよ軀くは身に帯びた板いた金がね鎧よろいの重さも感じさせない身軽さで前方に走っていく。王は兜かぶとをかぶらずに頭ず巾きんでその禿とく頭とうをかばっていた。

　ドレイクの残した馬の轡くつわをとった若い近衛兵は自分と王の馬をひいて、身を這はわせるようにして窪くぼ地ちにすべりこんだが、四し肢しを折るようにして身を伏ふせる二頭の馬は、全身を汗あせで濡ぬらして喘あえぐのをやめない。

「お館様！」

　低く呼びあいながら、ドレイクにつづく近衛兵たちは小しよう銃じゆうを構えて左右上下を警けい戒かいする。

　稜線にとりついた王は腰こしにしたベルトのケースから望遠鏡を取り出すと、まるで尖せん兵ぺいそのもののように前方の偵てい察さつをはじめた。

　鏡きよう体たいが双そう眼がん鏡きようほどの長さの単眼のそれは過去にコモン世界で使われていた素そ朴ぼくな望遠鏡とはその性能を異ことにしていた。それはドレイクの軍事顧こ問もんショット・ウェポンが開発したものである。ショット・ウェポンは、今しがた前方に飛んでいった飛行物体オーラボム・ドーメをも開発した地上人である。

「！……見えましょうか？」

　ドレイクの右みぎ脇わきにすべりこんできた武将のラバン・ドレトも、旧来からコモン界で使われている単眼のものを手にしていた。

「ン……待て……」

　ドレイクはようやく対象を捉とらえたようだ。

「……敵は数が多いな……」

「敵のオーラバトラーが多い？」

　ラバンはギョッとして自分の望遠鏡から目を離はなした。

「いや、強きよう獣じゆうが出ている」

　ドレイクは自分の望遠鏡をラバン・ドレトに差し出すと、ラバンは反射的に会え釈しやくを返しながらドレイクの望遠鏡を手にして、自分のものは顎あごの前に置こうとする。それをドレイクは横合いから奪うばうようにして目に当てた。

「これでは使いものにならんな。レンズに色がついて見える」

　ドレイクのそんな言葉にラバンは耳を貸すよゆうもなく、王の望遠鏡の性能に驚きよう嘆たんしながらも、戦せん況きようを読むことに集中した。

「数十……二十を超こえるハバリーと見ましたが？」

「ン……。しかし、このマランの谷にギィ・グッガの本隊がはいるとは思えんがな」

「ハッ……？」

「空を飛ぶものであれば陽動には使える。ギィはそれをやっているのだ」

　ドレイクは、ラバンが手にしている自分の望遠鏡に手を伸のばして、

「本軍は現状のままだ。予備軍は予定通りにゆるゆると移動させる」

「ハッ！」

　ラバンは無ぶ遠えん慮りよを承知で、王の望遠鏡を返すのが惜おしいという顔を見せた。

「望遠鏡の増産もショットには命じてある。近いうちに貴き公こう等らにも配布できる」

　ドレイクが、ラバンから取り返せた望遠鏡をのぞきながら慰なぐさめ声をかけるのも、新式の性能のすばらしさが彼の心しん胆たんをうつのがわかるからだし、軍事行動にとっても必要不可欠な道具であると理解できるからだ。

「ハッ……そう願いたいもので……」

　ラバンはその王の心こころ遣づかいが嬉うれしい。

「そのためにもこの戦い勝たねばならん。アの国がガロウ・ラン一いつ統とうに敗やぶれれば、この地は地の底の者の国になってしまう。それではコモン人の未来はない」

「未来、でありますか……」

　ラバンはその聞きなれない言葉に王の横顔を一瞬、凝ぎよう視しした。

　コモン人のあいだにも、来年とか数年先、もしくは、この子の将来、といったような意味での未来という概がい念ねんはあるのだが、今、ここでドレイクが使ったような広い概念としての言葉遣づかいは特異なもので、ラバンのような軍人には理解できなかったのだ。しかし、ドレイクにはそんなラバンの問は聞えなかったし、よしんば聞こえたにしても、未来という概念について討論することはない。

　主戦場ではないところに軍の総そう帥すいが偵てい察さつに出てくるのは、コモン界では珍めずらしいことなのだが、アの国の軍の展開の仕様は昔とは本質的に異なってきていて、ドレイクはその範はんを自みずからしめしているのが、この戦場視察であった。

　そのドレイクたちが観測していた稜りよう線せんにそって、ドレイク軍のオーラマシーンとギィ・グッガ麾き下かの強きよう獣じゆうハバリーの部隊の空中戦が行なわれていた。

　ドボウッ！

　空中で爆ばく発はつした火薬が黒く丸い煙けむりをはじけさせ、そのあいだをいくつもの影かげが走る。ガロウ・ランの兵を乗せた巨きよ大だいな怪かい鳥ちようハバリーとヒトデ型のオーラボム・ドーメである。

　そして、そのなかには人型の飛行物体、オーラバトラー〝カットグラ〟の姿もあった。

　それらがフレイ・ボンムの炎ほのおの尾おをのばし、火薬を装備した矢を炸さく裂れつさせ、さらには体当り攻こう撃げきをかけんばかりの混戦を演じているのである。

　その空中戦のありようは、まだまだ原始的なために戦せん況きようの推移を観測でき、地上にいる兵たちにも戦う当事者たちの痛みを想像することもできたし、場合によっては回かい避ひする必要もあれば、迎げい撃げきできそうな余地もあった。

　ここは、そのような時代なのである。

「おっ！　落ちたっ！」

　望遠鏡を目にしたドレイクは、低く歓かん声せいをあげる。

「ハッ！」

　ラバンは、自分の望遠鏡をウロウロさせて答えるしかない。ふたりの周囲に伏ふせた近この衛え兵へいたちも、それぞれに遠望されるものの形の動きに低くどよめき、喚かん声せいをあげる。

　戦せん闘とう空域から離り脱だつした敵の強獣ハバリーやオーラボム・ドーメが、時にちかくで旋せん回かいして再び戦闘空域にもどってもいく。弓矢や小しよう銃じゆうを手にした兵たちは、勇み、ときに切せつ歯し扼やく腕わんして、それを見送る。

「聖戦士麾下には、何機のドーメがあるのか？」

「六機のはずです」

　ラバン・ドレトは、戦闘空域に突とつ入にゆうをかけるドーメを目で追いながら答える。

「ガロウ・ランはハバリーをあやつり、ガダを使うのかっ……!?」

　近衛兵の呻うめきがドレイクの耳にも達する。

「黒いドーメ!?　あれは、敵に捕ほ獲かくされたものですな」

　近衛兵の長のマタバ・カタガンが、ドレイクの脇わきに這はい寄ってきた。

「そのようだ……黒のカットグラも出ている。ガロウ・ランがカットグラをあやつっているのか？」

　ドレイクが敵に捕ほ獲かくされたオーラバトラー・カットグラの奪だつ還かんがいまだ成らぬことに焦しよう燥そうを感じるのも、このように具体的に観戦できるからだ。

「ガロウ・ラン奴め……いや、バーンの見込みが甘あまかったのか？」

　ドレイクはバーン・バニングスのカットグラ奪還作戦を承認した自分の判断に、ミスがあったとは思いたくないのだが、ガロウ・ランの戦法と彼らがオーラマシーンを使うという事実に直面して、ガロウ・ランの進歩がなまなかなものでないことに、軽い戦せん慄りつを覚えていた。

　以前のガロウ・ランたちは強きよう獣じゆうの能力を武器として使うだけで、満足していたはずなのだ。

　しかし、目の前ではハバリーが数を頼たのんで波状攻こう撃げきを敢かん行こうして、ドレイク軍のオーラマシーン部隊は苦く汁じゆうを嘗なめているのである。そこには、混戦であっても組織戦への芽生えを感じさせるものがあった。

　そんな感かん触しよくを抱いだくのは過大評価だ、とドレイクは思いたかった。

「…………!?」

　それでも、ドレイク軍麾き下かのドーメ部隊は数頭のハバリーを撃破し、その上にまたがるガロウ・ランの戦士を空中に葬ほうむっていったようだ。

　その間、ドレイク軍の二機のカットグラは、敵の手におちた同じオーラボム・ドーメとカットグラを牽けん制せいしてはいた。

　が、敵にわたったオーラボム・ドーメとカットグラの機体は黒こつ褐かつ色しよくに塗ぬられて、それだけで性能の違ちがう機体に見え、それが脅きよう威いを感じさせた。

「うっ！」

　ドレイクの背後に伏ふせる兵たちから、呻うめきがあがる。

　味方の一機のドーメが数頭のハバリーの波状攻撃によって撃げき墜ついされたのだ。尾おを引く黒こく煙えんが正面の空を背景に縦にのばしてやや左にながれながら、灌かん木ぼくと岩のむこうに消える。

　ドウッ！　低い爆ばく発はつ音おんが岩山のむこうから起った。

　ドーメ撃墜に勢いを得たハバリーの群は、またも戦せん闘とう空域の中心に突とつ進しんしていくように見えたが、上空でたがいに牽制し合う形で対たい峙じしていたオーラマシーンは、それらハバリーの群の動きを探知して迎げい撃げき態勢にはいる。一方の黒褐色のカットグラとドーメは上昇をかけるハバリーを掩えん護ごするように横にすべりこもうとする。が、二機のドレイク軍のカットグラがそのあいだに割ってはいろうとする。

　オレンジ色に見えるフレイ・ボンムが数条交こう錯さくすると、数頭のハバリーが四散するのが見えた。

「聖戦士殿どのです！」

　歓かん声せいがドレイクの背後であがった。

　ドレイクは同型である二機のカットグラの一機の動きが、明らかにほかのカットグラと違うので満足だった。その動きの良いカットグラは、明らかに周囲に展開するすべてのオーラボム・ドーメを掩えん護ごしようという気配がみえた。

　ドレイクにもそれを見分けるていどの眼力はある。

「…………」

　騎き士しのありようとしては、空中戦での各機の展開には不満であっても、今はすでに一騎討ちの決戦の時代ではない。聖戦士ジョクのように広く戦場を見て動かなければならないのは理解できた。

　ジョクと連れん携けいするカットグラは、女性騎士ガラリア・ニャムヒーのものである。

　彼女のカットグラは上空から攻せめこむ敵の黒こつ褐かつ色しよくのカットグラとドーメの動きを牽けん制せいして、ジョク機の働く空域を守ろうと動いていた。

　その下では、またもドーメとハバリーの集団戦せん闘とうが展開されていた。

「動きが遅おそいな……」

　ドーメも一機撃げき破はされるのが観測されたが、それでもハバリーの群が落ち、ドーメも一機撃げき破はされるのが観測されたが、ハバリーの残りの群は後退の気配を見せていた。

「……いいか……」

　予定にちかい結果である。

　実戦で、予定にちかいということは勝利そのものといって良い。しかし、谷たに間あいではまだカットグラ同士の戦いが続いているようだった。

　最終的には騎士に相当する軍の中ちゆう核かくがぶつかりあって、その雌し雄ゆうを決しなければ戦いが終しゆう了りようしない、という伝統はまだ残っているのである。時代は、一挙にすべてが刷新されるというものではない。




「……ガラリア！　下に引きこめっ！」

　ジョクは左右に後退を始めたハバリーの影かげを目で追いながら、鉱石無線に怒ど鳴なっていた。

　が、そのジョク機を狙ねらって黒褐色のカットグラが一直線に降下していた。その勢いはハバリーの動きにいらだってのものだ。

　バシャーッ！

　敵の掃そう射しやしたフレイ・ボンムが、ジョクの視界一いつ杯ぱいに拡大して、ジョク機の左ひだり腕うでの楯たてがその直撃をうけた。その反動をうけて、ジョク機は一気に谷底まで落下した。

　楯の前面が焼けただれて煙けむりの尾おを引く。

　谷川の細い筋が面にかわって、ジョク機の楯が流れの速い川かわ面もに接せつ触しよくすると、白い飛沫しぶきを爆ばく発はつさせ、こんどはその勢いを利するようにしてジョクのカットグラが上じよう昇しようをかける。

　その隙すきを狙ってまたも炎ほのおの帯が叩たたきつけられたが、その炎の筋はジョク機から大きくはずれて谷川と岩いわ肌はだを直撃した。

　バブッ！　ドウッ！

　蒸気と土つち煙けむりのなかをかいくぐるように、ジョク機は谷肌を這はい、逆ぎやく襲しゆうをかける。一条、二条とジョク機のフレイ・ボンムの火か焰えんが、黒褐色のカットグラを追う。が、敵のカットグラの機体の色がジョクに狙いをつけるのを遅おくれさせる。

「レーダーでもあればっ！」

　そんな空想的な罵ののしりなど、この現実のなかではなんの足しにもならない。罵っているあいだに、ジョク機に隙すきが生じた。

　黒いオーラボム・ドーメが降下をかけて、四条のフレイ・ボンムを斉せい射しやする。それはジョクにはシャワーに見えてしまう。

「…………!?」

　降下して脱だつ出しゆつするしかない。

　ジョクは頭から熱湯を浴びせられるのを覚かく悟ごして、カットグラの脚あしを地に激げき突とつさせる勢いで降下し、足を蹴けり上げて背後にジャンプする。

『脚の強度がもってくれた！』

　一いつ瞬しゆんの感動のなか、ジョクのカットグラの腹が上空にむく。直撃をうけたら最後という姿勢だ。

　ジョクはカットグラの背中の四枚の羽根を最大限に震ふるわせて、背中から地面に激突するのを避さけるように加速をかけた。オーラ・ノズルが排はい気きガスを吹ふきつけ、土つち煙けむりの尾おを谷間に這はわせる。

「……!?」

　ジョクは、体勢を立て直そうとする黒こつ褐かつ色しよくのドーメにフレイ・ボンムを発射した。

　バッ！

　黒こく煙えんがそのドーメの一角からはじけるように噴ふん出しゆつしたが、致ち命めい傷しようになるわけはない。ぐらついた姿勢を黒いドーメは立て直しながら、稜りよう線せんのむこうに後退をかけていた。

　しかし、黒褐色のカットグラがフレイ・ボンムを斉射しながらジョクとの距きよ離りをつめてきた時、ジョクのカットグラの姿勢が立ち直り、二機のカットグラは剣けんを使う間合いにはいっていた。

「クッ！」

　ガチーン！　ジョクのカットグラの剣を黒のカットグラの剣がうける音がコックピットまで響ひびいた。剣の激突が機体そのものをも震わし、機体同士が接せつ触しよくした以上の衝しよう撃げきと思えた。

　カットグラの装そう甲こうは金属ではない。鋼鉄の剣はその機体にダメージをあたえることはできるし、関節などの構造的に脆ぜい弱じやくな部分を切断するぐらいのこともできる。

　ともに右手に剣。左手にはフレイ・ボンムのライフルと楯たて。

　バフン！

　至近距離でフレイ・ボンムが発射されて、その熱が機体を焼くように見えた。

「エエイッ！　誰だれが操縦しているっ！　ニーかっ！　俺おれはジョクだぞ！」

　ジョクがそう叫さけんだのも、ガロウ・ランが短時間で格かく闘とう戦せんができるほどカットグラをあやつれるようになっているとは思えないからだ。それにほかの捕ほ虜りよを人質にして、ニーなりキチニにカットグラの操縦を強要することも可能だと考えたのだ。

　ニー・ギブンはジョクの城の隣りん人じんの騎き士しで、ギィ・グッガの手に落ちたカットグラ奪だつ還かんのために派は遣けんされたのだが、囚とらわれの身になり、その後の動静についてはジョクは知らない。まして、黒こつ褐かつ色しよくのカットグラはガロウ・ランの女戦士ヘレナァが操縦しているなどとは思いもつかない。

　黒のドーメのほうは、同じガロウ・ランのブラバとその一統の操縦である。

「チック！」

　黒褐色のカットグラに座るヘレナァは、ジョクの声を鉱石無線で聞いても愚ぐ弄ろうされたとは感じない。ただオーラバトラーの操縦の面おも白しろさに有う頂ちよう天てんになっているだけだ。そういう単純さがガロウ・ラン気質かたぎである。

　しかし、今はその気分が急速に減退していくのを感じて、ヘレナァは焦あせっていた。左右のレバーを前後左右に操ってはみても、フットバーを蹴けってみても、その力が萎なえていくのを感じたからだ。

「エエイッ！」

　ヘレナァは最後のつもりでフレイ・ボンムを斉せい射しやしてみたが、

　ドバッ！

　敵の楯たてからはじけた火か焰えんが、彼女のコックピットの正面にぶつかり、その勢いにのるようにして、ジョク機の剣けんが機体の肩かた口ぐちに振ふり下ろされるのが見えた。

　ズズンッ！

「ええーっ！」

　ガロウ・ランのなかでも知力に秀すぐれた彼女でも、その胆たん力りよくはまだまだオーラマシーンの戦せん闘とうには順応しきれてはいない。急に全身から湧わき出る汗あせに、ヘレナァは自分のカットグラの機体を降下させ、右みぎ腕うでに持たせた剣を頭上で風車のように回転させた。

　そのむこうに数条のフレイ・ボンムが走る。

「ブラバッ！　退さがる！　駄だ目めだっ！」

　ヘレナァは、わけのわからない疲つかれに怖おそれを自覚した。

　敵の存在は怖こわくはないのだが、一夜漬づけ的に学んだことがあまりにも多かったせいだろう。その学習項こう目もくのいくつかがヘレナァの頭を閃せん光こうのように打っているのだ。パイロットの視覚と実際の距きよ離り感かんの錯さつ覚かく。スピードの変化による視野の拡大と縮小。パイロットのオーラ係数とオーラ・エンジンの出力関係。リキュールの濃のう度どバランスと出力調整に与あたえる影えい響きよう等々！

　それら全すべてのバランスが、オーラマシーンの飛行と戦闘能力を引き出すということは理解できても、ヘレナァにはその本質的な意味はわかっていない。オーラマシーンの性能が搭とう乗じよう者しやの生体力に関係があるとわかっていれば、急速な体力の消しよう耗もうと気力の拡散はカットグラにとって危険であると察知できて、恐きよう怖ふに捕とらわれるというよりは、冷静に戦線離り脱だつするだけのことを考えればよいのである。が、ヘレナァはそうはできない。

「なんだと!?」

　ブラバの怒ど声せいが敵のパイロットの罵ののしり声に混じってレシーバーから聞えたのだが、ヘレナァはもうそんな仲間の声も聞いていない。

　自分の力に自信をなくした時のガロウ・ランの引きぎわは、呆あきれるくらい見事なもので、ジョク機との距きよ離りができたとわかると、ヘレナァはカットグラの背中をジョクにむけて最大加速をかけてしまう。

『逃にげ切れる！』

　その意思の力は火事場のバカ力になって、ヘレナァ機は機体全体を震ふるわせ、ふたつほどの山を越こえて、先に後退をかけたハバリー部隊に追いつく。

「チッ！」

　後退するハバリー部隊の先頭に位置したミュラン・マズは、ヘレナァが後退してきたのを知って舌打ちした。彼こそ強きよう獣じゆう使いで、ハバリーの背中にあって戦いから戻もどる部下たちを待っていたのだ。

「ビダ奴め、まだ手下の訓練が甘あまいな。三十を切ったぞ……」

　ミュランは、引き揚あげてきたビダ・ビッタのハバリー部隊の数を読んで罵ののしりはしたが、接近するハバリーの先頭のガロウ・ランを手で招いてもいた。

「けっ！　ヘッヘヘヘ！　機械を落した。見たかっ！」

「良くやったが、手て前めえは戦っちゃならねえ。全部の動きをもっと見なくちゃなぁ！」

「わかっているよ。わかっている！」

　ビダは、ハバリーの首の手た綱づなを摑つかんでその首筋に立ってみせると、

「ブラバなんぞに負けやしねぇ！　機械なんぞによーっ！」

　ビダは弓を頭上で振ふり廻まわして後続のハバリーの群の隊形を整えさせると、接近する黒こつ褐かつ色しよくのカットグラを見やった。

「ヘレナァ奴め！　最後まで戦ったのに敵の機械を落せなかった」

　ヘレナァにそんなビダの嘲ちよう笑しようが聞えたにしても、無視したろう。安心できるところにたどり着くまでただ先行することしか考えていない。

「ヘレナァ奴!!……逃げやがって!!」

　黒褐色のドーメのブラバも同じガロウ・ランである。はじめての空中戦せん闘とうで僚りよう機きの姿がなくなれば、同じように後退をかけて恥はじることはなく、ビダ・ビッタのハバリーの群の上空を追い越していく。




「……後退だと……？」

　ジョクは迷った。

　追つい撃げきしようとする者を戸と惑まどわせるほど勢いのある後退は、誘さそいに見える。自分たちの有利な地形に引き込んで戦うのではないかと思わせるのだ。

「敵の本ほん陣じんを見つけなければっ！」

　気負い立つガラリア機の前に、ジョクは自分のカットグラをすべりこませて、コックピットの前のハッチを開いて、

「行くのはいいが、偵てい察さつだけだ！」

　ジョクが無線を使わずに怒ど鳴なってみせたのは、このほうがガラリアの気勢を殺そぐことができるだろうと思ったからだ。

「了りよう解かいだ！　火力のエナジーも残り少ない」

　ジョクの命令にガラリアは冷静さを取り戻もどして、彼女は機体を低くしていった。ジョクは、後方のドーメ部隊に補給と待機を命じると、前方の雲を越こえた。







　２　軍の流れ







　戦せん闘とうが終了して約二十分強……。静かな時が流れた。

　ジョクとガラリアは、後退したガロウ・ランの飛行部隊のコースを追いながら、彼らの本隊を探して低空飛行にはいっていた。高度をとってしまって、視力の利きくガロウ・ランに遠くから発見されるのを防ぐためである。

　アの国に侵しん攻こうをはじめていたギィ・グッガの軍は、この頃ころになると部隊を小さく散開させて必要に応じて部隊を糾きゆう合ごうするという高度な展開をみせるようになっていた。組織戦をきめ細かく行えるだけの知ち恵えを発揮しはじめたのである。これは近代的な戦術であって、地上界の中世の騎き兵へい戦術ではない。

　しかし、そろそろ大きな軍になってもよい時期ではあるのだ。

　この簡単に見える追つい撃げきと偵てい察さつ飛行も、今では油断できる状じよう況きようではなくなっていた。

　ガロウ・ランたちのなかには弩いしゆみを機動性のある規模に改造して使う術すべを実じつ践せんして、そのような兵器で、オーラマシンを撃破できる大量のガダを放ほう擲てきしてきたりするようになっていたからだ。

　が、このときは、明らかに山の中腹から機き関かん砲ほうのようなものの攻こう撃げきをうけた。その速射性から弩いしゆみではない。

「……どういう種類の砲ほうだ？」

　ジョクはその火線を見て、針葉樹の林を掃はくように偵てい察さつをしてみたが、速度を落せば狙そ撃げきをされてしまう危険に、とりあえずの飛行しかできなかった。そのために、灌かん木ぼくのなかにも小部隊を発見することはできない。が、その飛行が威い圧あつになったようで、二度目の機関砲の発砲はないままに、ジョクとガラリアはひとつ、ふたつと山を越こえられた。

　そして、ふたりはギィ・グッガの本隊と思われる軍の流れをひとつの山やま間あいに発見した。

　ふたりは、一度カットグラを高度三千メートルあたりまで上じよう昇しようさせてから、自機の羽根を大きく開いて滑かつ空くうさせて、その軍の流れに接近をかけた。

　コモン世界を照らすオーラの光が薄うすくなるころだったが、ギィ・グッガの軍の影かげは傾けい斜しや地ちに長くのびて上空からの観測を容易にしていた。

「写真があればな……」

　またもジョクは、現代的な発想にとらわれる。軍事的に貴重な情報になる敵の数というのを、ジョクの目はまだ数えられない。

「ガラリア、数はどれほどだ？」

「一万を超こえるな。全体を見通せないのでよくわからない。山と谷で、結構、隠かくされている……三万はいるのかもしれない……」

　無線をとおしたガラリアの声も動どう揺ようしているのがわかる。

「そうか……」

　その軍の流れはマランの谷を延長した北の谷間から東に曲がるようにして、延々と続いているのだ。ガラリアは、その流れにそって滑空するようにして、「まちがいないな……」と憂ゆう鬱うつそうな声をジョクに送ってきた。

「馬車がいやに多いな？」

「ああ……騎き馬ばが多いのはギィ・グッガの軍の特とく徴ちようだが……」

　その軍の流れは、東に大きくカーブしたところからまた幾筋かにわかれて、谷間に流れ込んでいるようだった。その先にもさらに部隊があると思わせたが、そちらに滑空していける気流ではなかった。

　ジョクは、自機の腕うででガラリア機の腕を抱かかえさせて機体を接近させると、機体の腹と腹をあわせるようにして、ガラリア機を背面飛行させる格好にした。そして、シートから離はなれると、ガラリアのコックピットに飛び降りていった。ジョクも、このていどの芸当ができる度胸が身についていた。

「ハハハ……！」

　それでもジョクが緊きん張ちようした顔を見せていたのだろう。ガラリアが笑った。

「笑っている場合じゃないだろう」

　ジョクは、地図を取り出しながら、

「ガロウ・ランをあれだけ集められるとは、ギィ・グッガはたいしたものだと思うが？」

「ああ。しかし、カットグラとドーメで掃そう討とうできるさ」

「俺おれがカットグラの前進基地を作ったのはここだ」

　ジョクは、手元の地図をしめし、

「このマランの谷を出たところ、アグーからラース・ワウまでは障害物がなければ、距きよ離りもない。だから、まずドレイク様には、そこに前進基地を作っていただいた」

　ガラリアは地図の左上をチラと見ただけである。彼女はそのあたりの地形は頭にはいっている。

「しかし、今の敵の動きは違ちがうぞ。東にむかっている」

「ジャプハル平原の北に出て、それから南下するつもりだろう」

「ということは、今の戦せん闘とうは、敵の本隊がマランからアグーに出ると見せかけるための陽動か？」

「そうだろ。いま攻こう撃げきしてきた連中は、我々に駆く逐ちくされることは考えていなかったはずだ。アグー近くの我が軍を掃討して、陽動戦を展開するつもりだったんだろ」

　ガラリアは寒さに身体からだをブルッと震ふるわせて、言葉を切ってしまった。

「……ギィ・グッガが、自分で考えたことをやっているんだよ……」

「ガロウ・ランは凄すごくなっている。なんでだ？」

　ガラリアがハッチを閉じようとしたのを止めて、

「すぐ戻もどるよ……どういうことだい？」

「不思議じゃないのか？」

「ガロウ・ランの知ち恵えの話か？　戦争を本気でやろうとすれば、バカ力がでるんじゃないの？」

「嫌いやな言い方だ。簡単だね」

「そうかな？　そうだろうな……」

　ガラリアはジョク機とともに機体を回転させて、ジョク機を下にしていく。

「ギィの軍がこのままもっと東に出ることは、考えられないのか？」

「ジャプハルの東には深い森がある。あれだけの軍が行動する場所にはならん」

　ガラリアは明快だった。

「そういうものか……」

「騎き兵へいは、しょせん集団戦闘だからな」

「……しかし、ジャプハルに出るといっても大きな道がふたつもあるぞ？」

　ジョクはガラリアに地図をしめした。足の下にジョク機のコックピットが口を開ける格好になっている。

「ああ……タコという山がつき出ているな」

「ギィ・グッガは、ここで軍をふたつに分けるな？」

「そうだろう……」

「ということは、敵のオーラマシーンの前進基地は、この東から南にむかうここだな？」

　ジョクはガラリアがタコといった山のつけ根にあたるあたりを指でしめす。

「しかし、これからではこの一帯を偵てい察さつするエナジーはない」

「わかった。引き上げよう」

「ン……！」

　ジョクは無造作に自機に飛び移ると、二機のカットグラはさらに高度を下げて、改めてギィ・グッガの軍の先頭と思われる流れにむかった。




　高度を下げた二機の影かげを、ギィ・グッガは見落さない。

「なんでぇ？　ヘレナァとブラバ、ミュランは、なにをしているんだぁ？」

　馬車の天てん蓋がいから身を乗り出したギィ・グッガは、音もなく移動するカットグラの影を見上げて、所しよ期きの作戦が、失敗したことを知ったのだ。

「ドーレブ！　機械部隊の様子を、誰だれかに見させろ！　カンドワを呼ぶんだぜ！」

　ギィ・グッガは、後続の馬車に命令する。

　後に続くのは、ギィ・グッガの身のまわりの面めん倒どうをみる兵たちの馬車であり、左右には伝令用の騎き馬ばの群があった。

　ドーレブは後続の御ぎよ者しやのわきで、ギィの命令をしかるべき言葉にして部下に伝えて、伝令を放っていく。

「フム……！」

　ギィ・グッガの馬車にはふたりの御者がいるだけで、凌りよう辱じよくする女もなく、中央の重い机には一枚の地図があった。

　椅い子すに戻ったギィ・グッガは、背後の絢けん爛らん豪ごう華かな板いた金がね鎧よろいに目をやり、そして、地図に目を落し、自分なりに工夫した記号を素朴なエンピツで印しるししていく。

　片方しかない細い眼めは、知ち恵えを使い始めた少年のように炯けい々けいと輝かがやいて、その白い肌はだは驚おどろくほど透とう明めいで艶つややかなのだが、白い手の節ふし々ぶしは力あるものの節くれだったものだ。握にぎったエンピツがピンのように見える。

「……ふむ……ミュランはいいとしても、ビダの指揮するハバリーの補ほ充じゆう、予備のドラゴ・ブラーを呼ぶ仕事は急がせねぇとなぁ……砲ほう車しやは遅おくれずについているか！　おい、ドーレブを呼べ！」

　ややあって、またも馬車の天蓋から身を乗り出したギィ・グッガは、次々と怒ど鳴なりちらす。

　それをドーレブが部下たちに翻ほん訳やくしていくのだが、ギィ・グッガの口から繰くり出される言葉から、彼がアの国に侵しん攻こうするにあたってかなりの準備をしていたことがわかる。

「この傷をつけたチビを討うち、あのチビを使うドレイクとやらも討つ……して、儂わしはコモン世界の王者になる……なぜと問うか？　ンン……？　クッ、フフフ……地界は世界をささえる土台だ。その地に棲すむ者が世界を支配するのは道理であろう？　な？」

　ギィ・グッガは潰つぶされた片目の傷がうずくと、自問することもそのように口にするのが癖くせになっていた。

　彼は、思考するということの面おも白しろさ、その思考から連続して湧わきおこる連想ゲームを楽しむ術すべを覚えたのである。

　そして、彼はそれを実現できる立場にいた。彼の究極の夢は、コモンの王を名乗る者たちの陵りよう辱じよくであり抹まつ殺さつであった。

　それは、絢けん爛らんたる血の色、地中にうごめくマグマの紅色をコモン界にあふれさせることであり、その想像はギィ・グッガの血を湧き立たせるのである。それ以外の理由など想像もしないし、必要とも考えなかった。







　３　ガロウ・ランの機械化







　カンドワ・ナザムは、梢こずえを押おし分けるようにして降下してくる黒こつ褐かつ色しよくのオーラボム・ドーメの姿を、目の玉をまんまるくして眺ながめていた。ガロウ・ランの感覚でみれば、ドーメの形などは絶対に空を飛ぶものとは見えないから、一度や二度その姿を見ても、驚きよう愕がくの念がなくなることはない。ことに、カンドワのような初老の男には見慣れる光景ではなかった。

　ゆったりと木々の枝をへし折りながら地面に接地するドーメの姿は、摩ま訶か不思議なものでしかない。

「…………！」

　しかし、その胴どう体たいのハッチからガロウ・ランの若者たちが喚かん声せいを上げて出てくる姿を見れば、この不気味なものも自分たちのものなのだと納なつ得とくできる。

「すげえな……」

　そう呻うめいたのも、カンドワの周囲に若い者がいないからだ。若者がいればそんなことは絶対に口にしない頑がん固こ者ものである。

　間まをおかず、巨きよ人じんを思わせるカットグラは四枚の羽根を左右に大きく開いて飛び降りて、その爪つめのある脚あしを地に嚙かみこませる。その格好はどこか空を飛ぶと納得できるところがあるので、カンドワもフムと唸うなっただけにする。

「ホラッ！　急げよ！」

　女たちの声が、頑固者の背後で聞えた。女戦士たちが捕ほ虜りよたちを天幕からこづき出してきたのだ。

　コロにする丸太をならべさせて、ドーメを木の下に張った網あみのシェルターの下に引きこませる仕事をコモン人の捕虜にやらせ、そのあとで、機体の整備もさせなければならない。

　カットグラは自ら数すう歩ほ歩いて網のシェルターの下にはいり、自分の居場所を決めていくようにする。

　コモンの捕虜たちは、イットー・ズン、マッタ・ブーン、キチニ・ハッチーン、それに地上人のトレン・アスベアだ。

　ガロウ・ランの女戦士たちに縄なわ尻じりをとられていた腰こし紐ひもをはずされた虜りよ囚しゆうは、仕事に駆かりだされていったが、ニー・ギブンの姿はなかった。

「さっさと修理をするんだぞっ！」

　その一団を指揮しているのは女戦士のミハである。いまは革かわ鎧よろいの胴どうもつけず、そのタップリとした身体からだを麻あさの貫かん頭とう衣いのようなもので包んでいた。

「機械の怪け我がを治すか……」

　コモン人の捕虜たちが、女戦士とカンドワの部下たちに追いまわされるようにしてドーメとカットグラのほうに追いやられるのを見ながら、感かん嘆たんの表情を押おし隠かくしたカンドワは、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になって見せた。

　彼は、コモンたちのノッペリとした肌はだとすっきりしすぎた肉体を見ると、グチャグチャにしたくなる衝しよう動どうに駆られるのだ。それは、ガロウ・ランの容よう貌ぼうにたいするコンプレックスが思わせていることだろう。

　しかし、カンドワはガロウ・ランのなかでも知ち恵え者しやにはいる。だからこそ、見たこともない〝機械たち〟の部隊を任されて赴ふ任にんしてきたのである。

　我が慢まんを知っているガロウ・ランなのだ。

「……カンドワか？」

　ドーメを降りたブラバは、頑がん固こ者ものの姿を見つけるとまっすぐに歩をむけてきた。

「機械に怪我をさせたな？」

「敵の数が多かった。カットグラは、肩かたをやられた」

　出しゆつ撃げき前に挨あい拶さつをかわしたはずなのに、ブラバはカンドワにたいして、何をしに来たのかという表情を隠さない。余計な上官という思いしかないのだ。

「ブラバ、儂わしは、ギィ・グッガとの連れん絡らく一いつ切さいをやっていく。貴き様さまは機械を動かす」

　カンドワは挨拶のときに言い含ふくめたつもりのことを繰くり返しながら、ブラバがカットグラのほうを気にするので、なにかあるのではないかと感じて、網のシェルターにむかう。

「軍隊というものは、役割を分担するのだ。それが必要だ」

「そりゃそうだ。けどよ、俺おれたちは慣れた。ギィ・グッガとの連絡もやる」

　ブラバは強がりを言いながら老人を追った。

「そうかい？　機械の怪け我がは、治せねぇんだろう？　それでコモン人がいる。それにだ、敵をやったのか？」

　知ち恵え者しやといわれる所以ゆえんである。カンドワは一挙にいろいろなことを口にした。

「丸い機械、ドーメを二機、それは撃げき墜ついした」

　ブラバは短い言葉のなかにコモン人たちから聞き知った専門用語をはさんで、カンドワに対たい抗こう意識を剝むき出しにする。

「フン……ミュランとビダのハバリー隊からも聞くさ」

　カンドワはそう言ってブラバをいなした。ブラバていどの戦士を牽けん制せいする術すべを充分に知っている長老である。空中戦をしたあとで、戦果確認をしなければならないというようなことを知ってのことではない。

「ヘレナァ、どうだ？」

　カンドワの問いにヘレナァもブラバと同じように傲ごう慢まんに報告をしたので、「敵の基地を叩たたく仕事はしたのか？」と、カンドワは本来の作戦目的の戦果をたたみかけるようにして訊きいた。

「……たどり着けませんでした」

「なんでだよ！」

「敵のカットグラが強かったし……奴やつ等らのドーメの数が多かった……」

　ヘレナァが言いわけしているあいだに、ブラバはカンドワに背中をむけて、手下たちのたむろしている岩の窪くぼみにある焚たき火びのほうに行ってしまった。

「ブラバッ！　そんなことで、よくも威い張ばれるなっ！」

「カンドワは、空の戦いを知らない。文句を言うなっ！」

　ブラバは長老のほうを見向きもしないで、焚火のまわりで餌えさをあさっている手下を押おし退のけるようにして座り込んでいく。

「これからの戦せん闘とうにも機械を使うほうがいい。だから、追っ手をまいて帰ってきた。怒ど鳴なるな」

　ヘレナァは、焚火にかざしてあった串くし刺ざしの肉にく塊かいを奪うばうブラバからカンドワに視線を移して、そう説明した。

「……まいた？　確かか？」

「もちろん」

「フム……で、どうだ？　ドーメ、敵のドーメの数は？」

「数はわからない。結構、残ってた」

「そうかよ……ン……機械の傷を治したら、また攻こう撃げきに出ろ」

「どこを攻撃する？」

「敵の機械だ。機械には力がある。それを落せ」

「どこの機械をさ？」

「アグーの手前に敵の機械の基地がある。そう言ったのは手て前めえたちだ。もう一度、行けよっ」

　言いざまカンドワは踵きびすを返して天幕にむかい、虫を防ぐための蚊か帳やをはねのけて姿を消す。

「カンドワ！」

　ヘレナァが入口から潜もぐりこもうとするのを、「構うなよっ！　ヘレナァ！」

　ブラバが焚たき火びのところから、吠ほえた。

「だってさ！」

　ヘレナァが振ふり向くと、カンドワの姿がまた天幕から現れる。

「カンドワ……!?」

「お前たちは、機械を操れるのでいい気になっている」

　地図を手にしたカンドワは、ドーメとカットグラのほうで整備が始まったのを確認しながら、焚火のブラバのところに来て地図をひろげた。

　彼らの陣じん地ちは風も通らず、ひどく蒸むした。

　左右には低く崖がけがせまり、その上、梢こずえを利用して網あみのシェルターを設置して、上空からの敵の目を欺あざむくようにしてあったのでなおのことだ。

「どけよ！」

「ヘッ……！」

　カンドワはブラバに地図をしめすためにブラバの手下たちを追い散らしてから、

「敵のコモン人が考えていることを言うぞ」

「敵の考えか……？」

「そうだ。今日、お前たちは、ここで戦った。この谷の機械の基地を叩たたけば、ギィ・グッガの軍はここからラース・ワウに向う。これが敵の考えたことだ」

「敵の考えか……」

　ブラバは用心して応こたえる。カンドワが、地図の上の一点を指先で叩いて説明したのは、先にジョクが前進基地を設営したマランの谷である。

「そうだ。だから、戦った」

「お前たちは、空から見るとどこもここも見えると言った。それで、この谷の機械の基地を見つけた」

「でもよ！　敵があんな数のドーメを出してくるたぁ、わかっていなかった」

「そうだ。コモン人はもっと考える。こっちの都合しているように動かない。それでも、それに勝つように戦うのが、手て前めえたちの仕事だ」

「カンドワがやりな。ドーメを運転する。そしてよ、戦えっ！」

「ギィ・グッガは、アの国の軍をこっちの谷の前に引き寄せて、横から攻せめこむ予定だったんだぞ！」

　別々のことを言いあう男たちを、ヘレナァはうしろから見下ろしていたが、どっちの言うことにも興味を持てない。

『勝てると面おも白しろいのにな……』

　その興味しかない。そのためにもっとカットグラの操縦を上じよう手ずになりたい、と欲望するだけなのだ。そのような思いが継続するのもガロウ・ランとしては秀しゆう逸いつといえた。

「ああ……！」

　男たちの話に溜ため息いきを出したヘレナァは、焚たき火びの側そばにしゃがみこむと、ぬるくなった水をコップに注ついで飲んだ。この疲つかれが抜ぬけなければ、次の操縦はできないと思っているのだ。過労が実感として身体からだをつつんでいる。

「……そうしなけりゃ、勝てねぇんだよ！」

　叱しかるように戦術を理解させようとするカンドワの話を聞きながら、ブラバはモソモソと肉にく塊かいをかじることをやめない。彼も疲れているのだ。

「……行くさ。行けるな？　ヘレナァ？」

　カンドワの説教にうっとうしくなったブラバは、ヘレナァに訊きいた。

「わからない。コモンの連中が修理してくれるのかな？」

「ブラバはもう一度行くと言ったぞ。行けよ！」カンドワが急せかした。

「機械の調子次し第だいだ。カットグラの腕うでが使えない」

　ヘレナァもうっとうしがって見せる。

「おい！　コモン人びとを呼べっ！」

　カンドワは手下に命じてから、

「コモン人は、信用できるのか？」

　と訊いてきた。

「あたいは、連中がウソを言っているかどうか、わかる」

　多少マニュアルを読めるヘレナァは、その部分は自信があった。




　メカニックマンのイットー・ズンは、三人のガロウ・ランの前でも臆おくすることがなかった。彼はオーラマシンの整備にしか興味がないからだ。

「腕は簡単に直せます。まだ予備のマッスルがありましたから。でも……もう、補給物資がありません。いつまでも飛べませんよ」

「だったら、それを持ってくればいい！」

　カンドワがイットーを殴なぐりつけてから、そう命令をした。

「ヘッ！　ヘッへヘッ……」

　そんなカンドワとコモン人のやりように、ブラバはあからさまに長老のやりかたを嘲ちよう笑しようした。

「なんだよ！　ブラバ！」

「戦いの仕方が違ちがってきたんだ。こっちの好きにしようとして、コモン人を殺しでもしたら、なんにもならねぇ。機械の修理のためのものを盗ぬすむには、勝つしかねぇんだ」

「だから、ブラバ！　敵の機械の基地を叩たたけ！　基地に残っているブッシを手にいれるんだ！　行ってこい！」

　カンドワの言うことは正論ではある。ブラバは、ウムッと唸うなってから、

「イットー。行って帰って来るだけだ。用意しろ！」

「俺おれは、自分たちが作った機械を壊こわされたくないからやってんです。俺も乗って行きます。心配だから……」

「舐なめるな！」

　今度は、ブラバがイットーの頰ほおをひっぱたいた。

「お前が行けば、逃にげる！　それはさせねぇ！」

　吹ふき飛ばされたイットーは埃ほこりをはたきながら、白い粉のせいで異常につやつやと輝かがやいている頰をビリビリと痙けい攣れんさせた。言葉が通じないという苛いら立だちは、技術者の神経を逆さか撫なでする。

　しかし、現在のガロウ・ランたちは、イットー以下の捕ほ虜りよをいっしょに行動させることはしないようにしていた。誰だれかに裏切りがあったらほかの誰かを殺すというような威おどしをかけたし、整備作業中に見張りをつけることも忘れないのだ。ガロウ・ランにも、そのような知ち恵えというか配はい慮りよができるようになっていた。

「雲が出る前に、出るぞ」

　ブラバは、見張りの女戦士たちに腕うでをとられて仕事場に引き連れられていくイットーを怒ど鳴なりつけた。

「ニーは働いていないのかい？」

　ヘレナァはカンドワが黙だまったので、左右の兵に訊きくことができた。

「ミハがからかってるよぉ」

　手下のひとりが教えてくれた。

「猿さる轡ぐつわをはずせねぇコモン人だな？……お前たちは白い粉の使い方がよくねぇな。コモン人は、小鳥みてえなもんだ。あんなのに、こってりした白い粉を使ったら、いつも天を見てヒョヒョって囀さえずるだけになっちまう」

　カンドワはしたり顔で白い粉の用法を講こう釈しやくする。

「……わかっている！　だからヘレナァがカットグラに乗った。コモン同士を戦わせるのは難しいんだ。手て前めえはわかっていねぇよ」

　ブラバはまた長老に喚わめいた。

「怒鳴るなよ。だから、俺が来たんだ。ミュランに白い粉を使うのを教えたのも、俺だ。そういうことは、きちんと覚えておけ」

「知っているよ。でなけりゃ手前なんぞ、機械に乗った俺たちがどうこうするのは、簡単なんだぞ」

「その勢いでコモンをやってくれれば、いいんだ。コモンの女たちの精を吸って、気持ちよくなれるというものだ」

　カンドワは言ったときにはそんな妄もう想そうに捕とらわれていたのだろう。長老らしからぬ下げ卑びた笑いを顔いっぱいに浮うかべるだけになってしまう。







　４　バーンの言ごん上じよう







　ブラバは行きがかり上、再度、マランの谷を黒こつ褐かつ色しよくのドーメで飛行して、先にジョクが設営した前進基地までくだってみたが、その前進基地は撤てつ退たいした後であったので、やむなく、そこに残された役にもたたない物資をあつめると、コモン世界のオーラ光が山と空の境を見えなくするころにカンドワの基地に戻もどった。

　ヘレナァのカットグラは、結局、修理が間にあわなかったのだ。




　その頃ころ、ドレイク軍の左さ翼よくに展開していた軍は、本隊に合流する動きをみせはじめて、ドレイク・ルフトは、彼の本ほん陣じんをジャプハル平原の一角を形成するジヤハの森のちかくに設営した。

　ジョクたちもオーラマシーン部隊の半分をその森のなかに集結させると、家け人にんの若者を引き連れてドレイクの幕ばく営えいに参集した。

「……聖戦士ジョクの報告によって、今日のうちに敵の侵しん攻こうコースの本筋が明白になったことは、我らにとって幸いであった」

　ドレイクは左右にいならぶ武将たちと、オーラマシーンの主要なパイロット三人に、穏おだやかな表情を見せる。

「その上、オーラマシーンの機動力のおかげで、全軍にたいして通信の伝達を速め、軍の動きをただちに変へん更こうすることもできるようになった。今日の軍の迅じん速そくな動きは、コモンの歴史にとって偉い大だいなことである。もはや戦いは半分以上勝利したに等しい」

「世せ辞じをいうのは憚はばかられますが、ドレイク様がひろく軍を展開なさりすぎておったのを、今日まで不安に感じておりました自分を恥はじ入りますな……」

　老境に達したと見える武将が白い髭ひげを撫なでながら哄こう笑しようするのは、真実、彼がドレイク軍の集結のあまりの速さに感動していたからであり、それは大部分の武将の思いでもあったから、帷い幕ばくのなかは、しばしその話題で華はなやかな空気につつまれる。

　ジョクにすれば、そのようなコモン人の賞賛は、自分の居場所が保証されたようで心が安らぐ。オーラマシンの開発にしろ、軍功のすべてが自分のものではないにしても、大人おとなたちがオーラマシン乗りの立場を認めてくれるというのは、悪いことではない。

　が、ガラリアとバーンは、いまさらオーラマシンの働きを誉ほめられても、頰ほおを緩ゆるめるようなことはなかった。

「…………」

　新旧世代の認識の対立というものはコモン人同士でもあるのだろう。まして、武将と騎き士しのあいだの認識の違ちがいの問題は、ジョクの知らない部分もあるとは聞かないではない。

　バーンなどは、帷幕が賑にぎわっているあいだ、即そく席せきのテーブルに置かれた茶を飲むことを仕事にしていた。

「しかし、ドレイク様、無線機が各部隊に配備されれば、オーラマシーン部隊を伝令役に使わずにすむというものです。今後の課題としては……」

「わかっている」

　ドレイクは性急すぎる武将を制して、ラバン・ドレトに顎あごをしゃくったのをしおに、帷い幕ばくは軍議の席になった。

「……さて、諸将は今回の布ふ陣じんの問題点はおわかりであろう。ギィ・グッガの軍は、四万にちかいと想像されるが、彼らがこのまま進軍してこの平原にくだるにあたって、ふたつの進路が考えられます。チェルトンの村がある東と、山ひとつをおいたバーナ湖を望む進路であります。さらに用心をすれば、ゲサンの丘おか、ジヤハサールの森林地帯も進路として考えられます」

　ラバン・ドレトは、武将たちの中央に地図の上にガス灯を寄せさせて、

「……今日までのガロウ・ランたちの動きから見ると、彼らは軍をふたつか三つにわけて、同時に侵しん攻こうするでありましょう。敵も強きよう獣じゆう部隊をもち、今日のように我が方から奪うばったオーラマシーンを使って、上空から偵てい察さつ、連れん絡らくする能力を有しております。ギィ・グッガも、われらと同じく同時侵攻は容易であるということです」

　ラバンは地図上のそれらの想定コースに、紙でつくったコマを貼はりつけさせていった。

「これを迎げい撃げきする我が方は、歴史上もっとも大きな野や砲ほう部隊を用意して迎撃します。この部隊の移動をまちがえなければ、まず、これで敵の四分の一を殲せん滅めつできます」

「簡単におっしゃるな。騎き士しラバン。現在、三隊にわれている野砲部隊を主力と思われる敵のコース上に移動するのは、敵の動きを見てからであろう？　迎撃態勢に布陣するのが可能なのであろうか？」

「可能です。オーラマシーンの運うん搬ぱん能力を信用してもらいたい」

　ジョクの上官、オーラマシーン部隊を統とう轄かつするケルムド・ドリンが応じれば、最重要の作戦については、全員の了りよう承しようを得ることができる。それを確認して、

「……さて、儂わしはチェルトンの正面に陣を布しく。カンズリー・スコラ、貴き公こうが左さ翼よくの総指揮を執とれ」

　ドレイクが裁決する。

「ハハッ！」

　さきほどの白しろ髭ひげの武将が悠ゆう然ぜんと応じる。

「さらに、右う翼よくのゲサンの丘の東には、コントラ・スーン。貴公は五百の部隊をもって待機だ」

「たったの五百で？」

「騎士コントラ。今夕、ここに待機する軍だけが我が軍勢のすべてではないぞ。ハンジャンサラ方面に展開している部隊は、それぞれこの地に参集しつつある。それを糾きゆう合ごういたせば……」

　ラバンはわざと言葉をきって、武将コントラ・スーンを見やったりするのは、余よ裕ゆうのなせる技である。

「どのくらいになるのだ？」

「五千でありましょうか？」

　ラバンはドレイクに、気持ちのよい返事をさせようと促うながす。

「そんなものかな。ギィ・グッガは三つの進路をとろう。押おさえる側としては、ジヤハサールの森があるが、ボヤボヤしていては、せっかく集まってくれた部隊を分断されることになるぞ」

「ハハッ！」

　微び苦く笑しようまじりにひやかすようなドレイクの言葉に、コントラは機き嫌げんを直して頭を下げる。

「ドレイク様、それでは儂わしとの格が同じようになってしまう。ハンジャンサラ方面から集合する部隊は五千とはあるまい。第一、バーナ湖に敵の強きよう獣じゆう部隊の主力が翼よくを休めるのは、必ひつ定じようであります」

　カンズリー・スコラが不服を口にした。

「いや、まだここには、ケラゾー・ガラが到とう着ちやくしていない」

「彼き奴やつも、儂の傘さん下かにはいってくれるのか？」

「貴き公こうの直属部隊とあわせれば八千は下るまい？」

「結構ですな……しかし、敵の主力とぶつかるとなれば、半分の戦力にもならんが……？」

「それゆえ貴公に頼たのむのだ。万一の場合は、野や砲ほうと、儂の左さ翼よくの一万をすみやかに移動させて合流させる。その間の半はん刻ときを堪こらえてくれい」

　ドレイクは膝ひざを乗り出して、老人を諭さとして見せる。

「ハッ！　それこそは、小官の得意技ともいうべきもの」

「しかも、騎き士しカンズリー、十、二十と小さい部隊が順次集結すれば、その数もバカにはならず、その統制にはよろしくお力をお見せあれ」

　ラバンが機き嫌げん良くつけくわえれば、老人は上機嫌になって、最後の奉ほう公こうを万全を期して果たして見せると満座の武将たちに肩かたをはった。

　つづいていくつかの申し合わせをした後、ドレイクは立った。

「今回のガロウ・ランの集結は、我がアの国にとって幸いである。これだけの数のガロウ・ランをここで殲せん滅めつできれば、アの国の周囲におけるガロウ・ランの跳ちよう梁りようはやんで、コモン界の安あん泰たいを導くものである。と同時に、アの国の力を周囲の国々にしめすものにもなろう。戦後のアの国の発展を思うに、この一戦、末代までの語り草になろう。諸公の奮ふん戦せんを望むものである」

　このドレイクの〝ガロウ・ランの跳梁が終る〟という言葉は、いならぶ武将たちだけでなく、全軍に風のように伝わって、いやが上にも兵たちの士気はあがった。

　ガロウ・ランの跳梁は、コモン人に呪じゆ縛ばくをかけるものなのである。怠たい惰だと堕だ落らくと残ざん酷こく、不ふ寛かん容ようは、ガロウ・ランがコモン人にもたらしたものであり、悪の根源はすべてガロウ・ランが源みなもとであると信じられていた。

　近年のギィ・グッガの跳梁はその恐きよう怖ふを喚かん起きする象しよう徴ちようとして語られて、彼の名を聞くだけでコモン世界の国々は戦せん慄りつし疲ひ弊へいしたのである。

　アの国がこの忌いまわしい軍勢に抗こうし得たのは、ひとえにドレイクが〝機械〟を取り入れて新式の戦力を増強したからなのだが、これをもってガロウ・ランを駆く逐ちくすれば、アの国が周辺の国家に圧あつ倒とう的な覇は権けんを行使できるのは明白であった。

　武将たちは自分たちの軍容に自信を深め、それぞれの持ち場に帰っていった。

　そんな素そ朴ぼくな期待を胸にしたコモンの武将たちの気持ちを、ジョクには理解できた。また、戦後がドレイクが予想するようになって、隆りゆう盛せいを誇ほこる戦後のハンダノの城で竜りゆう宮ぐう城じようの浦島太郎のような生活ができるかもしれないというようなバカバカしい期待も悪くはなかったし、元の世界に戻もどるための研究ぐらいはできるようになるかもしれないと思えれば、嬉うれしくもなる。その結果、東京に戻れればという期待は、抑おさえようがない魅み力りよくに感じられた。

「まあ、こんなものさね」

　複雑な表情を見せていたのだろう。ガラリアがジョクの肩かたを押おしやるようにして、幕ばく舎しやを出ていった。

　バーン・バニングスの長ちよう髪はつは、すでに外にいた。

「バーン！　伝令の件は個々に伝達するだけでいいのか？」

「よかろう。ガラリア、ゲサンのほうを頼たのむぞ」

　バーンは愛想もなく、自分の騎き馬ばの溜たまりのほうにむかっていく。

「……なんだよ？」

　ガラリアは、彼のそっけない態度に眉まゆをひそめた。

「自分のカットグラの修理が思わしくないので、憂ゆう鬱うつなのさ。放ほうっておいていいんじゃないの」

　ジョクは、一瞬でも戦後のいろいろな事態に思いが乱れた自分を恥はじて、口から出で任まかせのように言ってしまう。

「そんなに可愛かわいい奴やつかい？」

「……？」

　ジョクはバーンが馬に跨またがる姿を見ながら、ガラリアの言葉にひっかかって、「どういうことだ」と訊きく。

「……よくわからないがね……ジョク。夜食をつきあえよ」

　ガラリアも馬上の人になって、ジョクを見下ろした。目の前の彼女の膝ひざから大だい腿たい部がひどく威い圧あつ的に見えた。

「いいさ。夜中までにそっちに行くようにする」

「ああ……！」

　ガラリアは従兵をしたがえて、篝かがり火びの列のあいだを森の闇やみに消えていった。

　ドレイクは本ほん陣じん周辺の軍には、ジョクから見れば必要以上の火をたくことを命じていた。そのために森を前にしたあたりは昼のように明るいのだ。それは、敵にたいして威い嚇かくになるのだろうが、陣の全容を見せることにもなって、味方に緊きん張ちようを強しいるものになってもいた。

『火はガロウ・ラン除よけになる』

　そんな迷信が信じられている風もなきにしもあらずなのだが、陣を張っている状態では好ましいことなのかどうかは誰だれにもわからないというのが、実情らしかった。




「いかがなさいました？」

　バーンの従兵カルムド・マサは、革かわ鎧よろいの胴どうだけの軽い姿で馬上にいる主人の鬱うつ々うつとした表情に、うかつに声をかけてしまった。

「構うな……！　ドーメを見てから幕ばく舎しやにもどる。アトバーに伝えておけ！」

「は、はい」

　カルムドは重苦しい様子を見せるバーンから離はなれられるのを喜んで、急に元気になって馬首をめぐらすと、木々のあいだの焚たき火の光のむこうに走り去る。

「フン……」

　いまのバーンはドーメ部隊からも好かれていない。

　彼のカットグラが損傷して後方に送られたために、代わりにドーメの一機に乗ることになって、そのためにひとりのパイロット騎き士しが外されたからである。

　現在、オーラマシーンのパイロットはドレイク軍ではもっとも尊敬される地位にあるのに、その地位をバーンが奪うばうことになったので、機械を奪われたパイロットとその同どう僚りようまでが、バーンの存在を良くはいわないのである。

　バーンのほうもカットグラから降りてドーメに乗るというのは、降格されたという意識がある。騎士たちは、すでに機械の時代の価値観にとらわれるようになっていたのだ。

　バーンは、今日の昼に戦線に移動してきたドーメを、そのパイロット、マンダサンから受じゆ領りようして、午後はその最終整備に立ち合っていた。ジョクが戦せん闘とうをしていたころである。

　そして、ジョクとガラリアからギィ・グッガの軍の動きが伝えられた時、散開している部隊へ伝令する任務を帯おびて、その指揮をしていたのである。これはたえず尖せん兵ぺいの自尊心を育ててきたバーンにとっては屈くつ辱じよく的な仕事であった。

　この感じ方に矛む盾じゆんがあっても、機械の時代に戦う者の自尊心を充足させる道を探ろうとしている、バーンのような生きつ粋すいの騎士魂だましいをもったものには、抗こうしがたい感情であろう。いつの時代の軍人たちにもある宿しゆく業ごうといえた。

　周囲の兵の天幕からは、夕食の支度をする煙けむりが篝かがり火びとおなじように必要以上にあがっていた。それはジヤハの森にはいってもおなじだった。

　熱をおびた湿しつ気けがドッと身体からだを押おし包んでくる。ジョクのカットグラを中心に駐ちゆう機きしているドーメの部隊のわきに、バーンに当てがわれたものもあった。

　バーンは、馬上からその機体を見上げる。

「…………」知らず嘆ため息いきがでた。

「あ……！　バーン様」

　ドーメのプラットホームにいた整備兵のひとりが、バーンに愛想笑いを見せた。焚き火の明りのかげるなかにいたので、悪意がある声とは聞えなかった。

「明日は、一番で出しゆつ撃げきと聞いております」

「ウム！……頼たのむぞ」

　バーンは鞍くらにまたがったまま、ドーメのブリッジをのぞいてみた。そこにはふたりのクルーがいたが、彼らも今日バーンが引き受けた者たちだ。

「騎き士しマンダサンの天幕はどこか？」

「ハッ！　整備天幕の裏であります」

　振ふり向いたクルーのひとりが、声をかけたのが自分たちの新しいパイロットだと気づいて、慌あわてて敬礼を見せた。

「そのままでいい。邪じや魔まをした」

　バーンはふたりの挙動を見て、彼らとはうまくやれそうもないと確認して、考えていたことを実行する決心をした。決意というのはそういうものかもしれない。必ずしも、直線的な論理から決定されるものではない。

「……騎士マンダサン！　おられるか？」

　バーンは、天幕に落ちる滴しずくを気にしながら、篝かがり火びの光のなかに入口に声をかけて馬上からすべり降りる。

「バーン・バニングス殿どの？」

　天幕から出てきた若い騎士は、いかにも田舎いなか騎士ではあるが、それだけに気力が全身にみなぎった偉い丈じよう夫ふである。

「……考えるところがあって、お借りしたドーメは貴き公こうに返そうと、ドレイク様に願い出るつもりだ。それゆえ明日の作戦では、貴公にはドーメで出てもらうようになろう。それをお伝えしに来た」

「ハッ？　しかし、実績のあるバーン殿が指揮をしていただければ、今日のマランの谷の戦せん闘とうのように、ドーメ部隊に損害が出なかったと信じます」

「それは違ちがうな。自分はまったく違う作戦で出ることをお館やかた様に進言するつもりだ。で、それが認可されれば……いや、認められなくともそうするつもりだ」

「ハッ……？　お館様のお許しがなくとも？」

「その覚かく悟ごで進言する。そういうことだ」

「成なる程ほど……。わかりました。その時は、小生のドーメでも手伝えることがあれば、ぜひ声をかけていただきたい」

　田舎者の騎士は、バーンが事前に自分に話をもちかけてくれたことだけで、心から喜んでいると見えた。その騎士の反応に、バーンは自分のやるべきことに確信がもてる。

「貴公にそう言ってもらえて嬉うれしい。本当に嬉しい。よろしく頼たのむ！」

「な、なんの！　騎士バーン。そのようにご丁てい寧ねいなお言葉……」

　彼は、それ以上言葉が続かないほどに感かん激げきしてみせてくれる。

「では、吉きつ報ぽうを待っていてくれ。貴公もまたパイロットとして戦えるようにっ！」

「ハッ！」

　バーンは馬に跨りながら思う。『このように人の心を摑つかまねばならんのだ』と……。

　この瞬間の意識が、その後のバーンをつくっていく端たん緒しよとなった。

　バーンは、真まつ直すぐにドレイクの幕舎にもどり、残っていた武将たちと入れ違ちがいに、ドレイクに謁えつ見けんを申し出た。




「正規軍の戦線から離り脱だつしたいと言うか？」

　ドレイクは手にした黒パンを口に放ほうりこんでから、うっとうしそうに訊きいた。

「ハッ！　今回は予備軍の数も多く、お館やかた様のふところの深い布ふ陣じんに驚きよう嘆たんいたしております。ならば、自分も予備軍に配置していただいて、ゲリラ戦を敢かん行こうしたいと考えます」

「オーラマシーン部隊に貴き公こうは必要である」

「恐おそれながらお言葉を返します。現在のオーラマシーンは充分とは申せませんが、聖戦士殿どのの指揮下、働きに不安はないと考えます。さらに、ニー・ギブン以下のものにカットグラ奪だつ還かんを行なわせましたが、その首しゆ尾びはうまく参っておりません。この作戦の責任は小官にあります。ゆえに、小官は、地上を這はってでも、ギィ・グッガ本人を狙ねらう作戦を敢行したいと考えます」

　最後の声は思わず低くなっている。ドレイクは銀のグラスのワインをあおってから、

「地ち上じよう人びとの下で働くは、不服か？」

「いや！」

　バーンは想像もしなかった言葉に顔面を蒼そう白はくにした。思い当たらないことかといえば、ウソにはなる。

「今回は大戦争である。味方の砲ほう撃げきも多い。昔のように一いつ騎き討うちの時代ではない。味方の砲撃で死ぬこともある。それでは犬死にである」

「しかし、ギィ・グッガというガロウ・ランをたばねる者、正せい攻こう法ほうだけで落せましょうや？」

　バーンの言葉に、ドレイクは不ふ愉ゆ快かいな表情を見せた。

「儂わしの采さい配はい、甘あまいか？」

「恐れ入ります。御ご容よう赦しやを。ドレイク様のご采配に疑ぎ義ぎを申す意思はございません。ただ、ひとりドーメ部隊の一員として働くよりは、騎士として、地にあってギィ・グッガに食いつく法もあり得るのではないかと存じたのであります。ひとり、我が身の奮ふん戦せんする場所を見つけたく願い出たまでであります。御容赦を！」

　バーンは命をかける思いで平身低頭した。

「騎士か……」

　ドレイクはそのバーンを見下ろしてから天を仰あおいだ。

「貴公は、若くして、騎士の……」苦い思いを嚙かみしめる。

　時代とはいえ、人は変れないものだという感かん慨がいである。ドレイクはその意味では、バーンの愚ぐ直ちよくさと自尊心の高さを充分に理解できた。

「で、どうする？」

「……ハッ、修理中のカットグラを使わせていただかなければなりません。が、家の子郎ろう党とう、二十名にちかい兵がおります。これを自分のものとして独立させていただければ、ギィ・グッガの本ほん陣じんに直進いたします。もしくは、捕ほ獲かくされたカットグラを奪だつ還かんするか破は壊かいします。でなければ、強きよう獣じゆう部隊を出しゆつ撃げき前に攻こう撃げきして、敵の空の脅きよう威いを排はい除じよする所存であります」

「ガキが……」

「ハッ！」

　ドレイクの呻つぶやきに、バーンは額ひたいにジットリと脂あぶら汗あせが吹ふき出るのがわかった。

「軍がこれだけ動いている。そんな漠ばく然ぜんとした目的では、出ることは許せんな」

「ハッ……」

　バーンは頭上でドレイクが食事をする音を聞くしかなかった。頭があげられない……かなりの時間があった。

　ドレイクを怒おこらせれば、打ち首もありうるのだ。それが戦いくさであり軍律というものである。

　バーンは、地についた一方の手が知らずに土を握にぎりしめているのに気づいた。手の甲こうにもプツプツと汗あせが浮ういていた。

「カットグラ、修理中のものも要いるか？」

　ドレイクの声が落ちる。

「ハッ！　空を飛べなくともその機動力は有用であります」

「……同時に敵に捕ほ捉そくされる可能性も高いな」ドレイクの指摘はするどい。

「ハッ！　そのためにオーラマシーン部隊の活かつ躍やく、つまり聖戦士殿どのの働きに期待いたしております。すなわち、聖戦士殿を嫌きらうなどという気持ちは一いつ切さいありません。お館やかた様の勝利のために、己おのれにできることを可能なかぎり実じつ践せんしてみたいのであります」

　バーンは恐きよう懼くしながらも、最後の言葉を吐き出していた。これもウソではない。

「許そう。目的はひとつ。ギィ・グッガを捕とらえよ。殺せ。それ以外は考えるな。部下には味方の識別の色帯を巻かせることを忘れるな」

「ハハッ！」

　礼をして顔を上げたバーンは、興こう奮ふんに涙なみだを見せていた。テーブル越ごしのドレイクの顔が、篝かがり火びの火を浴びてゆれている。

「面めん倒どうかけずに、勝利への道をな……バーン」

　ドレイクは手洗いの器うつわで指を洗いながら、あまりにも騎き士し的なバーンの気質を考えていた。




　この一事は、ただちに各部隊に報しらされ、ほかの部隊に配属されていた十余名のバーン家直属の兵たちが彼の天幕に参集した。

　バーンがオーラマシーンのパイロットになった時から、オーラマシーンの整備要員とバーンの従兵以外の家け人にんたちは、別の部隊に配属されていたのである。

「いやいや、バーン様のしたで働くことができると聞いて、安心いたしました。これでお父上と冥めい土どでお会い致いたしても、面めん目ぼくが施ほどこせるというものです」

　馬上からバーンに振ふり向いたハラス・レハーズは、バーンの父の代からの家臣で、若いバーン以上にバーンの領地の歴史を知っている騎士である。血はつながっていないが、事実上、バーンの伯お父じといって良い立場にいる騎き士しである。

「そうだな。わたしはオーラマシーンにかかずらって、家のことを忘れていたようだ」

「どうなさるのです？　心配いたしておりましたぞ」

　ハラスは馬をバーンに寄せるようにする。バーンは家け人にんが参集すると直ちにドレイクの陣じんを発進したのである。

「なにをだ？」

「ショット様とお近づきのご様子、バーン家の城の金銀財宝も目め減べりいたしております。なぜです？」

「すまんな。しかし……そんなことはいまは考える必要がない。この戦いで軍功をたてなければ、いままでの苦労はすべて水すい泡ほうに帰きす。なんとしても手て柄がらを立てなければならんのだ」

「お館やかた様のために？」

「いや、自分のためだ」

「成なる程ほど、成程、その心意気こそ、お父上が望んでおられたことです」

　ハラスは、バーンの腹の一いつ端たんをうかがえて満足そうだった。

「しかし、カットグラが使えんということは苦労でありますな。聖戦士は、ますます腕うでを上げているというのがもっぱらの噂うわさです」

「だからこそ、なまなかなことでは、ここは切り抜ぬけられんのだ」

「……勝算はおありで？」

「確しかとしたものがあるわけではない。ただ、修理中のカットグラを受領して、ギィ・グッガのちかくに布ふ陣じんする。それだけのことだ」

「フム……？」

「カットグラはたいした機械である。歩くだけでも馬よりは速い。力もある。それを利用することは無む駄だではあるまい？」

「ドレイク様のこれだけの軍勢であれば、敵の目はこの軍に釘くぎづけになりますな……成程……」

　ハラスは背後のふたりの騎士を見やり、その前後を徒かちで固める兵たちを見やった。後方には一輛りようの馬車がしたがっている。

「フフフ……それにくらべて、我が隊は結構な部隊で」

「そうだな。フフフ……正規軍はわたしには重いな」

　バーンは苦笑してから、馬の脚あしをやや速めて闇やみにむかって突つき進み、これでまちがいはないと感じていた。







　５　陣じんの闇やみ







「バーンが、戦線から離り脱だつした？」

　ジョクが、その報告をキムッチ・マハから聞いたのは、ガラリア・ニャムヒー指揮下のオーラマシーン部隊にむかう道筋でだった。

「はい……ドレイク様の許可をいただいてから、家の者を連れて、後方に移動したということです」

　ジョクは、左右の異常に多い篝かがり火びを見やりながら、キムッチに訊きく。

「……なんでお前はしたがわなかったのか？」

「ハッ？」

　ジョクがそう言ったのも、キムッチはもともとバーン家で騎き士しになる修しゆ行ぎようをしていた若者だったからだ。

「……呼ばれませんでしたし、自分から行く気もありません」

　揺ゆれる篝火の光に脂あぶらの浮うき出た彼の頰ほおが、いかにも心外だという風にふくれた。

「そうか……ありがとう。キムッチの言葉は本当に嬉うれしい」

「水みず臭くさいというものです。聖戦士ジョク」

「言うなよ。俺おれは、お前に轡くつわをとってもらわなければ、馬に乗れなかった男だったんだぞ」

「ハハハ……そんなこともありましたか」

　キムッチは、ジョクが自分のことで気をまわしてくれたのが嬉しい、という風をみせると、

「騎士ガラリアが、腹を空すかして待っていらっしゃいますよ」と、軽く手た綱づなをうつ。

　二騎はくっきりした影かげをつくる篝火のあいだを、早足で駆かけ抜ぬけた。

　無用心に見える篝火の数は、敵に対して陣容を誇こ示じしているものなのだが、敵に見られて困るような装備については、楯たてや灌かん木ぼくで隠かくしてある。

「そう、遅おくればせながら、戦士ジョク。本日の戦い、おめでとうございます」

　ややガレ場になった暗いところにはいって馬の脚あしが遅おそくなると、キムッチはあらためて真顔になった。

「誉ほめられることではない。追つい撃げきの間合いを詰つめることはできなかった」

「しかし、聖戦士殿があの敵を阻そ止ししたことで、ギィ・グッガの動きがわかったのです。しかも、そのあと、マランの前進基地からの撤てつ退たいの早かったこと。ドレイク様からの伝言を各部隊に布ふ令れさせる早さ。これは全軍の賞賛することです」

「それは、ドレイク様がひろく軍を展開していたことを知っていたからできたことだ。でなければ、いつまでもマランの谷にかじりついていた」

「それですよ。知らねばなにもできません。それを知り得る立場にいらっしゃる戦士ジョク。その一族の末席にすわる者としては、鼻が高いというものです」

　キムッチの評価は、お歴々の軍議でも話題になったことなのだが、ジョクには、身内になった若者の口から評価されるほうが大切なものになっていた。

　大人おとなたちの評価などは、世せ辞じが半分で信しん憑ぴよう性せいがない。まして、ドレイクの前での軍評などは、ドレイクの評価に追従するという意識もふくまれる。評価してくれた武将たちが、どこまでジョクを誉ほめてくれているのかなどわかるものではない。城持ちともなれば、したがってくれる若者たちの評価にこそ耳を傾かたむけるべきなのだ。

　今回のドレイク軍の展開は、敵を欺あざむくにはまず味方を欺け、という鉄則に徹てつした作戦であった。

　ジョクは、アグーの村の近くのマランの谷に進出した時、ドレイクからその考えを聞かされて、ギィ・グッガが動き始めた時、ジョクは、予想される戦せん闘とう空域にドーメ部隊の半分をもって守備をしながらも、そこからギィ・グッガが単純にアの国に下るとは見なかったのである。

　だからこそ、ガラリアと敵のオーラマシーンを追って、現在ギィ・グッガがとっている侵しん攻こうルートを知ることができたのだ。

　その進路は、アントバの山々がいく筋もの谷を形成して、ジャプハルの平原になだれこんでいる地帯で、本来は大きな軍事行動には適していない。

　しかし、ギィ・グッガがマランの谷からアグーに下ると見せて、ドレイク軍の主力をアグーに集結させることができれば、ギィ・グッガは、ドレイク軍との接せつ触しよくを避さけてラース・ワウに侵攻することもできたし、ドレイク軍の横を脅おびやかすこともできた。その上で、決戦に持ちこめば、ギィ・グッガが、アの国を制圧するのは簡単であったのだ。

　しかし、ドレイクは、ギィ・グッガ一統の動きがかつての軍事行動とちがうので、用心して軍をひろく展開させた。どこからギィ・グッガが出てきても、小さい抵てい抗こう線を設定しておけば、ドーメ部隊の機動力を利して火力を投入し、殲せん滅めつできると踏ふんだのである。

　しかし、ジョクがバーンの損傷したカットグラを後方に運んだころには、ドレイクは、ガロウ・ランの動きがひろく展開していることから、ギィ・グッガの主力部隊の集結地をアグーとは考えなくなった。常道的な陽動作戦が仕し掛かけられて、ギィ・グッガの主力は別のところからジャプハルに下りると読んだのである。

　そのため、ドレイクは、ジャプハルの中央に流れる川、グリンナ寄りに軍を集結させ始めたのである。それにさそわれるようにして、この一両日、マランの谷の奥おくからガロウ・ランの一隊がそれなりの数で侵攻を開始したのである。

　それを待って、ジョクはオーラマシーン部隊を投入したのだ。

　敵は、捕ほ獲かくしたカットグラとオーラボム・ドーメをふくめたハバリー部隊を出してきたのだが、山やま間あいを来るガロウ・ランの騎き馬ばと空から来る数は、正規軍というにはアンバランスだった。

　それで、このルートの部隊もガロウ・ランの部隊としては、陽動でしかないという証しよう拠こになった。

　ジョクはそう判断した。だから、戦勝後、ジョクは素す早ばやく後退したのである。

　戦術に想像力をもてる武将たちは、このジョクの働きを賞賛したが、戦術を理解できない者たちは、ジョクの戦勝などはオーラマシーンの力があったからだ、と断だん罪ざいするだろう。そのように見えた。

　戦争の勝利の要よう諦ていは、戦力そのものよりいかに有利な条件で敵と遭そう遇ぐうするかという一点につきる。圧あつ倒とう的な敵に勝つ奇き襲しゆう戦せんというのはその典型で、そのことは、今日の戦いの結果にも言えた。ひょっとすると、ギィ・グッガとドレイクの戦争そのものの決着も予測していると見えるのだ。

「だからですぜ、バーン様が後退するのは」

「そうかな？」

「ええ、妬やいているんです。ジョクを」

「よせよ。そんなことで、ゲリラを仕し掛かけるか」

「はい、騎き士しバーンは覇は気きがおありになる方ですから」

　キムッチは、もったりと答える。

「……？　どうした？　心配なことでもあるのか？」

　急に気分が変ったキムッチに、ジョクは馬を寄せる。

「いえ……」

「なんだ？　気になることは？」

　ジョクにとって、コモン世界生まれの若者たちは貴重な情報源になる。ついつい、このように聞きたがってしまう。それは、ジョクに仕える若者には日常茶さ飯はんのことなので、彼らは、仕事のひとつと心得ていたが、いまのキムッチは、自分の口の軽さをうらめしく思っているようだった。

「喋しやべりたくなければそれでいい。バーン家にたいしてのお前の忠誠心は、わかるつもりだ」

　そこで、ジョクは口をつぐんだ。円えん陣じんをつくるドーメの影かげが大きくなり、ガラリアたちのオーラマシーン部隊の兵たちのさざめきが聞えてきたからだ。

「すみません……」

「よぶんな考えなんか忘れちまえ。戦せん闘とう前の不安が、よぶんな妄もう想そうをさせるんだ」

「そりゃそうですね……バーン様も、あの方なりに上じよう手ずにやるでしょう」

「そうだよ。キムッチ……俺おれだ！　戦士ジョクだ！」

　ジョクは笑って見せてから、見張りの兵に声をかける。

「遅おそいではありませんか。騎士ガラリアは、もう飲んでいますよ」

　見張りに立つ兵も、少しは飲んでいるような張はりのある声をかえす。

　ジョクには、そんな部隊の雰ふん囲い気きが良い状態なのか悪い状態なのか、判断がつきかねるのだが、真ま面じ目めすぎると緊きん張ちように縛しばられて、結局なにもできなくなるというケースも知っていた。

　度を過ごさなければ、リラックスするのもいいだろうと思う。

「すまなかった」

　ジョクは馬を降りて、ドーメのフレキシブル・アームの脇わきをすりぬけると、ドーメの円陣のにぎやかな焚たき火びの前にすわる。

「こんなに火を焚たいていいのか？」

「こっちを敵に見せておく。ジョクのほうを隠かくしておく。それでいい」

　ガラリアは、ジョクのコップにドロッとした香かおりの強い酒を注つぎながら、酒くさい息を吹ふきかけてきた。

「よくないぞ。ガロウ・ランは、夜動くんだ」

「そうだよ。あたしも夜を楽しみたいね」

　ガラリアは、ジョクの耳元に唇くちびるを寄せて言う。

　キムッチたちも、焚たき火びの反対側に集まって、まるでピクニックのように楽しげに、薬や缶かんから酒を注いで飲み合い、食事を始めた。

　焚火の光を浴びた梢こずえのむこうの北寄りの山の影かげは、ジョクには、シンと息をひそめている巨きよ人じんに見えた。しかし、そんな光景が暗示するものなどに興味をしめさないのが、自然と隣となり合わせに暮くらしている人々のあり方だった。

　ジョクには、自然の光景に必要以上に意味をつけくわえる都会人の習性が残っているのも仕方がないことだろうが、それで、ガラリアとジャレ合っていていいのだ、とは思わないのだろう。







　６　ギィの采さい配はい







　巨体を象のようにゆらして歩くギィ・グッガの前後左右には、松たい明まつをかかげた騎き馬ばがしたがい、行く手をさえぎるガロウ・ランたちを押おし退のけていくと、その背後にしたがう彼の幡はたを掲かかげる騎兵も蹄ひづめを鳴らしてくる。そのざわめきのなか、騎兵と同じぐらいの背せ丈たけのギィ・グッガの巨きよ軀くは、圧倒的な力としてガロウ・ランたちを払はらっていた。

　ガロウ・ランたちは、旋せん回かい銃じゆうを装備した小型の荷馬車を数すう輛りようずつにまとめて、その周囲に寝ねるか、荷馬車一輛を中心にして十数人のグループで小隊を編成するか、同じような数の騎馬で一小隊を編成して、それぞれに休息をとっていた。

　この数日の行軍で、ガロウ・ランといえども、夜動くのを避さける風があった。しかも、各地から参集したガロウ・ランたちでも、いつものような猥わい雑ざつさはなく、おたがいに牽けん制せいしあって、食べ、寝るだけである。火の数も少ない。

　それについては、ギィ・グッガも規制はしていたのだが、それでも、まだ陸りく続ぞくと参集するガロウ・ランのために、後方にはいくつかの松明の列があった。

　その一角の闇やみのなかから、走ってくる鬼おに火びは、新たに合流する騎馬隊の蹄の音だ。夜目の利きくガロウ・ランでも、火の勢いに興こう奮ふんする気質があるのはコモン人と同じである。近づく馬ば蹄ていの響ひびきは次し第だいに乱雑になってくる。

「誰だよっ！」

　松たい明まつをかかげた騎き兵へいが、ギィ・グッガの前方に接近する騎馬隊にむかって誰すい何かしたが、接近する騎馬隊は遠えん慮りよがない。

「どけよっ！　バッサラだっ！　頭とう領りよう！」

　松明を押おし分けた十数の騎馬は、ドドッ、とギィ・グッガを取り囲むようにして、馬たちの鼻息でギィ・グッガを押しつつむようにする。

「遅おせぇじゃねぇかっ。威い張ばれるかぁ……」

　ギィ・グッガは笑って見せる。

「なに言うかいっ。これを見いっ！」

　ギィ・グッガの正面に馬をとめたガロウ・ランのひとりは、腹の底から笑いながら、数すう級きゆうの生なま首くびがくくりつけられている馬の尻しりを叩たたいてみせた。

「よくやったな。バッサラ」

　バッサラと呼ばれた馬上の男は、馬の尻に貼はりついて乾かわき始めた血ち糊のりをはがして見せながら、

「二回だな。敵の部隊と出会った」

「どのくらいの数だった？」

　ギィ・グッガは、ようやくに笑いを消す。

「俺おれたちゃあ、逃にげ遅おくれた奴やつの首を落すのが面おも白しろくってよ。俺が、五つか？　手て前めえは、いくつだぁね？」

　バッサラの問といに、左右の部下たちは、それぞれ自分たちが挙げた首の数を、ある者は指で、ある者は生首を差し出してしめす。総数は三十数級。逃にげた兵を追っての戦果である。

　ギィ・グッガは、その数からバッサラが遭そう遇ぐうした敵部隊の総数を直感的に推測する。暗算による数量計算ではない。ガロウ・ランには目の前の首の数さえ数えられない。それなのにギィ・グッガの直感的な量や数の推測が、間ま違ちがうということはなかった。

「そうか……どっちに逃げた？」

「こっちのこっちだ」

　バッサラは毛に覆おおわれた腕うでを南と東へつきだして、それなりに説明をする。

「フム……」

　ギィは、バッサラたちが逃がした敵部隊の数量を、頭のなかに描えがいている地図の上にのせて、敵の軍がどのように動いているか推量する。それで、彼は満足できた。

　彼は、それ以上の情報収集の仕方を知らないために、自分がいかにひどい状じよう況きようのなかで判断を下しているか理解することはないのだが、その推量が大きくまちがっているということもないのだ。

「ドレイクは、軍を集めているなァ……」

「そんなに数が集まってるけぇ？　どうしてわかる」

「手前の話で、わかるよぉ」

　ギィ・グッガはニタリと笑うと、バッサラのわきをぬけて行こうとしたので、バッサラは馬首をまわして、

「縄なわ張ばりして、いいけぇ？」と訊きく。

「好きにしな。喧けん嘩かは、ダメだ」

「ヘヘッ！　ギィ・グッガよ。手て前めえのやろうってことはわかる。ガロウ・ランだって、バカじゃねぇ。穴倉から出てよぉ、その辺にコモンの女とか男が、ウロウロしている世の中なんざぁ、ヘッヘヘヘ……いつも、チンポが振ふれるってもんじゃねぇか？」

「ギッヘヘヘッ！」

　饒じよう舌ぜつなバッサラである。この言葉にしたがう男たちも哄こう笑しようし、なかには、革かわ一枚の鞍くらの上で腰こしを振って喜ぶ者もいた。

　ギィ・グッガも、ヘヘヘ……とかすかに和したものの、すぐに前方の闇やみにむかって目を据すえた。

「…………！」

　ギィ・グッガは陣じん立だての外の闇に脚あしを踏ふみ入れて、そこに蠢うごめく人ひと影かげの方に歩をすすめる。

　近くの川の流れの音にのるように、ブルル……と低く重い息い吹ぶきがあった。

　足あし下もとが多少湿しめってきた。

「頭とう領りようかい？」

　低い声が、闇のむこうからして、バザッ……と、重ったるい別の音が闇を切った。

　バザン！

　その強い音に応こたえるように、またも息吹きが、ブルル……と闇を震ふるわせる。

「そうだ！　行っていいか？」

　ギィ・グッガの傍かたわらで松たい明まつを掲かかげた兵が、必要以上に大きな声を出す。

「ハバリーに喰くわれたければ、来なよ！」

　ミュラン・マズの声に松明を持った兵は怯おびえて、ギィ・グッガを見やる。

「俺の近くにいるからってよ、手前を庇かばうことはしねぇぞ？　口のきき方には気をつけるもんだ」

　ギィ・グッガは、珍めずらしく直ちよく属ぞくの部下に優しい言葉をかけた。

「ヘッ、ヘェ……！」若い兵は、ギィ・グッガのうしろで、松明を掲げて目をしばたくだけだ。

「バフッ！」

　ミュランの背後で眠ねむりについたハバリーの一頭が翼つばさをひろげて、大きく鼻を鳴らす。それに和して、左右のハバリーが首をもたげ、開いた眼を松明の光にギラッと赤く輝かがやかせた。

　闇のなかに輝きを見せたそのにぶい赤い玉には、一片の情もなくツルンとして、その漂ただようような動きにも感情はない。巨きよ大だいに蠢うごめくものの存在、それだけしか感じさせないのだがそれはまちがいなく生物ではあった……。

『ヒュー！　ヒュールル……』

　高周波の笛ふえを吹ふいてそれをなだめるのは、ビダ・ビッタである。ふたりの強きよう獣じゆう使いのすわる前の暗い窪くぼみには、三十頭をくだらないハバリーが眠りについていたのだ。

「……ビダは、どうでぇ？」

　ギィ・グッガは、笛を使うビダ・ビッタを見やってからミュランに訊きいた。

「ヘッ、ヘヘ……」

　ミュランとて、今日の不ふ首しゆ尾びのすべてを機械部隊の責任にするわけにはいかないのは承知していたから、多少は慇いん懃ぎんな態度を見せていた。

「……はじめてにしては、使える。よくやった」

「そうけぇ？　いいじゃねぇか」

「ヘェ……。敵のカットとドーメですかい？　数、出ましたんで、こっちもやられました」

　ミュランは、撃げき墜ついされたハバリーの数を指を立ててしめしてきた。

「儂わしも、敵の機械をふたつ、見た」

「……ヘェ」

　ミュランは、ギィ・グッガの巨きよ体たいが自分の前でしゃがんだので、それに並ぶようにする。

　そのふたりを遠目に窺うかがうビダ・ビッタの両足のあいだに、女戦士のナラがニタリとしながら、にじり寄っていた。

「ギィ・グッガがあんたに会いにきたんだ」

「そうだ。そそうがあっちゃなんねぇ……」

　いつも、ギィ・グッガの正規軍に遠いところにいたナラにとっては、こんなに近くでギィ・グッガの体たい臭しゆうを嗅かぐだけで感動していた。

「凄すごいねぇ……」

「だからよ、俺おれはミュランの話にのったんだぜ」

「わかっているよ」

　このナラという女戦士は、男を次々にかえてきた女である。いまはここでも、次の日にはどこにいるかわからない女戦士なのだが、いまは機き嫌げんがいい。

「ありがとうごぜぇます……」

　ミュランの言葉にギィ・グッガが立ちあがったので、ビダとナラは息を詰つめる。

「儂のドラゴ・ブラーは、寄せてあるな？」

「ヘッ！　頭とう領りよう……。村がありました。あのうしろの池に寄せてあります」

　ミュランは北の山やま陰かげをしめして、その山やま間あいにドラゴ・ブラーを呼んであると言う。

「ここから、呼べるか？」

「ヘッ……中なか継つぎの笛ふえ師しを入れてありますから」

「ほう、そうか……」

　ミュランは腰こしの革かわ袋ぶくろからべつの小さい革袋を取り出して、それをギィ・グッガに渡わたす。

「その銀の笛で音合わせをしました。ミィの時と同じ笛で……」

「ン……結構だな」

　このあたりのギィ・グッガの口調には、時には、コモン人を使う術すべまで覚えた巧こう妙みようさがあった。激げつ昂こうした時とはまったくちがう。

「ヘッ……」

　ミュランは、ペコリと頭をさげると、闇やみのなかにヒョイと姿をくらましていった。

「ビダよぉ！」

　ギィ・グッガが呼んだ。

「……ヘイッ！」

　ビダはナラの手を振ふりほどくと、跳はねるようにしてギィ・グッガの前に蹲そん踞きよの姿勢をる。

「ハバリーで、機械に勝てる。大事に使え」

「ヘイッ！」

　ビダは、ギィ・グッガの寛かん大だいな言葉に、目を丸くした。

「ハバリーに乗る兵どもには、もっと弓の[image: ]けい古こをさせろぃ」

「ヘッ！　そりゃ、もう！　ブラバが機械で空を飛ぶんだ。負けられねぇ」

　同じような武ぶ勲くんを持ちながら、知ち恵えがあるブラバがオーラボム・ドーメの操縦者になったことに、ビダは我が慢まんできないでいた。そのような感情をもつのはガロウ・ランにあっては、新しい認識といえた。これも、ビダがニー・ギブンの操縦するオーラボム・ドーメに乗る機会があったからだろう。空を飛んだガロウ・ランたちは、知恵を刺し激げきされるようなのだ。

「白い粉はあるな」

「ヘッ！」

「任せるぜぇ」

「ヘッ！　ヘヘ……」

　いかにも奇きつ怪かいなガロウ・ランの典型といえるビダは、ギィ・グッガに退さがれと命令されるまで、卑ひ屈くつに笑いながら何度も頷うなずいてみせた。

「ミュランはな、機械に乗ると言った。だから、手て前めえは、ひとりでハバリーを使うんだ」

「ヘッ！　ヘェ！」

「今度の戦争で、敵の機械を盗ぬすむ。そうすれば、動かす男がいる。だから、今のうちにコモン人びとに機械の操り方を覚えさせるのだ。わかるか？　ビダ」

「ヘッ！　そりゃもう、すげえことで！」

「手前の働き、待っているぜ」

　ギィ・グッガは、そう言い残すとビダの前を去った。その一部始終を観察したナラは、鼻をふくらませてビダにすりより、

「お前さぁ！　たいしたものだねぇ！」

　蹲踞の姿勢を崩くずすことを忘れたビダの太ふと腿ももに腕うでをからませながら、ナラは腰こしをくねりとさせてビダに尻しり餅もちをつかせる。

「お前には、面おも白しろくねぇだろうよ。俺おれは忙いそがしくなる。お前の相手をしている暇ひまはねぇぞぉ」

　ビダは両腕に力をこめて立ち上がりながら、腰を振ふってナラの顔を押おしのけた。

「奴やつらに、弓の[image: ]けい古こ、させなければなんねぇしな……」

　半分髪かみのない頭を振ったビダは、今後の訓練計画を頭に描えがくことに夢中になっていたのだ。それで、ナラの股また座ぐらを脚あしで押おしのけもしたのだ。

　ナラは、男の豹ひよう変へんに呆ぼう然ぜんとして、その夜のうちに、彼女の姿がギィ・グッガの陣じんから消えるのも当然といえた。







　７　ミュラン・マズ







　瘤こぶのような小さな角をもった驢ろ馬ばにまたがったミュラン・マズは、陣の西寄りの山にむかっていたが、その間、何度かガロウ・ランの兵に誰すい何かされた。が、彼の名前を知らない兵はいない。ただ、空を飛ぶ男が驢馬にまたがる光景が、ガロウ・ランの若者たちには滑こつ[image: ]けいに見えてひやかされつづけたのだ。

「その歳としで女のところでもあんめぇ！」

　そんな好意的なヤジが、闇やみを行くミュランに飛ばされたりもした。

　一時間ほどか。

　ミュランはギィ・グッガの軍が侵しん攻こうしてきたコースをさかのぼって、かなりの喬きよう木ぼくがおい繁しげっている小さな谷間にはいった。なにもないと感じられる闇の底、暗い木の下にもガロウ・ランの気配があった。同族同士であればそれはわかる。

「誰だよ……」

「カンドワに会いたい。ンにゃ、ヘレナァに会いに来た」

　このテリトリーにはいるとミュランにはなじみのない連中が相手になる。さすがに警けい戒かいした。

　ミュランは、カンドワに昔、白い粉の使い方を教えてもらったことがあったのだが、会わなくなってからかなりの年月が経たっているのである。それを思い出すのだ。

「誰だれでぇ？」

「ミュランだよ。強きよう獣じゆう使いの」

「こんな時間にか？」

「ガロウ・ランが闇やみに走ってなぜ悪い。手て前めえたちも呆ほうけたな」

　ミュランにすれば、若いガロウ・ランのこんな感覚に虫むし酸ずがはしる。軍事行動に慣れはじめたガロウ・ランたちは、どこか変になってきていると感じる。

「そりゃそうだけどよ……」

　そんな声とともに数人のガロウ・ランの若い兵たちが、木々の下草のあいだから姿を現わす。

　彼らは火は使わなくとも、天には燐りんの光が雲をとおしてあるのだし、真の闇などはよほどの事がなければあるものではないから、不自由はしない。

「捕ほ虜りよはどこだ？」

「捕虜？」

　闇のなかに立ったガロウ・ランの若者には、わからない単語のようだ。

「コモン人びとだよ」

「ああ……わからねぇ話だ。コモンなんぞ、殺せば造ぞう作さねぇのによ」

　若いガロウ・ランたちには、ニー・ギブンたちドーメを運うん搬ぱんしてきた者の位置づけなど、いまだに理解できないでいた。

「どこにいるんだ？」

「あっちだ。あっちの馬車の裏にいる」

　ミュランは、若者たちが指差すほうに、ほのかな光がにじんでいる谷たに間あいの窪くぼ地ちがあるのに気づく。光が巧こう妙みように隠かくされているのだと知れた。

「ホウ……ありがとうよ」

「へっ……へへへ……」

　喉のどをならして笑う数人の若者たちがミュランの驢ろ馬ばの轡くつわをとると、その光のほうに案内してくれる。若者たちが笑うのは、ミュランの短い礼の言葉が奇き妙みように聞えたからだ。彼らにとってその言葉は極度に珍めずらしいもので、一生、使わないですませるガロウ・ランだっていた。

　谷にそった木々の梢こずえには網あみが張られ、その網には、葉のついた枝や刈かり取られた下草がからまされていた。目隠しである。

「フーム……」

　見上げれば谷の上にも網が渡わたされてあり、その狭い谷間でも火のあるところには、その上に草をかぶせた網を張ってシェルターにしていた。この有用性は、空を飛んだ者でないとわからないものだ。

　それだけを見ても、空飛ぶ機械を操る者たちの知恵が生なま半なかなものでないと感じながら、ミュランは、松たい明まつの火に浮うき出された人の影かげのほうに驢馬をすすめさせた。

「持ち場を離はなれるな！」

　そんな女たちの声が、ミュランの前に壁かべになった。

「手て前めえたちも、カンドワの手の者か？」

「なんだよ？」

　先頭に立った女がムッとした声を出す。女戦士のミハだ。

「……手間賃だ」

　ミュランは腰こしの袋ふくろから煙草たばこの葉をひと摑つかみ出して、案内をしてくれた若者たちに渡わたす。

「ケッ！　ケケケケ……」

　三人の若者はその葉の香かおりを確かめると、おたがいに奪うばいあうようにしながら来た道を風のように戻もどっていった。ミュランの煙草の葉は、あの白い粉をまぜて調合したもので、知る者にとっては垂すい涎ぜんの品物になっていた。

　ミュランは、これで性的な欲望を満たす対象と食料をどれだけ手にいれたか知れず、それでまた、強きよう獣じゆうに必要な餌えさの確保も行なっていた。

「強獣使いが、なんだい？」

「カンドワの手の者ではないとは、どういうことだ？」

　ミハには答えずに、ミュランが訊きく。

「機械とコモン人の守りは、あたいたちがやってんだ。そのあとで、カンドワが来た」

　彼女たちは、ギィ・グッガの命令でこの機械の部隊に参入したのではなく、いつの間にかこうなっただけのことである。生まれた〝巣〟の者同士で徒党を組むガロウ・ランが、このように他よ所そ者ものを頭かしらにいただいて行動するのも、新しい行動様式だった。

　ミハのいまの男であるブラバでさえも、機械の操縦者を志願した時から、かつての仲間とは離れてしまい、逆に機械に興味をもった者が参入してきて、新しい上下関係が生まれる組織のなかにいた。

　ミュランは、ミハの言葉遣づかいや物腰から、同じようにほかのガロウ・ランとはちがう匂においを感じて、一いつ瞬しゆん、眉まゆをひそめた。彼女もまた機械といっしょにいることを受容して、なにか別のものを期待していると感じるからだ。

「……!?」

　機械を使うとなれば、戦うのは機械である。端たん的てきにいえば、戦場での殺さつ戮りくも機械がやってしまうのだから、それでは女戦士たちにとっては、面おも白しろいことはすべて機械に奪うばわれることを意味する。それでもここの女たち、たとえば、ミハは、明らかにここにいることを嫌いやがっているように見えない。女が新しい環かん境きように順応するのが、男より早いのはガロウ・ランでも同じなのだが、それにしても、と感じないではない。

「なんでここにいるんだよ？」

「機械は、強い。あたしには面白い」

　ミハの回答はガロウ・ランにとっては想像を絶する発言である。ミュランも、ミハの言葉に一瞬、『なに……!?』と思いながらも、時代は変わっていくと直感する。

　自分の手で敵を殺傷することなく、強いとか勝つという概がい念ねんに結びつけられて、しかも、自分にとっても良いことだという理解につなげることができる能力は、かなり論理的なのだ。もっといえば、大きな戦果というものを理解できて、その余よ禄ろくにあずかれることを見み越こしていると考えられるのだから。

「そうだが……お前が強いわけじゃねぇ」

　ミュランは機械の陰かげで立ち働くコモン人を見やって、そんなコモンの虜りよ囚しゆうを見るだけで面おも白しろがっているのだろうと想像したくなる。が、それさえも知的遊びといえないではない。

「コモン人を見たい」

「あれは用がなくなったら、あたしたちがもらうことになっている」

　ミハの場合、トレン・アスベアという地上人の男の精を吸ってみたいという欲望があっての返答だ。

「バカを言うなっ！」

　ミュランは、自分が女戦士の能力を買いかぶっていたとわかって、苦笑しながらも、

「コモン人にも、慰なぐさみものにしていいのと、そうではないのがいるんだ。手を出しちゃならねぇ」

　ミハのうしろに立っていた巨きよ大だいな女が、革かわ胴どうの上にむき出しにした両乳ち房ぶさをゆすって、

「なんでだよ！」

「機械が動かなくなっちまったら、勝てねぇんだ。そういうこともわかんねぇのか！」

　ミュランは女たちを無視して驢ろ馬ばを押おしいれていった。目の前にそびえ立つている黒こつ褐かつ色しよくのカットグラとオーラボム・ドーメのほうが気になるのだ。

「どういうんだよ。ギィと同じようなことを言ってさぁ！」

　女戦士たちがミュランの驢馬のしっぽを引っぱって行き足をとめようとするのを、「邪じや魔まするなっ。手ぇ、叩たたき斬きるぞっ！」と追い払はらう。

　ミュランは小こ柄がらな上体を揺ゆすりながら、カットグラの威い容ようから目を離はなすことはない。強きよう獣じゆうを見慣れた目にはたいして大きくは見えないのだが、人の手によって作られて動くという造形の脅きよう威いを、ミュランはわかっていた。しかも、おなじ性能の機械なら、操る者の技量次し第だいであるというところまで理解している。

　ミュランは、かたわらについてくるミハを振ふり向いて、

「怒おこるなよ……ブラバとヘレナァはどこだ？」

「寝ねた」

「どこだ？」

「この裏だ……起こすと、怒るぞ」

　ミュランは、「そうかい」と、驢馬のままでドーメのわきをすり抜けながら、整備台の上で仕事をしているいやに白い肌はだの男に目をやった。フランス人のトレン・アスベアだ。その白い肌の頰ほおは艶つや々つやと輝かがやいていた。ミュランにはそれが薬のせいだと了りよう解かいできる。

「ホレ！　さっさとやるんだよ！」

　ミュランをうさん臭くさそうに見下ろしたトレンを、脇わきに立ったガロウ・ランの見張りがこづくと、その白い肌の男は手にした道具を使い出していった。

「なんだ？　機械の怪け我がを治すのに道具を使うのか……？」

　ミュランはトレンの手元を見み逃のがさず、整備用の足場の上に置いてある道具箱を覗のぞいて、妙みように複雑な形をした小さな道具があふれるように詰つめ込まれているのを観察した。




「ヘレナァ！」

　カットグラの陰かげになった谷の切れ目に押し込まれるようにして吊つってある蚊か帳やを、ミュランが揺ゆする。と、蚊帳の上のほうにとまっていた蛾がの群が、バッと飛んで羽根の鱗りん粉ぶんを散らせた。それでも、ハンモック用の蚊帳のむこうに横たわっている丸っこい身体からだは、動こうともしない。

「ヘレナァ！」

　ミュランは蚊帳をあげると、今度はハンモックを揺する。若い女の体たい臭しゆうがこもった空気が蚊帳の小さな陰のなかで、ムッとふくれあがる。

「なんだよ……」

　麻あさの下着一枚のヘレナァはうるさそうに身体をむけると、ギョッと目をひらいた。

「敵が来たのかい!?」

「すまねぇな。ミュラン・マズだぁ」

　見慣れない顔に目をしばたきながらも、それがミュランであるとわかれば、ヘレナァはますます妙な顔を見せてから、ハンモックから短い脚あしをおろして、むきだしになっている太ふと腿ももをポリポリと搔かきだす。

「なんだい？」

「……意外ときれいなんだなぁ。ええ？」

　ミュランは中年以後の男の厭いやらしさそのままに、むきだしになったヘレナァの脚を覗き出す。それもガロウ・ランの常態であるので、ヘレナァも動じることはない。

「やる気なんかないからぁ……」

「……そうけ？　いいじゃねぇか」

　ミュランが仕事を忘れたのも、強獣の面めん倒どうをみなければならないという緊きん張ちようから解放されたからだろう。無ぶ遠えん慮りよにヘレナァの足首に触ふれて、手を上のほうにすべらせていく。

「……なんですよぉ？」

　ヘレナァにしてもミュランの噂うわさは知っていたので、これを断るのが損だと考えられるまでに目が覚めてきたので、抵てい抗こうは見せない。

「やりたくないのに……」

「事情があってなぁ……久しぶりでよ、やれそうなんだ」

　ミュランは、若者とはちがった優しい愛あい撫ぶをヘレナァのぷっくりとした脚にしてやる。

「なんで……？」

「話は、やらせてもらってからよ」

　その時はもう、ミュランの頭はヘレナァの下着の下にもぐりこんでいた。

「ン、トぉ……」

　彼女の丸っこい身体からだがズルズルと下にさがると、腰こしをハンモックの下の枯かれ草に落して、両方の手でハンモックを摑つかんで上体を立てたままにした。下が岩場で背中が痛くなるだろうと知っているからだ。その両方の腕うでのあいだで顔を傾かたむけたヘレナァは大あくびをし、その下でミュランの背中がモゾモゾと上下に蠢うごめきだす。

　蚊か帳やの下にミュランの足首ふたつが飛び出して、そのちかくで、彼の驢ろ馬ばが所在なげに餌えさになる下草をまさぐっていた。

「ウッン……」

　拒きよ否ひとも感じたともわからないヘレナァの声が蚊帳からにじみでて、その後、しばらくミュランの喘あえぐような息いき遣づかいがつづいたのだが、そんなものがカットグラの整備を続けるトレンやコモン人には聞えようがなかった。







　８　虜りよ囚しゆう







「なんだとっ！」

　ガロウ・ランの怒ど声せいはよくとおる。

　その声に、ヘレナァの半分寝ねぼけた顔を凝ぎよう視ししていたミュラン・マズは、一気に気をやると、ジトリと濡ぬれたものを下した穿ばきのなかに押おし込み、目の前のハンモックの上にのっていた彼女のオーラマシンのマニュアルを鷲わし摑づかみにして、蚊帳から這はい出た。

　ヘレナァは結局、けっこう気がいってしまって、短い四し肢しを痙けい攣れんさせる余よ韻いんのなかにいた。

　ミュランの驢馬はいなくなっていた。

「ホキュー、ホキュー！　手て前めえたちの話はいつもそれだけだ！」

　そんなブラバの声のほうにミュランは歩をすすめながら、手にしたマニュアルの厚さに、自分にわかるような代しろ物ものなのだろうかと思う。そのうえ、久しぶりに嗅かいだ女の匂においのせいで、身体がフラと浮うき上がる感じがのこって、足元がおぼつかないのも気になった。

「……叩たたき殺せっ！」

　そんな声が若いガロウ・ランたちのあいだから湧わき上がる。

「手て前めえたちっ、手を出すと手前たちが死ぬぞっ！」

　やや甲かん高だかいカンドワの声が、そんなはやる若者たちを制したようだ。

　黒こつ褐かつ色しよくのカットグラの陰かげからのぞいたミュランは、ほのかに届く焚たき火の光にマニュアルを開いてページをかざして見た。図版のページだったが、どのような種類のものか瞬しゆん時じに理解できないので、ゾッとした。そのページに松たい明まつの光がつくる影かげが大きく揺ゆれる。

「言うこときかねぇんだから、いいだろっ！」

「殺したら、誰だれが機械を直すんだよっ！」

　松明をもった部下を引き連れたカンドワは、整備台の捕ほ虜りよたちを取り押おさえて剣けんを抜ぬき翳かざしているガロウ・ランたちを恫どう喝かつした。

「いいかっ！　殺したら、手て前めえたちが死ぬんだぞ！」

「そんなのねぇ！　俺おれたちを殺せるのか！　こんなヤワなコモンがよォ！」

　ドーメの前の整備台のガロウ・ランのひとりが我が慢まんしきれなくなって、剣を振ふり上げた。

「やめろって！」

　カンドワの手から黒いものが放たれた。

「ウゲッ！」

　そのガロウ・ランはのけぞり、空に身体からだを跳ね上げてから、剣と一いつ緒しよに地に落ちた。

「ゲヘッ！　ゲヘッ……ヘッ！」

　彼の粗そ末まつな革かわ鎧よろいの胴どうに喰くいこんだものは鉄の塊かたまりに見えた。呻うめく若者はそれを外そうとしたのだが、致ち命めい傷しようを負った自身の手では外せるわけはない。鉄片を丸く鋳い込こんで刃はをつけたもので、日本の八はつ方ぽう手しゆ裏り剣けんに似ていたが、それよりは二回りは大きい。

　カンドワのように歳としがいった者が、修練をつまずに敵に打だ撃げきを与あたえることができる武器として、重宝されているものである。近きん距きよ離りでの殺傷能力は高く、通常の手裏剣よりも命中率も高い。東西の地上人には、携けい帯たいに不便で破は壊かい力りよくがありすぎるために、使うのをいさぎよしとされない武器でもあった。

「放ほうっておけ！　ここにいるコモン人については、傷つけちゃならねぇと言っておいた」

　カンドワは、周囲の自分の部下をねめまわし、若いガロウ・ランに言い聞かせるようにした。

　ミュランは、やや離はなれた整備台のつくる薄うす暗くらがりのなかに腰こしをおろして、マニュアルを膝ひざの上に抱かかえ込んで、その騒さわぎを見守るつもりになる。

　コモン人の捕ほ虜りよたちは、そのスラッとした姿を整備用の木の台の上にのせて、ガロウ・ランを見下ろしていたが、緊きん張ちようして震ふるえているのがミュランにもわかった。

「…………」

　ミュランは、こんな丸腰のヤワなコモンたちが面めん倒どうがおこせるとは思えない。が、カンドワの部下たちの騒ぎから、コモン人のイットー、マッタ、キチニ、トレンといった者たちが、殴なぐったぐらいでは働かなくなったらしいのだ。

「そりゃ、そういうもんだろうさ……」

　ミュランは、カンドワのように甘あまい顔をして仕切っていけば、小鳥以下のコモンたちでも図にのるだろうと思える。

「ニーがいなければ、働き手が少なくて、仕事がすすまないんだよ！」

　ドーメのほうの整備台に立ったキチニが、ようやくガロウ・ランたちの頭上から叫さけんでみせる。

「働くようにすればいいのか？」

　腺せん病びよう質しつに見えるキチニの怒ど声せいに、カンドワはポカンとした顔を見せてから、いま怒ど鳴なった勢いを忘れて、ブラバに訊きく。

「ああ……しかしよ。ニーっていう野や郎ろうは、蟻あり喰くいのように地べたを見て歩くだけだ。でなけりゃ、手傷を負った熊くまみてぇなモンだ」

「……？　お前が駄だ目めにした捕ほ虜りよか？」

　カンドワは納なつ得とくして、整備台の下からコモン人の捕虜たちに怒鳴り上げる。

「働くようにする。いっしょに働いて、機械を直せ！」

「しかし、それも無理な段階にきたんです。補給物資がなさすぎるんだ」

　これは、なんとかガロウ・ランたちに事情を説得しようとしていたメカニックマンのイットー・ズンの悲鳴だった。

「手て前めえっ！　今日だって持って来たろうっ！」

　ブラバは、マランの谷の前進基地から持ってきた物資のことを言った。

「あんなもん、リキュールだけじゃないですか。あれも必要だけど、マッスルが要いるんですよ」

　イットーがまたも抗こう議ぎする。その間に、ブラバは整備台に猿さるのようによじ登ると、逃にげ場のないイットーの首を摑つかんで殴なぐり倒たおしていた。

「あーっ！」

　数段の階段をすべり落ちたイットーは、地に落ち着いたときにあっけなく気絶した。

「ハハ……まったく鳩はとにも負けるような人間じゃないかさ！」

　ミハたち女戦士は、嬉うれしそうにイットーを蹴けったり踏ふんづけたりする。

「いつまでもこれなら、後はあんたたちだけでやんなよっ」

　勇ゆう敢かんにもマッタ・ブーンは女戦士たちのあいだに分け入るようにして、イットーを庇かばう。

「殺すなよっ！」

　カンドワも女戦士たちに一いつ喝かつしてからブラバを呼びつけていたので、ミュランは立ち上がってカンドワに声をかけた。そんな雰ふん囲い気きでは、簡単な挨あい拶さつをしている間まもない。

「どうしたんでぇ？」

「もうひとり、括くくってあるコモンがいる。こいつらの大将だ。あいつらは、そいつにも働かせろと言っているんだ」

「へぇ……？」

「ニーって野郎を、白い粉を使ってカットグラに乗せた。それで戦わせた。それからこっち、言うことを聞かねぇ」

「なんとかするのを忘れてな……こいつが、粉の使い方をまちがってくれた」

　カンドワは、まだ寝ぼけ眼まなこのブラバの頭を拳げん骨こつで殴なぐってみせた。ブラバは、さすがに事態の深刻さを理解できる。カンドワを睨にらみつけはしても、これはこれで苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした顔を見せるだけで、殴られたことに抵てい抗こうすることはない。

「ヘッヘヘヘ……」

　ふたりの顔を見比べながら、ミュランにはよくわかる話なので押おし出すつもりになる。

　白い粉の使い方を知っているガロウ・ランでも、たいていはコモン人を駄だ目めにする使い方しか知らないのだ。相手を使し役えきするレベルで使いこなすという匙さじ加か減げんは難しい。

「機械に慣るためには、連中のやり方を見るしかねぇだろっ！」

　ブラバはミュランのせせら笑いが癇かんに障さわったのだろう。両方の腕うでを振ふってふたりの長老格に抗議してみせた。

「そりゃわかる。ブラバはまちがってねぇよ」

　ミュランは鷹おう揚ようにかまえて見せると、

「……手て前めえは、機械に乗るつもりで来たか？」

　カンドワがミュランの出現を気づいて、ようやく訊きいてきた。このあたりのやりとりは、まさに知的なコモン人そのままで、ガロウ・ランの長老格にふさわしい。

「そうよ」

　ミュランはマニュアルを揺ゆすってみせると、カンドワはそれにはなにも言わず、ミハたち女戦士に、

「大将はどこだ」

「こっちだよ」

　カンドワとミュランは、松たい明まつを掲かかげてくれた女たちについていく。そんなミュランに、

「強きよう獣じゆう使いに、機械は使えねェよっ！」と、ブラバは毒づくのを忘れない。




「あれさ」

　女戦士のひとりが差し出す松明の光がやっと届く木の幹に、背中を押しつけられて両腕を幹の後ろにまわして縛しばられたニー・ギブンがすわっていた。が、その上体は固こ縛ばくされていてもかすかに揺れている。

「フム……」

　カンドワが唸うなった。

「雨か？」

　滴しずくが松明の光のなかでキラキラと光った筋になっていた。いつからであろう。降り出したようだ。

「……あんたが来るって聞いてから、粉は使ってねぇ。ここのところ、ああしてあるんだ」

　遅おくれてついてきたブラバが、言い訳がましくカンドワに言った。

「いいことだ」

　ミュランはカンドワの返答を背中で聞いて、ニーにかがみこんでいく。

「……ウッ……ウウッ……」

　革かわの猿さる轡ぐつわのあいだから漏もれる声が、はっきりとした言葉に変わっているように聞える。革の猿轡を嚙かみ切ろうとしていたのだろうが、革は唾つばを吸って強度を増すだけである。見た目に哀あわれなのは、ニーのむき出しになった肌はだが蚊かとブヨと蟻ありにくわれて、赤くゴツゴツに腫はれていることだ。

　ミュランは、ニーの瞼まぶたを引っくりかえして見てから、

「癖くせになってはいねぇな……」

　ミュランの見立てにカンドワは頷うなずくと、ミハにニーの猿轡を外させた。

「ハウッ……ムムッ……ベッ！　ペッ！」

　ニー・ギブンは朦もう朧ろうとした意識のまましきりに唾を吐はいてから、ゆっくりと頭をめぐらしてカンドワたちを見上げた。その間、カンドワもミュランも押おし黙だまって観察するようにしたのは、ほかになにをしたらいいのかわからなかったからにすぎない。

「……ニー・ギブン……」

「……なんだ？」

　ニーの眉み間けんに深い皺しわが刻まれて呻うめくように答えはしたが、ニーの瞳ひとみは左右上下にせわしく揺ゆれるだけで、焦しよう点てんが合っているとは見えない。

「……だめかな？　癖になってはいねぇようだが、まだ、残っているぜ」

　そう呻いたミュランに、カンドワは、

「いい見立てだ。少しずつ慣れされて癖にするしかねぇ……なんとも、コモンというのはウサギ以下だ。すぐ身体からだに残っちまう」

　嘆たん息そくまじりに愚ぐ痴ちを口にしたカンドワは、ミュランと同じようにニーの目を覗のぞきこんでから、若い者のひとりに水を持ってこさせると、革かわ袋ぶくろから白い粉をつまみだして竹の容器にかすかに撒まいてから、その容器を小さく揺する。そのちょっとした手並みは、メスを使う外科医のように鮮あざやかだった。

「……俺おれは、まちがってねぇぞ？」

　あとから覗き込んできたブラバは、カンドワの手つきを子細に観察しながら、また抗こう弁べんした。

「ウム……そうだろうよ。手て前めえが、コモン人を使うなんて、考えつかなかったぜ」

　カンドワは同意すると、ニーの腕うでの綱つなを解かせて竹の容器を持たせる。

「元気になる。殺しゃぁしねぇ。手前は大切な人間だ」

　カンドワは呪じゆ文もんを唱えるようにニーに言い聞かせると、竹の容器の生たま温ぬるい水を飲ませた。飲みおわって大きく息をしたニーは、舌なめずりをたっぷりしてから、

「もっとくれ……」

「よーし」

　カンドワはニタリとすると、ようやくよゆうのある表情になって、ミハたちに、

「あとは好きなだけ水をやれ。腹が減っているなら、赤あかん坊ぼうが食うようなものをやれ」

「なんだい？　それはさ？」ミハたち女戦士はケタケタと笑い合って、話を聞こうとはしない。

「柔らかいものだ。グダグダと煮にたものがあるだろう」

　カンドワは女たちに叱しかりつけるようにしてから、ミュランにむいて、

「……お前が出る時、ギィ・グッガはなにか言ったか？　儂わしぁ、明日は早くから敵を攻こう撃げきしろと命令されたけどよぉ……？」

「そうけぇ？　この天気では、空を飛ぶのは難なん儀ぎになった」

　ミュランは顎あごをしゃくって、網あみのシェルターに落ちる滴しずくの音を気にした。

「この雨。雲が厚い。昼間でも夜みてぇなものだ」ブラバも言葉を継つぐのは、空を飛ぶ経験があることを誇こ示じしたいからだ。

「ギィ・グッガは、敵の機械がいっぱい残っているのを気にしている」

　カンドワは、難しい顔を見せた。

「ハバリーは出るんじゃねぇか？　ビダはまだ空を知らねぇし、強きよう獣じゆうを可愛かわいがることも知らねぇしな」

「フン。気になるなら、手て前めえがやったらいいじゃねぇか？」

「そうはいかねぇ……おれぁ、機械を知りてぇ」

「ブラバ、出られねぇか？」

「朝になって、雲が高くなれば出る」

　ブラバはパイロットらしく、行動を起こす前に思し慮りよが働くようになっているように見えた。

「フム……儂は、空を飛んだことがねぇからなぁ」

　髭ひげを撫なでながらカンドワは、外に雨音に耳をそばだてる。木の葉をうつ雨の音は、森の下では聞えないものだ。葉から落ちる滴から雨の量を見定めるしかない。







　９　ニー・ギブン







「皮ひ膚ふの下にミミズがはいりこんで、むず痒がゆい感覚だな……。それが背中にまわるとどうしようもない……ウッ……ッッ……」

　ドーメのブリッジでマッスルの調整をしながら、ニーは反対側に立つトレンに説明していた。

　ふたりのあいだには、ガロウ・ランの若者が三人も見張っているのだが、そんなレベルの会話は理解できない。話し合っていれば、機械の調整のための会話だろうと思っている。

　仕事にかまけて説明していたニーは、話してしまって禁断症しよう状じようのときの疼うずきを思い出して、上半身に汗あせが吹ふき出してくるような感覚にとらわれて、全身を硬こう直ちよくさせたのだ。

　ガロウ・ランの肩かた越ごしにその背中を見たトレンは、

「そんな……！　それは麻ま薬やくだぜ。神経ってわかるか？　身体からだをコントロールしている組織だ……」

　トレンはニーの挙動に、麻薬という概がい念ねんがコモン人に伝わるのかと疑いながらも、神経を麻ま痺ひさせる薬という概念を意識するようにして説明してみた。

『マヤク…!?　そうか……こういう感覚か……？』

　ニーはトレンの説明には即そく座ざに納なつ得とくしながら、身体をリラックスさせようと大きく息をする。

　麻薬に侵おかされている自分がいまはいつもより元気なのに、このあとに襲おそってくる禁断症状を想像してはげしい不安にとりつかれる。

『このあとにくるむず痒さ……骨の芯しんから震ふるえがくるんだ……』

　しかし、意識して目の前のドーメのブリッジの内ない壁へきに貼はりついているバイオ・マッスルの反応テストを続けようとすれば、ともかく、ちょっとした神経索さくの疲つかれも見て取ることができて、それにはリキュールを塗ぬりこめていける。その仕事の手て際ぎわは、自分でも驚おどろくほどなのだ。

　トレンにすれば、そのニーの闊かつ達たつな姿を見れば見るほど、焦しよう燥そう感かんにとらわれてしまう。

「妙みようだと思っていたんだよ。捕つかまってからこっち、みんなが元気すぎた……！」

　三人のガロウ・ラン越ごしにニーの様子を目の端はしにとらえながらも、トレンはブリッジの中央にあるタラップに手をかけてみて、気力が充じゆう実じつしていると錯さつ覚かくできているいまなら、ガロウ・ランたちを叩たたきのめして脱だつ走そうできるのではないか、と考えてしまう。

「手て前めえぇ！　仕事をしろっ！」

　トレンの挙動に、見張りのガロウ・ランが、彼の横よこ面つらを殴なぐりつけて、ニーと同じ仕事をさせようと反対の内壁に押しやる。トレンは一いつ瞬しゆん、脱走しようと考えた意識を彼らに感知されたのかと思う。

「こっちとあっちの調子を見ているんだろ！」

　ニーはブリッジの狭せまい場所をさらに狭くしている三人のガロウ・ランを怒ど鳴なったのは、トレンが衝しよう動どう的てきに脱走しようと考えたのを見み抜ぬいたからだ。

「なら、俺おれたちにわかるようにしゃべれ！」

「無理を言うな！」

　気をとりなおしたトレンは、しゃがみながら怒ど鳴なり返してみせる。

「三番のマッスルの反応テストだ。いいな？　ニー」

「ああ、ああ！」

　ともかくいまの瞬しゆん間かんは、ふたりして事態を取り繕つくろってみせるのだ。それにドーメの整備をしておくのも、いつか脱だつ出しゆつするための用意だと考えれば、整備は確実にやっておく必要があると思い直すことはできた。

　今日までドーメで脱出することができなかったのは、ブラバとヘレナァの警けい戒かいが厳しかったのと、ニーがバーンと戦ったあと禁断症しよう状じようを起こしていたからなのだ。

『もうじき夜明けだが……今夜も無理か……』

　ニーは自分のために脱出が遅おくれたことを呪のろいながらも、いま元気に感じられる身体からだのどこかに、いまだはっきり実感できない感覚が貼はりついていると自覚できる。これでは、果か敢かんな行動ができるなどとはとうてい思えない。禁断症状がくるだろうという不安のほうが、神経を揺ゆさぶるのだ。

　ニーは、バーンのカットグラと戦ったことなど覚えていない。

　完全にハイの状態で戦せん闘とうに出たらしくて、記き憶おくには脈みやく絡らくがない。木に括くくられて鬱うつ々うつとしているあいだに記憶に現れたのは、マーベル・フローズンと別れた時の感動だけなのだ。

『すぐに帰って来ます』

『待っていますよ。ニー』

　そんな甘あまく潤じゆん色しよくされた光景に、バーンのカットグラが迫せまるイメージやらギィ・グッガたちガロウ・ランの醜しゆう悪あくな顔がはしるイメージが錯さく綜そうする。そうなれば、あのマーベルの形の良い唇くちびるが、巨きよ大だいな世界の裂さけ目という圧力をもって、ガロウ・ラン以上に恐きよう怖ふのシンボルになって、ニーの記憶を砕くだいていった。クルー全員もその巨大な唇のクレパスに引き裂かれていく絶望の光景！　『水を飲ませてくれ！』自分自身の絶ぜつ叫きようがニーを覚かく醒せいさせ、カンドワの『いい子だ』とうすら笑う顔が、ニーの救いになって立ち現れたのだ。

　そして、現実のニーは、いまドーメのブリッジで整備作業をしている。

「……よし。ここは終しゆう了りようだ」

　ニーは、見張りのガロウ・ランたちに作業終了を伝える。

「飛べるんだな？」

「俺たちはこれで逃にげるんだから、飛べるようにしてある」

「生なま意い気き言うんじゃないんだよ」

　ガロウ・ランのひとりが、はっきりとニーたちの使う言葉でののしり、手にした短たん槍そうの柄えでニーの下腹をこづいた。

「なに怒ど鳴なっているんだ？　仕事が終ったらすぐに寝ねろ！」

　外からブラバの声がした。

　力のある者に卑ひ屈くつなだけでなく、これで休めると知った若いガロウ・ランたちは、つむじ風のようにブリッジから出て行き、代わりにブラバがハッチから覗のぞいた。

「酒を飲んで寝ねろや。起きたら働けよ」

「あんたがいつも飲んでいる酒がいい。若い者の持ってくるのは、俺おれの口に酸すっぱい」

　白い薬などを混入したものなど飲みたくないから、トレンが牽けん制せいする。

「ヘッ！　コモン人の酒がいいってかい？　やるぜぇ」

　ブラバは、ミュランのような他所よそ者ものと会った直後なので、虜りよ囚しゆうの要求に応こたえる気になったのだろう。トレンの牽制球をうけとめて、ドーメからカットグラにつながる梯はし子ごにスルスルと昇のぼっていった。

「ブラバ！　ヘレナァにも言って欲しい。こんな損傷が続けば、もう修理はできないぞ！」

　ニー・ギブンは、整備台から降りながら、頭上のブラバに声をかけた。

「わかっている！　補給が要いるようになるんだな!?」

「ブラバ……？」

　ブラバを見上げたニーは、言葉もそうなら彼の眼光のなかにも知的な光が宿っていると見た。錯さつ覚かくであったにしても、いまのブラバの受け答えは、ニーやトレンには衝しよう撃げき的てきなものだった。

　しかも、ニー自身はガロウ・ランの麻ま薬やくに侵おかされて、その気力は時にしてガロウ・ラン以下に作動してしまうらしいのだ。これは、ニーには、とんでもないパラドックスに感じられる。

　恐きよう怖ふとか不安というようなものは、このような状じよう況きようを認識すればするほど、増ぞう幅ふくするように感じられた。

「…………」

　ニーは口のなかがカラカラになっているのを自覚しながら、喉のどをくすぐる嫌けん悪お感かんに咳せき込こむ。

　カットグラのコックピットから降りてきたキチニ・ハッチーンが、あわてて駆かけ寄ってくれて、ニーの背中をさすってやる。

「いきなり働いて、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「大丈夫だ。気がまぎれる……」

「ホラッ！　この酒でも飲んで、さっさと寝ろ！」

　女戦士たちはとうに寝込んでいて、夜半より交代したカンドワの部下たちが、不ふ愉ゆ快かいそうにニーたちをそれぞれの蚊か帳やに追い立てにきた。が、蚊帳は沁み出してきた雨水でズブ濡ぬれになって、使えなくなっている。

「どうしろってんだよ！」マッタ・ブーンが毒づき、

「大事にしないと、お前たちが殺されるぞ！」

　イットーもガロウ・ランの若い者を威おどすようにした。腹が据すわってきたというより、ヤケになっているのだ。いつものニーなら、そんなふたりを諫いさめもしただろうが、いまは、そんなふたりを見ても、それでいい、もっとやれ、とはしゃいでしまいそうになる気分でいるのを恐おそれていた。配はい慮りよをもつというような意識は、ゆったりとした平常心がないかぎり、出てくるものではない。

「こっちだ！」

　見張り役のガロウ・ランの相談がまとまったようだ。ニーたち虜りよ囚しゆうは、シェルターになっている一方の端はしに設営されている天幕に連れて行ってもらえた。

「おとなしくしねぇと足ぐらい叩たたき斬きるぜ！　ええ!?　仕事は手ですんだ。足はいらねぇだろう？」

　若いガロウ・ランにしては、論理的に聞こえる巧こう妙みような威おどし言葉なのだが、どこか矛む盾じゆんしていた。が、そんな言葉にトレンさえ苦笑するようなよゆうはない。

　ボトボトと雫しずくが落ちるうるさい音をたてる天幕は、もともと物資保管用にニーたちが設営したのだが、いまは収納するものもない。

　なかは蒸むした。

「ここで寝ねていいなら、よぉ！　飲ませろよ。ホラ！」

　マッタは、酒の催さい促そくをした。

「手て前めえらよ！」

　文句を言いながらも、若いガロウ・ランのひとりが、木を刳くり抜ぬいた壺つぼ状の容器を天幕の入口から差し出してくれた。ブラバは、約束を忘れていなかったのだ。

「毒なんぞ入ってないんだろうな？」

「入ってねぇ。みんなで飲むもんだ！」

「なら、お前が飲んでみな？」

「ヘヘ……コモンが俺おれたちの口をつけたものを飲むのか？」

　若者は木き筒づつに口をつけるとグビッと喉のどを鳴らしてみせる。その音は、ニーには刺し激げき的てきなものに聞えた。

「いい酒だ。コモンにやりたかねぇなぁ」

　その言葉にうしろから覗のぞいた男が、手を伸のばして木筒を奪うばって一口あおる。

「ン……うめぇ」

「マッタ！　大だい丈じよう夫ぶそうじゃないか」

　ニーは天幕の奥に座り込んで催促した。ニーの反応に、トレンは不安そうな表情を見せたが、マッタがニーにその木筒を差し出すのを黙だまって見守った。

「どうぞ……」

「すまない」

　ニーはその容器に口をつけてみて、「黒ビールだな……」と微び笑しようを見せた。

　その仕し草ぐさというか、ニーの身体からだの反応にトレンは、その飲み物がニーにとっては腰こしが抜けるほどにうまいらしいと感じる。

「…………？」

　ビールが全員に回り、トレンもわずかに口にしてみたが、濁にごったスペイン・ワインなどというような代しろ物ものでもなかった。半分以上吐はき出してしまった。が、そんなトレンの挙動に関心をしめすコモン人はいない。土の上の湿しめった枯かれ草に横になれるほうが、よほど身体にはいいように感じられる。整備用に使うボロ布が枕まくらと腹はら掛がけ代わりになった。

「どうするね？　これから……」

　ややあって、トレンが天にむかったまま、左右のコモン人に訊きいてみた。

「明日には作戦を敢かん行こうする。ひとりが欠けても脱だつ出しゆつすべきだ」

　ニーはホッと息をついてからそう口にしたが、その唐とう突とつな提案に誰だれの返事もない。トレンは、自分の推測が当たったような嫌いやな予感がするだけだ。

　天幕をはう雫しずくのながれが、耳元で落下する音になってけたたましい。

「……いまは、はっきりした意識があるから言える。俺おれは、カットグラを操縦して自軍のカットグラと戦わされたらしい。そのために、みんな以上に麻ま薬やくを飲まされた。これからも禁断症しよう状じようが出るだろう……だから、みんなは俺を捨てて脱出してくれ。キチニ、マッタ、イットー、いいな？」

「…………」

　やはりコモン人の若者たちの返事はなかった。

「……地上人のトレン様は、アの国にとっても役立つお方だ。彼だけは忘れずに連れて、カットグラ、ドーメ、使えるもので脱出しろ。我々が囚とらわれていることが、敵に戦力を提供しているという状じよう況きようはなんとしても……」

　ニーは言葉を切った。後頭部が痛むのだろう。両手でかきむしるようにしだした。

「…………？」

　ニーは、意識が混こん濁だくするのではないかという不安に襲おそわれていた。それがニーに、次の絶望的な言葉を思いつかせもする。

『もうマーベル様に会えないのかもしれない……』

　ニーはあの地上人を抱だきしめられれば、平和になれるのではないかと思いたかったが、またはしゃぎたくなる自分の気持ちをどうすることもできない気分になっていたのだ。

『ここから逃げてマーベル様と楽しく……』

　ニーは奥おく歯ばをギリッと嚙かみしめたものの、しかし……、

「フッ、フフフ……フフ……」

　ニーの口から奇き妙みような含ふくみ笑いが漏もれるまでに、それほど時間はかからなかった。トレンが起き上がるのに遅おくれることなく、キチニ、イットー、マッタも跳はね起きていた。
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　そぼ降る雨のなか、バーン・バニングスの一行が、ラース・ワウの防衛戦の最さい外がい縁えんにあたる駐ちゆう屯とん地ちメットラ・バーに辿たどり着いたのは、明け方ちかくだった。

「各部の接合が終ったところですが、調整がまだです。飛行に関しては、当分テストさえできません」

　整備部隊の責任者ケストラ・トーンは、青い顔をして馬上で濡ぬれているバーンに報告してくれた。

「……結構である。貴官らの奮ふん闘とうには感謝する。関節調整には、どのくらいかかるのか？」

　バーンは、水気を吸って重くなった革かわ鎧よろいを下ろすような気分で、馬上からすべりおりる。

「ぶっ続けで作業をさせていますので、整備兵たちを休ませませんと……続ければ、あと半日というところですが……」

「フム……急いで欲ほしい。ドレイク様からの信任状もある」

　バーンは、油紙に包んだある書状をケストラに渡わたす。油紙は、昔から使われている防水紙で、地上界なら和紙にかき渋しぶを塗ぬって乾かん燥そうさせ、さらに桐きりの油などを何度も塗って乾燥させた茶色の半はん透とう明めいに見える紙で、かなり丈じよう夫ぶなものだ。コモン界でも和紙に似た紙をベースにして油紙をつくり、大切なものや長期間保存するものを包装するのに使われていた。

「拝見します」

　ケストラは天幕にはいって、油紙の水を拭ふき取ってからその包装をといて、書状に目をとおす。バーンのお目付け役ともいうべきハラス・レハーズは、そのケストラを横目に見ながら、テーブルに地図を広げる。

　天幕を打つ雨音はまだまだ重く、それがバーンの気持ちをうっとうしいものにした。

「……この天候で、今日、会戦があるのか？」

　バーンは革鎧を外していく。湿しつ気けが体温を奪うばうという感かん触しよくが重ったるいのだ。

「ギィ・グッガは、今朝けさには動いて陣じん形けいをととのえましょうが、その後、ただちに仕し掛かけるでしょう」

　ハラスは厚手の布地で、薄うすくなった頭、使い込んだ革鎧の水気を叩たたきながら、反問する。

「ああ……そうか。仕掛けんな。この雨がやむ明日まで待つな」

「フフ……なぜそう考えます？」

「ギィ・グッガは知ち恵えをつけた。昨夜は、奴やつらはこのチェルトン村のちかくに陣を布しいた。別の隊がこのバーナの湖のちかくにもな……まだジャプハルに出ていない。つまり、ギィ・グッガは、今回は戦いの陣形を気にしている。だから、もう少し待って万全の陣形を組むか、当方のオーラマシーン部隊に打だ撃げきをあたえた後でなければ仕掛けまい」

「なるほど、では、今日は無理ですな」

「うむ……ドレイク様も一気に決する覚かく悟ごのようである。つまり、我らが動く隙すきはあるということだ」

「それを読んでの今回の作戦でありますか？」

　ケストラが、割ってはいってきた。

「そうだな……」

　バーンは、ケストラから信任状を受け取りながら頷うなずく。

「わかりました。カットグラは歩くことは歩けますから……。確認しますが、飛行できなくてもいいのですな？」

「言ったはずだ」

「はい……」

　ケストラは不ぶ精しよう髭ひげを雨あま合がつ羽ぱで隠かくすようにして、天幕を足早に出ていく。

「これから、ストランドのところに行くか？」

「無論です。あそこには、数基の弩いしゆみがあるはずですから……」

「騎士ストランド・スケンソンは、難しい男だと聞いているが？」

「意い固こ地じは意固地ですな。昔、お父上の時代には、我が家といろいろありましたから」

「うまくいくか？」

「あの男のことです。オーラマシーンの威い力りよくをふるう時代に腹をたてて、ドレイク様の革新的なやり方には反発しているはずです」

「フム……しかし、ドレイク様の信任状は持っていったほうがいいだろう」

「そりゃそうです。主従の関係は大切にする男です」

　ハラスはケストラに読ませた信任状をもう一度油紙に包んで、それを鎖くさり帷子かたびらの下の胴どう巻まきに押おしこむ。

「おいおい、伯父おじ貴き殿どの？　ひと休みをしてから出ればいい。今から行っては身体からだが参ってしまうぞ？」

「ハハハ……。そうさせてもらいます。しかし、二時間も寝ねたら出ます。まだまだ若い者には負けられません」

「それはわかっている。ハラスが死ぬまで、その言葉を聞く覚悟はできている」

「恐おそれ入ります。バーン様はゆっくりお休みになって、カットグラの修理が終りしだい、弓とともに移動して下さい。わたしは後から合流することになりましょう」

「そうしてくれ」

　それから、移動ルートなどの打ち合わせをしたあと、ハラスは部下の様子を見てまわるために、あたえられた天幕のほうに駆け出していった。

　バーンも騎き士し溜だまりの天幕に移ったが、この部隊ではオーラマシーン用に木造の建物が用意されているものの、人間は冷れい遇ぐうされていた。

『これも時代か……』

　その天幕は、少し前までの慣習通り、いつ騎士たちが来ても良いように支し度たくがしてあるはずなのだが、中央のブリキ缶かんにくべられた火があるだけで、従兵もいなかった。口くち慰なぐさみの酒なりつまみ、寝しん具ぐなどもない。つまり、そこには、ベッドの代用品の用意も忘れられた閑かん散さんたる風景があった。

　機械が本流になる時代に移行して、機械の整備兵たちが拠きよ点てんにするような場所は、補給部品の備び蓄ちくのための整備が優先されるようになって、騎き士し上がりのパイロットが立ち寄るようなことは想定されなくなったのだ。

　これを別の視点から見れば、戦場が拡大していることを意味していた。

　オーラマシーン以前のコモン世界の軍事行動は、補給部隊も騎士が指揮をとり、騎士がいない部隊などは存在しなかったので、どんな状じよう況きよう下かでも、まず騎士のための陣じん地ち設営が行なわれたものなのだ。戦場自体がそのような規模のものであった。

　しかし、現在は、騎士がいないにもかかわらず、オーラマシーンを整備する部隊がきちんと機能しなければ、騎士上がりのパイロットは、無む駄だな存在に貶おとしめられるまでの認識が育ちつつあった。

　アの国の軍隊では、少なくともこのような整備部隊の存在は、馬の面めん倒どうをみる部隊以上のものだと認められるようになっていた。このような事態の変化は、今後、騎士たちの地位が社会的にどのような立場になるのかと不安にさせた。

　バーンのようなパイロットは、家の従兵を呼ばないかぎり、騎士の面めん目もくを維い持じすることはできなくなっているのだ。

　彼は、濡ぬれた革かわ鎧よろいを乾かわかすために鎧掛かけになるものを探してみた。ちょっと前までなら、そのようなものもまちがいなく用意されていたものだ。天幕のわきに、雨に濡れている整備用の踏ふみ台があったので、また濡れながらそれを焚たき火のかたわらにおいて、その上に革鎧をそなえるようにした。その上で、革鎧がじかに火の熱気があたらない距きよ離りに踏み台を移動するのは、多少厄やつ介かいな仕事になった。

『まるで下働きのすることだ……これも時代の変化か……』

　その言葉は、今やバーンたち騎士レベルのインテリたちの流行語である。しかし、それをこのような惨みじめな行動で実感できる騎士たちはまだ少ないのが、この世界の有り様だった。

「…………」

　激しくなった雨音に外を覗のぞくと、周囲の林も煙けぶってしまい、状況が窺うかがえない。なんとはない不安がかすめても、それは考えすぎだということは、バーンはわかっている。

　バーンは手にうけた雨を舐なめてみて、天幕の中央にもどると、石のいくつかを腰こし掛かけがわりになるように組んでから、焚き火の暖かさに身体からだを開くようにした。

『……ショット様は、しょせん頭で考えるだけの男だ。戦争の経験がないのだから、それはいい。地上人としての偉えらさは学者としての部分だけだ……』

　バーンには、オーラマシーンを開発した地上人ショット・ウェポンへの憧どう憬けいの念は消えてはいないから、非難する言葉は思いつかない。もともと、騎士以外の人が軍事に疎うといのを非難する気などは毛もう頭とうないという意識もある。実戦を行なうということは、騎士たるもの義務と誉ほまれであると信じているのであるから、それは当然であろう。

　しかし、どこか釈しやく然ぜんとしないものが、自分のなかにわだかまっているのを感じないわけにはいかないのだ。

『……ショット様はあれで良い。ちがう世界の方だし、オーラマシーンを開発した技術力だけで、生きていって良いのだ。しかし、俺おれはこの地の騎き士しである……身体からだを張って人に力をしめして、誉ほまれある騎士が為なさねばならぬことを為すのでなければ、生きる甲か斐いを知ることにはならん……』

　着ているものが乾かわくと心身ともにくつろいできた。バーンは焚たき火に薪まきをくわえてから、地べたに横になった。火があったおかげで、当分、湿しつ気けはこないと思えた。腰こしをかけていた石に、自分の長ちよう髪はつをまとめて枕まくらにした。

『騎士が騎士たるためには、コモン人以上の危機に身を挺ていして、働きの結果をしめしてこそ立つ瀬せがあるというものだ……コモン人は脆ぜい弱じやくな者共であるから、戦場で働くことなどはできないものだ……あれらを守り救うのが騎士たるものの誉れよ……でなければ、騎士など豚ぶたに食われて死ねばいい……』

　バーンは、昔からのコモン人の罵ののしり言葉を自分に投げかけているうちに、睡すい魔まの虜とりこになっていた。
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　その夜、前線ではひたすら双そう方ほうの敵情偵てい察さつがおこなわれて、その出先でいくつかの小こ競ぜり合いがあったものの、大きく軍の動きに影えい響きようをあたえるようなことはなかった。

　夜明けを待って、ギィ・グッガの本隊は雨のなか、移動を開始した。

　ギィ・グッガは、放った斥せつ候こうたちの情報を総合して、自みずからの部隊をドレイク軍の正面に押おし出すことを決したのである。

「バーナの湖のヂェンドロには、もっと前に出ろと命じろ。バッサラには、ゲサンの丘を越こえて、ジャハサールにひそむ敵軍を抑おさえさせろ」

　そのようにギィ・グッガは、移動を開始した馬車から次々と命令を出す。それをドーレブ以下のギィ・グッガの側近と自認している男たちが、馬車の左右にひかえる伝令たちに口伝えをして、さらにそれが各部隊に伝えるのである。コモン人たちのように伝えられるかどうかは知れないものの、そのやり方は一軍を率いる形を成なしつつあることはまちがいがない。これを百年つづければ形にはなろう。

「……ビダ奴め、奴やつのハバリー部隊はまだ出ていないようです！」

　ドーレブの声に、ギィ・グッガは、まだかなりの雨筋を見せている低い雲を荷馬車の天幕から見上げて、西の空にうすくオーラ光（地上でいえば陽光）がこぼれはじめるのを認めると、

「……!?　急がせろ！　このていどの雲でなにをしているかぃ！」

「ハッ！」

　ドーレブは生き真ま面じ目めそのままにギィ・グッガに頭をさげて、左右の伝令たちに下命して、ビダへの督とく促そくを伝える采さい配はいをした。

　ドーレブの慇いん懃ぎんな態度は習性であっても擬ぎ態たいではない。が、力ある主あるじの配はい慮りよの不足をおぎなうことを忘れない知性を見せた瞬しゆん間かんでもある。その誠実さは宦かん官がん的てきであるのだが、同時にまた、同じく宦官的恐おそろしい習性を持っていることを意味していた。つまり、誠実に主の意思を実現しようとする意思から一歩でも踏ふみ出せる意欲をドーレブが持ったら、主に代われるかもしれず、さらには、主を使ってしまうという狡こう猾かつさを持っていることを意味しているからである。

　しかし、ここでのドーレブというガロウ・ランには、まだそのような気配をみてとることはできない。

　ドーレブが、何人目かの伝令を発進させた時、『ギャッ、フッ！』というハバリーの入れ込んだ鳴き声が頭上を通過した。

「…………!?」

　つづいて数頭のハバリーの影かげが、雨を払はらうように滑かつ空くうして、前方の霧きりをとおしてのぞけるオーラ光にむかって突とつ進しんしていた。

「…………？」

　ギィ・グッガは馬車の天幕の天てん蓋がいを開いて、その光景を見やると唾つばを吐はいた。

「ビーダッ！　あんなに入れ込んで、なにをさせるつもりだっ！」

　ギィ・グッガは、胴どう巻まきのなかから一本の銀の笛をとるとそれを鳴らす。が、人間の耳には聞えない高周波数の音だ。

『ギャッ！　ギャーッ！』

　遠ざかっていったはずのハバリーの群の声が、またも頭上に集まりはじめ、霧のなか、ハバリーの打ち振ふる翼つばさがチラチラッと見えると、雨を透すかすようにして、その巨きよ体たいがフワッと降下する。

　ギィ・グッガは、荷馬車の天蓋に上体をさらすようにして、一方の手を頭上にかざして打ち振る。

　その巨人を中心にハバリーの群が群がり、ハバリーの首にまたがるガロウ・ランたちは、勝手に動き出したハバリーに慌あわてて、手た綱づなを引き上じよう昇しようさせようとするのだが、そんなことで、ハバリーたちはギィ・グッガに寄ることはやめない。

　彼は、白い粉を散布しているのだ。

　雨のせいで、その粉は地上にすぐに落ちてしまうのだろう。ハバリーたちは地表を嘴くちばしですくうように舞まい降りるので、周辺のガロウ・ランたちは蹴け散ちらされていく。

「ビダッ！」

　ギィ・グッガは、そのなかからビダがまたがるハバリーを見つけると呼び寄せる。

「頭領っ！　なにを邪じや魔まするんでぇ」

　ビダの頭部に半分しかない頭とう髪はつが、雨に濡ぬれながらも怒いかりに逆立つように見えた。醜しゆう悪あくな顔が、本物の鬼おにのように赤くなっていた。雨のなか二十数頭のハバリーにようやく隊列を作らせたばかりだったので、その怒りは当然ではある。

「この天気で飛ばすのに苦労したんだぁ！」

　こうなるとビダは、ギィ・グッガが何者であろうと構うものではない。しかし、ギィ・グッガこそ、そのような男たちをたばねる頭領である。

「ヘッ！　ヘヘヘッ……！　こんな天気にハバリーを本気に飛ばせたら、手て前めえ、山か木にぶち当って死ぬぞぉ！」

「…………!?」

　その単純な理由をビダは想像していなかった。

「うわっ！」

　空中に散布された粉を吸おうとするハバリーが、仲間同士、白い粉をすくいとろうとして翼つばさをぶつけあえば、またがるガロウ・ランに操りきれるものではない。ガロウ・ランたちを振り落すようにしていく。

「あんなものじゃない」

　ギィ・グッガは、手を納めてビダに教える。

「目の前が見えないハバリーはいっしょに落ちる。偵てい察さつだけだ！　よほどの敵が見えない限り攻こう撃げきはするな」

「部下たちは火矢を使いたがっています」

「攻撃できそうな敵だけをやれ、空中戦などはやるなっ！」

　さすがに、ビダがハバリーの群がり狂くるう光景に納なつ得とくを見せたので、ギィ・グッガは笛を吹ふいてハバリーをなだめさせ、振ふり落されたガロウ・ランたちをハバリーに戻もどれるようにしてやった。

　この光景は、ビダには屈くつ辱じよく的てきなものであったかもしれないのだが、オーラマシーンがない時代なら、コモン人にとっては、この光景だけでも、ギィ・グッガたちが圧あつ倒とう的てきな軍に見えただろう。

「行けっ！」

「ヘーッ！」

　ビダは、ギィ・グッガのものと同じ銀の笛を使って、ハバリーの群を集めると雲のなかに消えていった。

「ふん、てえしたものだ。すっかり慣れちまったらしいな……」

　ギィ・グッガもそのビダのハバリーの群を見送ってバーン・バニングスと同じように、時代の変化に気づいていた。

「ドーレブ、カンドワは何をボッとしているのだ？　機械が動く気配がねぇぞ」

「しかし、機械を操る連中は、もっと不慣れな連中の集まりですぜ」

「だから、慣れさせる。敵に機械の居場所を見つけられたら、飛ぶ前にやられる」

　ギィ・グッガの言うことは道理である。

「ハッ……！」

　ドーレブは、ハバリーが降下したために散ってしまった伝令部隊を呼び集めると、次の伝令を発進させる手配を急がせた。




　その少し前、ジョクは、オーラマシーン部隊の大隊長とでもいうべき武将ケルムド・ドリンに敬礼をしていた。

「頼たのむぞ」

　優しい微び笑しようをジョクにむけたケルムドは、自分もオーラマシーン部隊を見送るために立ち上がる。と、背後にひかえていた従じゆう卒そつが傘かさを差し出す。

　ジョクは、結局、昨夜も遅おそかった。疲ひ労ろうがたまっている感じはいかんともし難がたい身体からだを、天幕の外で待っているミハン・カームの差し出す大きな傘にすすめる。

「聖戦士殿どの、騎き士しバーンが戦線から離はなれたので、貴公に負担がかかるのは申し訳ないと思っている。が、国家のためコモン人の平和のために……」

　従卒の傘の下でケルムドは、鷹おう揚ように言う。彼は、オーラマシーン全体の指揮権を握にぎる立場ではあるのだが、ドレイクの本陣とオーラマシーン部隊のあいだにたつ、本隊との連れん絡らく役やくにすぎないのである。老ろう齢れいで軍の重じゆう鎮ちんでありながら、武ぶ闘とう派はではないために冷や飯を食わされているのだ。が、だからこそ、オーラマシーンのことを学び、その性能からくる制約を理解して、軍の動きのなかにおけるオーラマシーン部隊の仕事を選せん択たくして、部隊が働きやすいようにはからってくれていた。つまり、すでに、オーラマシーンは、ひとりのパイロットの都合で動く時代ではなくなっていたのだ。

「大隊長、おっしゃらないで下さい。ガロウ・ランとコモンの違ちがいは、心得ているつもりです」

　ジョクは、カットグラの下までミハンの傘に入ったまま歩んでいく。

「聖戦士殿がそう言ってくれるのは、ありがたいものだ」

　ケルムドはにこにこして、木々から落ちる滴しずくに濡ぬれるのもかまわず、傘から出てジョクを見送る位置に立つ。

「まったく、なんだよ！」

　笑いながらガラリアやほかのパイロットたちが、カットグラの溜たまりで待っていてくれた。

「なにがおかしい？」

　ジョクは承知で生き真ま面じ目めに怒ど鳴なってみせる。

「……妙みようなものを使って、それでは下げ世せ話わなピエロだよ」

　ガラリアは、周囲の若いパイロットたちに率先して冷やかしてくれる。コモン人の時代は地上でいえば中世と同じ時代である。彼らは折り畳たたみ式の傘を知らないので、ジョクとケルムドが使っていた傘がおかしい光景に見えたのだ。

「便利なものだ。オーラマシーンに乗る前に、ズブ濡ぬれでは気持ちが悪いだろう」

　ジョクはパイロットたちの前の木箱に乗って、ミハンが傘かさを閉じるのを見せながら言う。

　パイロットたちも、ジョクに倣ならってミハンとケルムドの従卒が傘を閉じるのを見守る。これはジョクが演出したことなのだ。

　オーラマシーン部隊には、すでに実戦の緊きん張ちよう感かんが横おう溢いつしていた。そんな空気を解きほぐすためには、このようなバカもやって見せなければならないと考えてのことである。

「ショット様の発明でありますか？」

　戦せん闘とう隊長のキサ・ハンドワが訊きく。

「いや、俺おれが作らせた。地上世界ではふつうに使われている道具だ。この道具なら諸君たちが使っても許されると考えた。俺の発明ではないので、諸君には自じ慢まんできないけどね」

「風には吹ふかれるもの、雨には濡れるもの……それが世間だと思うがな？」

　傘を使わせてもらった初老のケルムドにも、嘆なげかわしい道具に感じられたのだろう。ジョクはケルムドに微び笑しようして見せてから、手にした作戦指令を読み上げて、

「……ドーメの配置、展開については、戦士キサから説明する」

　と、台を空ける。

「……今日の任務の基本は偵てい察さつであるが、敵軍の動きも急である。ギィの動きに応じて、野や砲ほうの運うん搬ぱんをしなければならない状じよう況きようも発生する。敵軍の中ちゆう核かくにたいして、空くう襲しゆうをしかけなければならないかもしれない。そのために、ドーメは各二機編隊で……」

　ジョクは、キサのあげる仕事の量を思うと士気が萎なえる思いがした。しかし、一方で、ジョクはこの朝が、ニーたちの所在を捜さがす最後の機会であろうとも思っていた。

『やるしかない……キサはわかってくれる……ケルムドもだ……』

　ジョクは、自分を見つめているガラリアの視線を気にしながら、ふたりの男を見比べる。

「戦士ジョク！　出しゆつ撃げきの訓示を！」

「ああ……！」

　キサに促うながされて、ジョクは再度台に上って、

「……いつ戦闘に入ってもおかしくない状況にある。各ドーメは、無線による指令は聞き逃のがさずに臨機応変に対応してくれることを望む」

　ジョクは、こんなことを語る自分を奇き妙みように感じている。

　ついこの間までは、東京にいるごくふつうの私立大学の学生だったのだ。怒ど鳴なる相手がいたにしても、それはグライダー部の下級生ぐらいなのだが、それだって、ただ好きそうなことだからやってみたいという手合いなのだから、叱しかることが許されるわけもなく、和わ気き藹あい々あいというのは建たて前まえで、なだめすかしてグライダーを好きになってもらうように指導するしかないのが実情だった。女の子相手ではセクハラ抜ぬきでという条件もつく厄やつ介かいな時代なのである。

　新入生にいたっては生死にかかわっているようなことだという想像もないから、先せん輩ぱいの訓示を本気で聞くという気き概がいもない。趣しゆ味みという範はん囲いでは充分に真しん剣けんで、そのリラックスした状態のため慣れるまでの習熟度は昔の人以上に早いのだが、それ以上に操縦技術が向上することもない。

　まして、日本では高度五十センチ以上飛行するとなれば法規制が厳しすぎるので、命にかかわるようなことはないと思えてしまうのだ。

　だから、ジョクは、なにをやるにしても遊びのセンスで行動をおこす若者しかいなくなってしまっている日本から逃にげ出したという自覚があった。そんな自分が今、生死を賭かけて事に対処しようとしている若者たちを前に訓示を垂れていると、自分がそんな日本人と同じに見えるのではないかと思えて、気き恥はずかしさを感じてしまう。まして、ドーメ部隊と離はなれて行動をするかもしれないと考えているのだから、ますます恥はじ入ってしまう。

　しかし、聖戦士という呼こ称しようは、どのような形であれジョクに完かん璧ぺきな戦士であることを要求しているのである。逃げ出すことは容易であっても、それで自分はどこに行けばいいのかは想像もつかない。その不確かさがジョクに聖戦士をやらせている……。

「では……かかれっ！」

　最後の一声は、ひどく力が抜ぬけているように聞えたから、ジョクは大きく敬礼をすると、跳はねるように木箱から降りて、カットグラのコックピットに上がる木製のタラップに足をかける。

　パイロットたちは散り、ガラリア隊のパイロットは馬にまたがり、ガラリアは馬上から声をかけてきた。

「……ジョク。バーンはどうしたんだ？」

「知らない。思うところがあるのだろう」

「そういう言い方は気に入らないね？　なにをすると思う？」

「……ゲリラをやるのだろう。一族を引き連れて後退したんだ。まさか、アの国から逃げ出すとは思えないだろうからさ」

「何ができる？　カットグラがなくて？」

「オーラマシーンがなかった頃ころは、コモンの騎き士したちはガロウ・ランとは戦わなかったのか？」

「そりゃ、戦ったさ」

　答えながら、ガラリアは納なつ得とく顔がおを見せてくれた。

「……あたしも、オーラマシーンがなければ、戦えないと思い始めていたな」

　苦笑を見せつつガラリアは馬首をめぐらす。

「そうらしいな。人間の感性というのはそういうものさ。目の前のものに捕とらわれるものさ」

「フンフン……なんで敵てき陣じんの爆ばく撃げき命令を出さない？」

　ガラリアは、馬の濡ぬれきっている鬣たてがみに上体を貼はりつけるようにして、ジョクを見上げる。

「……爆撃の報復に、捕ほ獲かくされたオーラマシーンを破は壊かいされたり、ニーたちを殺されたりするのは面白くない。ドレイク様のお考えだ」

「そうかね……でさ、ジョクはどうするの？」

「どうもしない。任務を遂すい行こうするだけだ。ガラリアは、絶対にキサたちを掩えん護ごしてやってくれ」

　ジョクは、タラップを降りていた。自分がひょっとしたらやろうとしていることを、ガラリアにわかって欲ほしいという気持ちが働いたのだろう。なによりも、単独でニーたちを捜そう索さくすることができるようになるのかどうかはまだわからないのである。だからこそ、ガラリアにはそんな曖あい昧まいな自分をわかって欲しいという甘あまえた気持ちが働くのだ。

「……ジョク……ちゃんと言いなよ」

「ン……捜索はする。今日の任務の基本はこれだ」

　そう言いながら、ジョクはガラリアが自分の気持ちを読んでくれたと感じる。テレパシー的に意思が伝えられるのが快こころよい。

「雲は低いよ？」

「絶対、大だい丈じよう夫ぶだ」

　ジョクは、手た綱づなを持つガラリアの手を握にぎる。切れ長の彼女の目の奥おくが笑っていた。

「ン……」

　ガラリアはジョクの手を握り返すようなことはしないで、自分のカットグラの置いてある右う翼よくの陣じんに走りだす。蹄ひづめが蹴けり上げる泥どろがとんでもなく多いので、ジョクはあわててタラップにあがった。




　ドレイク軍は昨夜から焚たき続けていた篝かがり火びをそのままにして、移動を開始していた。

　霧きりと雨のおかげで、その火がガロウ・ランたちに牽けん制せいをかけることができた。ビダのハバリー隊がこの火を陣と見て攻こう撃げきをかけて、ギィ・グッガの軍を少なからず分断する効果を上げたのだ。ビダの部下たちは、ガダが爆発する光景を見るのが面おも白しろくて、点在する火の列にむかって数度の攻撃をかけて、無意味にガダを消費したのである。むろん、荷馬車の列の爆破もしたし、多少の野や砲ほうの抵てい抗こうもうけたために、陣が形成されていたと見えないではなかった。

　しかし、ややあって、ビダは篝火の周囲に兵団がいないのを知って、はじめてギィ・グッガの忠告の意味を悟った。

「目の前が見えねぇと落ちるだけじゃねぇ。無む駄だな攻撃をしてバカを見るか……」

　そう気がついて部下たちに攻撃をやめさせようとしたのだが、そのときには、部下たちは霧のなかに忽こつ然ぜんとあらわれる爆発する土くれの山の凄すごさに興こう奮ふんして、容易に攻撃をやめようとしなかった。

「……!?　しかし、移動したというのは罠わなにかけてこっちを落すだけの用意はできていねぇってことだ」

　ビダはそうとも考える。

　ようよう霧と雨のなかで、ビダはハバリーの部隊を集結させると、

「ガダの残っている者は俺おれにつづけ！　敵の本隊を捜すんだ！　ガダのなくなった連中は、急いで陣地にもどってガダを補給してこい。ハバリーに餌えさもくれてやって、敵を捜せぇ！」

　そのときには、ビダにしたがうハバリーは五頭だけになっていた。

「手て前めえたち！　もっとコモン人を倒たおすんだぞ。こんなことじゃ、いい目は見れねえぞっ！」

　ビダは叱しかりに叱ってから、ハバリーの群をふたつに分けざるを得なくなっていた。

「よく見ろよぉ。右と左！　動くのはコモンの虫けらと思え！」

　ビダはつづく五頭のハバリーの部下に何度となく喚わめいて、自分の考えを徹てつ底ていさせるようにした。

　しかし、ジヤハの森からゲサンの丘を結ぶ直線コースに入ってまもなく、いくつかの湿しつ地ち帯たいを見た時、ドウッ！　という爆ばく音おんと同時に赤い閃せん光こうがビダの背中をうった。

『ギャウン！』

　ハバリーの一頭が爆発の黒こく煙えんと火か焰えんのなかでグラッと降下して、またがっていたガロウ・ランの身体からだが大きく弧こを描えがいて落下していくのが見えたのは、霧きりも雨も薄うすくなっていたからだ。

「なんだ!?」

　ビダはガロウ・ランの本能にしたがって、コモン人の臭においを嗅かごうとしたが、空に漂ただよっていては微び小しような動物の臭いを嗅ぐことはできない。

「エェイーッ！」

　怒いかりの奇き声せいを発しながら、ビダはハバリーを降下させて、地を這はうように滑かつ空くうする。その時になって、はじめて地に一列になって伏ふしている兵の影かげを見つけた。

「あんなところにっ！」

　ビダは弓にガダを仕し掛かけた矢をつがえると、真下にむかって放った。同時に、下からも矢が雨のように走った。

　ドボウッン！　ガダの爆発が強力でも、縦に細い列になった軍に大きな損傷をあたえることはできない。

「チッ！」

　ビダは残った数本の矢を次々に地に放ち、後続の四頭のハバリーもそれに倣ならう。が、ハバリーの動きを見て散開するドレイク軍の兵士の打ち上げる矢の数は増し、なかには明らかにガダを仕込んだ矢もあった。

「…………！」

　ビダは、再度、ハバリーに地にぶつかるようにしかけさせて、兵士の列を襲おそう。ハバリーの翼つばさが地を打って雨とドロを跳はね上げても、それで跳ね飛ばされる兵士などはたかが知れていた。

「ウワッ！」

　ビダの足あし下もとでコモンの兵の声が上がったのは、ハバリーの爪つめで引っかけられた兵がいたのだ。ビダが振ふり向くと、転がっていく兵が見えたが、それを合図のように前後から矢が襲ってきた。

　続く四頭のハバリーの落したガダの最後の爆発のドロ壁かべが天に上がり、二頭のハバリーが赤い火球のなかに吞のみこまれていくのが見えた。

「ウンム……！」

　戦い慣れしていればいるほど、戦せん闘とうを俯ふ瞰かんして見る立場をあたえられたとき、その人物は自分の攻撃の効果の是ぜ非ひを洞どう察さつすることができるものだ。

　この時のビダがそうだった。

　このようなしかけでは、軍の態勢に影えい響きようをあたえることができず、むしろ自軍の損害を引き起こすことになると知った。

「チッ！」

　ビダはハバリーを上じよう昇しようさせながら戻もどる方向を見定めると、雲のなかに突とつ進しんして、しばらく白い壁かべのなかを飛ひ翔しようした。雲を構成する水すい滴てきで身体からだはズブ濡ぬれになる。

「ギィ・グッガが言うか……数をやらなければ勝てねぇ。敵がどこに集まるか見定める。そして攻こう撃げきしなけりゃなんねぇ」

　ビダはじゅうぶんに歯は嚙がみしてから、ゆっくりと高度を下げていった。このような時の強きよう獣じゆうの勘かんは有効であった。少なくとも山にぶつかるなどということはやらない。

「ヨーシ、ヨシ！」

　ビダはハバリーをなだめなだめしながら、雲の下に出て平原にすべりこむようになっている右の山やま裾すそを見た。

　しかし、雨雲の下に霞かすみの帯が這はっていた。さきほど見えていたオーラの光は消えていて、夜は明けたはずなのだが地はひどく暗かった。ガロウ・ランの生理にとっては忌き避ひすべきものではないのだが、いまの戦せん闘とうで集団戦のやり方を知ったビダにとっては、癇かんに障さわる光景になった。ビダも生理より知ち恵えの部分で自分を支配する術すべを覚え始めたのだ。

「こんなこっちゃぁ、ブラバに負けちまうぜぇ」

　後続のハバリーの姿は見えなかった。

「…………!?」

　ビダはハバリーの首を叩たたいて、翼つばさを動かすのをやめさせた。滑かつ空くうは翼の音がないだけ静かに感じられて、周囲の気配を読み取れるような気がした。

「……あっち？」

　左後方……三機のドーメの影かげが走ったように見えた。かすかな不安を感じたビダは、ハバリーをはばたかせて雲のなかにはいる。

　そして、我が慢まんできるあいだ雲のなかを滑空させてから、周囲の音に神経を集中した。

　彼を取り巻く雲は厚い乳白色の目め隠かくしになる。視覚では動くものなどは何も感じられなかった。

　ただ、身体にあたる水が痛くそれが速度を感じさせ、それがかつて知らなかった恐きよう怖ふを、ビダというガロウ・ランに感じさせていた。







　12　ドレイクの前線







　雨でますます緑を濃こくしているジヤハの森の下をはしる一団の騎き馬ば隊たいのなかには、ドレイク・ルフトその人もいた。

　ほかの騎士たちとおなじように見えるのは、多少、豪ごう華かに見える革かわ鎧よろいを隠かくすためにマントを羽は織おっていることだ。が、すっかり雨が染しみ込んだそれは、重い荷物になっているはずなのだが、ドレイクはそのようなことを気にする王ではない。

　彼らがはしるルートは、森と平原の境界線上といったところで、たえず右方向からの攻こう撃げきを警けい戒かいしなければならない。安全を考えれば、ドレイクは森のなかを進軍したほうがいいのだが、それでは、もっとも危険と見なされている右う翼よくの情報から切り離はなされる不安があったので、ドレイクは自らそこを走るのだ。

　王が身をもって範はんをしめすのだから、部下にも進軍速度をあげるように命令が出せるのであり、軍もそれにしたがっていた。

　森のなかにはいった部隊は、各隊の先頭に工兵をたてて、小、中隊ごとに進軍の競争をさせているのだ。工兵たちは黙もく々もくと木々を押おし倒たおし、沼ぬま地ちには板を渡わたして、騎兵と歩兵を進軍させて、それにつづく部隊は、糸のように細く、いくつものルートを分けて進軍していた。

　ドレイクは、次の集結点に一番はじめに部隊を到とう着ちやくさせた工兵部隊には、その部隊全員に恩賞の金をあたえると約束している。

　歩兵や工兵、補給の仕事をさせられる下働きを当然と考える世界では、この方法は圧あつ倒とう的てきに効果があった。歩兵までが工兵に手を貸し、騎兵のなかには馬を提供する者もあるという。そんなうわさが部隊同士やりとりをされれば、さらに進軍に拍はく車しやがかかるというものである。

「すでに森を出る位置にきた部隊があるようです」

　後方からの伝令の報告に、ドレイクは左右の武将たちに笑ってみせて、

「これでは、膨ぼう大だいな軍費がかかるぞ！　ギィ・グッガの軍から得るものがないのだからな」

　と口にする。

　事実そうで、戦勝したにしても、ガロウ・ランたちの棲せい息そくする場所を新しい領地にする価値などはなく、賠ばい償しよう金きんというようなものを請せい求きゆうできる相手でもないのだから、将兵の褒ほう賞しよう金きんはアの国独自の財政からひねり出すしかないのだ。それでも、ドレイクはこの戦いくさに金銭を出し惜おしみする気はなかった。

　なぜなら、ギィ・グッガの軍を駆く逐ちくしたという称しよう号ごうが、コモン界にとどろけば、それだけでアの国は、コモン界の覇は者しやたり得ると確信していたからである。

　ギィ・グッガを駆逐した技術をもってすれば、コモン界のあらゆる国との外交交こう渉しようは絶対的に有利にすすめられて、技術の切り売りで利り潤じゆんを上げることができると知ったのである。

　軍事技術の平和産業への転用。

　それは、ショットが教えてくれた地上界の国際経済の成り立ちやら、経済戦争という概がい念ねんを学んでいくうちに悟さとった革新的な手法であった。

　そのような概念は、まだ、コモン界にはない。

　ジヤハの森の左さ翼よくには、ケルムド・ドリンが率ひきいる大隊が、ドレイクの本隊と同じように森にそって進軍して、森のなかをすすむ部隊を左右から挟きよう撃げきされないようにしていた。

　雨は、まだやむ気配がない。

「偵てい察さつ隊たいより伝令！」

　そんなかけ声がかかると、前方の原野から馬がドブ泥どろに脚あしをとられながら、軍の流れに逆らうように、ドレイクの幡はた目がけて駆かけ寄ってくる。

「……偵察伝令！　ギィ・グッガの後方は……」

　ドレイクたちは馬上のまま集合して、伝令の情報を地図で確認する。そのようなことが度たび重かさなるにつれて、ドレイクを固める一団は、ジヤハの森のアントバ側に出るころには、軍の最さい後こう尾びになっていた。

　もっとも楽なルートをとおったといわれる部隊同士は、森のなかより出て合流をはじめて、横に散開する陣じん形けいを厚くしはじめ、ドレイク軍の中ちゆう核かくは、右のグリンナ川を望のぞみながら北上するコースにはいっていた。

「ギィの軍も後続が途と切ぎれることなく吸収されているか……」

　ドレイクは、雨で濡ぬれている頭ず巾きんで頭の汗あせを拭ぬぐうという無む駄だなことをやりながらも、ギィ・グッガの軍が予定通りに集まってくれていることによゆうを感じ始めていた。が、そうはいっても、こちらにしても、どこか無む鉄てつ砲ぽうに軍を進めたのではないかという不安が、心によぎったりする自分をうらめしくも感じる。

「ギィ・グッガは、主力を三つに分けて我が軍に対たい峙じするようです」

　斥せつ候こうの報告を総合すると、そのようになった。

「まるでコモン人のやり方だ。右翼のコントラ・スーンには、増ぞう援えんを出した方が良いのではないか？」

　ドレイクは、前後の武将たちに問い、コントラ自身への伝令を出したりもする。

「我がドーメが低空を飛行すると、砲ほう撃げきがあるという報告があります」

　ドレイクのすぐうしろには、無線をうける騎き兵へいが報告してくる。

「ドーメに砲撃だと？　数はわからんか？　大砲の種類なども、ドーメ部隊に訊きけ」

　ドレイクは、霧のむこう右前方にかすかな影かげとなっている丘おからしいものが見えたとき、そう命じていた。

　丘といっても、ちょっとした瘤こぶのようなところといったほうがいいだろう。その前方には、川にむかって灌かん木ぼくが馬の脚あしを捕とらえるように広がっていて、アントバの山々の方角は数百メートル先の視界はなかったものの、物見にするには良い場所に思えた。

　ラバンは、先さき駆がけをさせた工兵たちから地形を聞いたのだろう。

「あの丘に本陣の設営をさせます。万一の場合の筏いかだの用意もさせます」

「野や砲ほうは本隊の後方に集結させ、右う翼よくには二十門をまわします」

　ドレイクの周囲では、どのような戦せん闘とうにたいしても対応できるように次々と命令が発せられ、それらの采さい配はいに得心がいきだすと、ドレイク自身は、工兵が群がりだしている丘おかにむかった。

「本ほん陣じんの足場はどこか？」

「あそこであります！」

「……ご苦労！」

　ドレイクは、工兵部隊が丸太を組み始めたわずかな高みに馬をすすめた。その前後では、工兵たちが無ぶ遠えん慮りよに牛に曳ひかせた丸太を運び上げたり、組んだりしている。

　そのように命令したのはドレイク自身であるのだから、工兵たちの邪じや魔まをしないで、自分の馬の手た綱づなをからげるところを探すしかなかった。すでに数本の丸太が地に立てられて、一本目の横木が組まれようとしていたので、ドレイクはその手前、丘の北側に騎き馬ばのまま立った。

「マタバ！　近この衛え兵へいにも工兵の仕事を手伝わせい」

「近衛の仕事は、お館やかたを守ることであります」

「しゃら臭くさいことを！　前面にも我が軍が散開しつつある。ガロウ・ランの隠おん密みつがどこにいるか！　心配するなっ！」

　近衛兵長のマタバ・カタガンを叱しかりつけると、ドレイクは伝令官を呼びつける。

「……お館様、近衛兵にもプライドがあります。やりすぎと言うものです」

　いましがた工兵が渡わたしてくれた板のうえを、器用に渡って馬をよせたラバンが、諫いさめる。

「お前までがそう言うか？」

　ドレイクは、興こう奮ふんしている自分を自覚しないではないのだが、まちがっているとは思っていない。

「キエト！　参りました！」

　伝令官をとりしきる将校が、工兵のあいだを駆かけ上がってきた。

「ギィ・グッガの後続の流入がいつとまるのか、斥せつ候こうを放って知らせよ」

「ハッ！」

　ドレイクは、その将校が、また工兵に怒ど鳴なられながら丘を下っていくのを見てから、馬を降りて、いましがた設営された横木に手綱をからげていった。そんなときにあってしまう工兵たちの視線の挨あい拶さつに、ドレイクは、自分の采配が歓かん迎げいされているとじゅうぶんに確かめることができた。

　と、上空をギィ・グッガの本隊に牽けん制せいと空くう襲しゆうをおえたドーメ部隊の十数機が、ジヤハの森に向かって帰投していった。そのなかの一機が、ドレイクのちかくで滞たい空くうする。

　ドーメ隊の戦闘隊長キサ・ハンドワの機体だ。

「なんで着陸しないのだ？」

　ドレイクは、無線担当の騎士と交信しているらしいキサ機を見上げて、ラバンに問う。

「兵馬の邪魔をしたくないのでありましょう」

　ドーメのオーラ・ノズルの騒そう音おんに、ラバンはドレイクの耳元で怒鳴らざるを得ない。

「最さい左さ翼よくのマランの谷はその後、どうなっているのか知りたい。空あいているドーメがあれば、偵てい察さつを一考させろ」

「ハッ！　おい！　ここにテーブルを！」

「ハッ！」

　足場が広くなったので、ラバンは背後に控ひかえている近この衛え兵へいたちに声をかける。さすがに、さきほどの一件があったので、数人の近衛兵たちが、テーブルを調達するために森に馬をもぐらせていく。

「敵の機械化部隊は、まだ出ていないな？」

「報告は入っていません」

　キサ機が機体を左右に振ふると、歩兵や騎き兵へいたちの歓かん呼この声がわきあがる。

「敵のドーメか……ガロウ・ランが機械を使うとは、想像外だったな」

　ドレイクは、キサ機が森の方角の雨もやのなかに消えるのを見守ってから、呻うめいた。

「ドレイク様！」

　いましがたキサ機と交信をしていた無線担当の騎兵が、工兵を押おしのけるようにして上がってきた。

「ドーメ隊はなんと言っている」

「ジョク機が敵地深く偵察にはいったまま、音信不通との由よしであります。ギィ・グッガの本隊は、我が軍の正面に侵しん攻こう中。霧きりが深く、味方同士が接せつ触しよくせず、迷わぬように空くう襲しゆうをかけるのがやっとで、効果の確認はできていません。以上！」

　紅顔の美少年という言葉がふさわしい騎兵は、文字通り頰ほおを紅潮させて報告する。

「よーし」

　そのドレイクの返事のあとで、ラバンはドレイクの嘆たん息そくを聞いたと思えた。

　ドレイクは冷たいマントの前を身をつつむように合わせて、しばし目を閉じる。

「……ニーたちは、殺されたかな？」

　ドレイクの頭ず巾きんが揺ゆれた。

　ラバンも馬から降りて、ドレイクの馬の轡くつわとならべるようにしながら、

「いえ、ガロウ・ランだけで操縦するのは叶かなわぬことです。ニーたちが使し役えきされているはずです」

「フム……」

　ドレイクは、またも頭巾を脱ぬいでその禿とく頭とうを雨にうたせながら、自軍の前線が前に押し出していくのを観察していった。

　戦争をするというのは、どこまでも我が慢まんの連続であると骨身に染しみるのは、こういうときなのだ。バーンのことでもなければ、地上人ひとりのことでもない。

　ただひたすら大局的な動きだけを把は握あくして、次の作戦を考えるように努めるということは、局部的な事態には目をつぶらなければならないということで、これが辛つらいのである。

　だいたい、事態が進行しているときには、どれが局部的でどれが大局的な現象なのか判断がつかないものだ。それでも、現在の動きがどのような性格のものか判定して、軍という組織を動かして、王国を守らなければならないのが、ドレイクの義務なのである。

「地上人がいうような神というようなものがおれば、判定できるのだろうが……自然現象、八や百お万よろず……それらすべてに精せい霊れいが宿っている世界では、精霊の気心しだいである、と、昔から言われている……」

　ドレイクは、ひとり愚ぐ痴ちる。

　それでも事態を判断しなければならないのは過か酷こくであるのだが、ドレイクが動どう揺ようもせず憂ゆう鬱うつにもならないのは、ひとえに頼たよりにできる絶対的な力があるからだ。

「オーラマシーンよ……これこそ神よ……」

　ドレイクの背後にひかえていたラバンが、オズオズと切り出してきた。

「お館やかた様、気になりますのは、右う翼よくのハンジャンサラについて、なんの動きも聞かないということです」

「フム……まったくの杞き憂ゆうだな」

　ラバンとドレイクが違ちがうところがあるとすれば、ここであった。

　すでにガロウ・ランの全体の動きは、ギィ・グッガの部隊を中心に収しゆう斂れんされつつあるのだから、そうなれば、その主力を叩たたく以外に勝利はないのである。このようなときに、賢さかしくなったり、己おのれの配はい慮りよある采さい配はいをみせようとしたりして、左右の小さな動きに軍を割さいたりすれば、それこそ敵に付け入る隙すきをみせることになる。

「ご苦労……」

　ドレイクは、近衛兵のひとりが持ってきてくれた折り畳たたみ式の椅い子すに腰こしを下ろしたので、ラバンは年長者の配慮をみせて、

「傘かさはどうしたっ！」

「我々には所在がわかりません。命令は伝達してきました」

　ラバンの叱しつ責せきに、若い近衛兵が仏ぶつ頂ちよう面づらをして引き退さがっていった。

「ここだけの感想ですが、さすがドレイク様は慧けい眼がんでいらっしゃいますな。このジャプハル平原を中心に軍を集結なさったとは……」

「それは違う」

　ドレイクは苦笑を見せて、年長の武将に応じてやる。

「儂わしにもギィ・グッガの動きが想像できなかったから、広く軍を展開させただけだ。昨夜の軍議でいったとおりだ。あとは、ガロウ・ランを集めるだけ集めて、一挙に殲せん滅めつする。でなければ、次のギィ・グッガが出てきたりして、果てしがなくなる」

　ずぶ濡ぬれのドレイクは、工兵たちのマメな働きを頼たのもしそうに見やって屈くつ託たくがない。

「そうでありますな……小官には無線という機械をふくめて、機械がこのような成果をあげるとは想像できませんでした」

「儂はショットが嫌きらいではない。だから勉強した」

「恐おそれ入ります」

「いや、ショットは、騎き士し時代以後の地上人の戦争はどういうものか、コモン人をどうしたら戦争に協力させられるか、ということを聞かせてくれた」

「ほう……」

「一般のコモン人は死を恐おそれる。騎士は恐れない。しかし、騎士ばかりで軍を編成できなくなったときにどうするか。これが戦争の勝敗を決する……貴公は、今度の戦争をどういう性格のものだと思うか？」

「ガロウ・ランの駆く逐ちくです。彼らは、我々コモン界のものを略りやく奪だつするだけですから」

「そうだ。だから、今回は我が方に大義がある」

「はい……」

「つまり、この戦争は、アの国に暮す者に安心をあたえる戦争である。それを知る人々は、オーラマシーンの開発にも理解をしめしてくれた。この備えがあれば、この戦いは勝つよ」

「左さ様ようで……」

「しかし、この戦争で大問題がひとつある」

「ハテ……？」

「戦場はアの国の領内だ。つまり、勝っても騎士や兵たちに論功行賞をあたえられない。あたえる土地がないからな。多少の金銀財宝は、兵士たちのために出費されるだけだ。そうすれば、ラース・ワウの金庫は空になる」

　ラバンとてその話は想像がついたので、返答もできない。しかし、戦争が始まっていないうちからすでに戦後の問題を考えているドレイクに、ラバンは心の底から唸うなっていた。

　喉のど元もとを過ぎれば、ガロウ・ランの脅きよう威いなどは忘れて、人々は褒ほう賞しようを問題にするであろうし、正当な対価をもらえなかった者たちの不満はふくらもう。褒賞があり名めい誉よが守られれば、人は生死を賭かけた戦いもできるのである。しかし、そのような報ほう酬しゆうが期待できない場合、人はよく戦うことはしないものだ。

　ガロウ・ランの跳ちよう梁りようがなくなるという安心だけで、充分の代償であると説得できるのは、いまだけなのである。ラバンは、アの国が戦後政治に大きな問題を内在させたまま、この戦いを完かん遂すいしなければならないのかと思う。彼のような古いタイプの騎士は、ショット・ウェポンが語るようなコモン界全体の国際経済の問題までには、考えが及ぶものではない。

「来たようだな？」

　傘かさのことではない。

　野や砲ほうをぶらさげた一機のドーメが、ドレイク陣じんに接近してきたのだ。雨と霧きりのなかである。その機体は、意外とちかくにフッと姿を現して、ドレイクの眼前で降下をはじめた。

「あの機動力も機械のものでありますな」

　ラバンの感かん嘆たんに呼応するように、兵たちの歓かん声せいがドーメをつつんでいった。

「オーラ・マシーンの偵てい察さつも昼過ぎには終しゆう了りようさせて、パイロットたちは休ませよう。夕刻、闇やみにはいる前に、敵陣の爆ばく撃げきにはいるというのが予定であるな」

　ドレイクは、濡ぬれた尻しりを気にしながら立ち上がった。

「ハッ！」

「この雨はいつやむか土地の者に聞きたい。年寄りを捜さがせ。それによっては、しかけは昼直後ということもあり得る」

「ハッ！」

　ドレイクは背もたれを持って、腰こし掛かけにたまった雨を流した。

　本ほん陣じんの補給部隊が到とう着ちやくした。

　ドレイクのための傘かさや暖だん房ぼう器き、風かぜ除よけの幕の支し度たくで、周囲はますます賑にぎやかになり、本陣らしくなっていった。







　13　視界不良







　その同じ朝、雲につつまれた山やま間あいの底で、カンドワ・ナザムは、本気でブラバとヘレナァを怒ど鳴なりつけていた。

「偵てい察さつと空くう襲しゆうをしろというのは、ギィ・グッガの命令だ。やれよっ！」

「わからねぇなぁ……ヘッヘヘヘ……この雲で飛べっていう命令はよォー」

　かたわらで必要以上に囃はやしたてるミュラン・マズに、カンドワが「なんでだ！」と手を伸のばしたので、ミュランは丸っこい身体からだをひょいと引いた。

　ギィ・グッガは命令違い反はん者の首を刎はねるのを軍法にしていたので、カンドワはそれを恐おそれて苛いら立だっているのだ。ミュランは、そのカンドワを唆そそのかすように、

「なら機械に乗ってみろよ！　ハバリーは少しはなんとかしてくれるだろうが、機械はハバリーのように、自分で考えることしねぇんだ。だから、難しいんだ！」

　ミュランも軍法を知るからこそ、カンドワには、ドーメの問題点は知ってもらわなければならないので、説明はする。

「なんでだ？　機械は強ぇんだろ？　飛べるはずだ。敵の状態を調べろよ！」

　それでもカンドワは、強行にギィ・グッガの指令をくりかえす。

「ミュラン。ギィ・グッガに機械のことをわからせなければ、命令どおりにできないお前が首を刎はねられるんだろ？　それでもいいのかい!?」

　ガロウ・ランのもっとも優れたパイロットであるヘレナァは、整備台の下に積んだ藁わら束たばの上に寝ねそべったまま、せせら笑うようにする。ヘレナァの言うことは正しい。目の前にギィ・グッガがいれば、彼の剣けんはミュランにも飛んでいただろう。

「……!?　強いからって易しくはねぇぞ。それはわかってくれなくっちゃあ困る」

　ミュランは、ヘレナァに諭さとされたかたちになって、どうしたものかという顔を見せた。

「ブラバ。カンドワを乗せてやんな。乗りゃあわかるさぁ」

「こんな雲だぞ？……よ、よし、乗んなよ」

　ブラバが頷うなずいてくれたので、ミュランは笑いを忘れてドーメのブリッジに飛び乗り、カンドワを手招いた。

「俺おれは、空を飛んだことねぇ……」

　ブラバの迷いやミュランのいうようなことが気になって、好奇心があるカンドワも、いざとなれば怖おじ気けづく。

「乗れよ。俺たちは、手て前めえの下へ手たな報告で首を刎ねられるわけにゃいかねぇんだ」

　今度は、ブラバがカンドワを叱しかるようにしたので、カンドワはドーメのブリッジに上がっていく。

「ちょっと上がってさ、降りてくればいいんだよぉ」

　ヘレナァが上体を起こしてアドバイスをするのは、上空十数メートルという頭上はなにも見えない状態だからだ。

　そんな光景を、ほかのガロウ・ランたちは首をすくめるようにして、ヘラヘラと見つめている。だいたい、何が問題になっているのかわかっているガロウ・ランはいない。

　ブラバは、カンドワをハッチの脇わきに立たせて、コロの上に乗った機体を若者たちに曳ひかせて、シェルターの外に引き出させる。

　その間に、ブラバはエンジンを始動させると一気にオーラ・ノズルを開く。

　ドドッ！　と、排はい気きガスがヘレナァの寝ている藁束を吹ふき飛ばし、捕ほ虜りよたちを押おし込めている天幕を煽あおった。が、そんなことも構わず、ブラバは出力を上げていく。

「パワーが大きすぎるっ！」

　藁まみれになって転がったヘレナァが、立ち上がりざま怒ど鳴なる。

「なんだ？　出しゆつ撃げきするのか？」

　煽られざまになっている天幕から、コモン人の虜りよ囚しゆうのマッタ・ブーンが、疲つかれと筋肉痛の身体からだを這はい出してきた。

「そうではないらしい。もめていた」

　天幕の入口に一番ちかいところに寝ていたイットー・ズンが、排気ガスで煽られる天幕の幕を押し返すようにして、ブラバのドーメの動きを見守る。

　シェルターの外に出ていたドーメは、機体を揺ゆすることもなくゆったりと上じよう昇しようを開始して、すぐに機き影えいを雲のなかに吸い込ませていった。

「うまくなったものだ……」

「ああ……緩かん上じよう昇しようが安定しているな。なんでガロウ・ランがあんなに操縦できるようになったんだ？」

　遅おくれて覗のぞきにきたキチニ・ハッチーンも、息を吞のむしかない。

「こんな調子じゃ、なんとしても脱だつ出しゆつして、こういう状態だってことを報しらせなければな……」

「ニーはどうするんだ？」

　マッタの言葉に、トレンが三人の背中から追い討ちをかけた。その彼のうしろでは、ニーは両手両脚あしを革かわ紐ひもでくくられたまま眠ねむりつづけている。

「連れて行くさ。当然だろう……」

　そのキチニの言葉に、トレンはコモン人同士の馴なれ合いに反発したかった。彼は、ここに移動してから、水のなかに住む妖フエ精ラリオサラーン・マッキの噂うわさをまったく聞くことができないのだ。

　あの妖精の白い肢し体たいを思い浮うかべると、身を切るような切ない性欲に襲おそわれつづけてしまう。明らかに薬が仕込まれている飲料水を飲まされて仕事をしているときにも、勃ぼつ然ぜんとおこる性欲は抑おさえようにも抑えがたく、意識とは関係なく、働きながらでも射精してしまうことがあるのだから、辛つらい。

『あの女を奪うばえなければ、こんなところにいる意味はないんだ。俺おれは……！』

　それはもう怒いかりにちかい。それに反して、目の前で疲つかれ果てて眠っているニーの姿が、トレンに正義を敢かん行こうしなければならない、と迫せまって見えるのである。

『なんの因いん果がで、こんな人生になっちまったんだ？』

　これも、自分の離り婚こんが原因だったのではないか、という連想ゲームをやってしまう。

『あの女は疫やく病びよう神がみになって、死ぬまでまとわりつくんだ！』

　そばかすの跡あとが消えきらなかった逃にげたもとの女によう房ぼうの顔、灰色の瞳ひとみはいつも見上げるようにしていた、と思い出せる。そうすると、サラーン・マッキの肢体に埋うまりきって堕だ落らくしていくほうが至福であろうと誘ゆう惑わくされるのだ。




　フィーン、ドッドッ！　ドッ！

　ドーメのオーラ・ノズルが息をつくのは、最低の出力でホバリングをしているからで、ブラバにはそれができるようになっていた。

「下は見えるか？」

　ブラバはカンドワに確かめろという。ドーメは、地上から十メートル余りのところで滞たい空くうしているはずなのだ。

「ヌ……見えねぇ……」

　ハッチから下を覗のぞいていたカンドワは、フワッと流れた霧きりの塊かたまりが下の木の影かげを消してしまって、それ以後、まったく物の影を見ることができなくなったことに、ゾッとしていた。

「歩いていれば地面があるものだ。空はそうはいかねぇんだ」

　カンドワは、左右をキョロキョロと見まわして、

「ああ！　飛んでいると前もうしろも、右も左もボーッとして、自分の身体からだがどうなっているかわからねぇぞ！」

「そうだな……ハバリーにまたがっているのとは、全然違ちがわぁ……」

　ミュランも唸うなっている。

「そうだ。これは、機械だからだ」

　ブラバは得意だったが、ハバリーに乗るのとは違う難しさがあるのを理解するようになっていたので、全部が全部嬉うれしくはない。オーラマシーンの弱点をどのように直したらいいのか、という問題は、想像がつかない。しかし、想像がつかないと考えられるようになっただけでも、彼の思考回路が複雑になっているのは事実であった。

「これは生き物じゃねぇんだな。ここに立ったままで、傾かたむきがわからなくっちゃ飛べねえなぁ」

　ミュランは、ドーメという機体と自分の関係性がおぼろげに想像できた。

「カンドワ、呆ほうけているとは言わねぇよ。いま、身体はえらく傾かたむいているぜ」

　ブラバはドーメの機体を木々に擦こすってその音をたよりに降下してみせながら、優しかった。

「お、おい！　地面が立っている！」

　ブリッジの窓から見える地面が縦の壁かべになって迫せまるように見えたので、カンドワはあわててハッチの脇わきのバーにかじりつく。

「わかってるよ。この計器で機体の傾きがどうわかるんだ」

　ミュランが、ブラバの前にある数個の計器のひとつを覗のぞきこんで、訊きく。

「この計器だ。こいつの赤い線が、ホレ、平らだとドーメも平らなんだ」

「フム……水平ということか？」

　ミュランは外を透すかして見るようにしながらも、計器との違ちがいを調べるようにして、ブラバが操作するレバーをあやつる手つきを睨にらんでいく。

　ブラバは水平器を読み、左右のクルーのガロウ・ランの監かん視しをあてにして、ドーメを着陸させていった。

「ハバリーとは違うが、面おも白しろいもんだ。簡単じゃねぇな？」

「ミュランは、知ち恵え者しやだ」

　ブラバはミュランの肩かたを叩たたいてしまってから、身分が上の者だと気づいて手を引っこめた。

　カンドワは、ドーメが着陸するやいなやブリッジから飛び降りていったので、ミュランは離り陸りく前に言い合ったことを思い出して、

「なぁ！　あっちに行けと言われても、行けねぇだろう」

「霧きりのなかでは、あっちという方向がわからねぇんだな？」

　地面に立てた安心から、カンドワは何も見えない白い空を見上げて、唸うなってくれた。

「捕ほ虜りよに、窓を拭ふかせとけっ！」

　ブラバは護衛役の兵たちに怒ど鳴なりつけて、ドーメを飛び降りた。

　その途と端たんに、その基地はすぐに出しゆつ陣じんすることがないとわかったガロウ・ランたちの溜たまり場になり、例のごとく、陣のあちらこちらの蚊か帳やのなかでは、男女のまぐわいが始まって、その異い臭しゆうと呻うめきが狭せまい谷間の森の湿しつ気けにまじりあってよどんだ。一晩の休息が、ガロウ・ランたちに生気を蘇よみがえらせたのだろう。

　そんななかで、コモン人の捕ほ虜りよたちはドーメのブリッジの窓まど拭ふきと整備をしなければならないのだ。ニーは、まだ起きられるような状態でなく、両手て脚あしを縛しばられたまま天幕のなかに転がっていた。




　メットラ・バーから発進したバーン・バニングスの一行は、戦場にちかづいていた。その奇き妙みような一行を追っていた一騎きの騎馬は、ようやく灌かん木ぼくを縫ぬって一行の馬車に辿たどり着いたところだった。

「ご苦労！　ハラス！」

「いえ！　みなさんの脚が早いので驚おどろきました」

　馬車の後部に乗り出すバーンに、ハラスは皺しわが深くなった愁しゆう眉びをひらいて、

「騎士ストランド・スケンソンは、二基の弓を手配してくれます。意外と好意的でした」

　そういうハラス・レハーズは、人馬とも頭の上までドロまみれだったが、吉きつ報ぼうを持って来たというよゆうを見せる。

「馬車に上がれ。馬も疲つかれている」

　バーンは移動する荷馬車から、年長者の騎士に手を伸のばしてやる。

「滅めつ相そうもない」

　ハラスは馬を降りると従兵に轡くつわをまかせて、荷台にあがっていった。やや太り気味の身体からだが足をすべらせながらよじ登るのも愛あい嬌きようがあった。

「追いつくのに苦労しましたぞ」

「ああ、カットグラに曳ひかせると騎馬とおなじ速度になるな」

　バーンはハラスに手て拭ぬぐいを差し出しながらオーバーにいう。ハラスは革かわ兜かぶとを脱ぬぐと、その湯気のでるような禿とく頭とうをツルリと拭って、

「コーヒー、ありますか？」

「ン……」

　バーンは、荷台の中央の火ひ鉢ばちにかけた薬や缶かんからぬるくなったコーヒーを注ついで、ハラスに差し出してやる。周囲に火薬がならべられているので、その火鉢には火がはいっていない。

　馬車は、ゴトゴトと速度をかえることがない。御ぎよ者しや台にふたりの兵がいても、その前に馬はいない。その前方には、巨きよ大だいな木の櫓やぐら状のものがグラグラと揺ゆれながら移動していた。

　馬車はその櫓に見えるものから出ているロープで引かれて、それらをカットグラが曳いているのだ。

　櫓状に見えるものこそ、バーンたちが『弓』と称している城しろ攻ぜめに使う巨大な弩いしゆみである。

　正確にいえば、ここにあるのはバリスタという丸太のような矢を発射する機械なのだが、通常、弩いしゆみといわれるのは、石、鉄、鉛なまりの塊かたまりをカタパルトで飛ばすものである。

　あいかわらず、雲は厚い幕になって森と山を隠かくしていた。

「あのカットグラは、誰だれが操縦しているのです？」

「フフフ……カルムド・マサは、停止させることもろくに知らんよ」

「曲がる時は、どうします？」

「木にぶつかったら、見ものだよ」

　バーンはおかしそうに笑った。彼は、ほかにも二基の弩が手にはいるとわかったので、これから始める作戦について心配することをやめたのである。

「……ストランド殿どのは、たいした御ご仁じんです。ドーメを駆かり出してでも運んでみせるといって、わたしがいるあいだに、部下を走らせました」

「……それでは、ジョクに知られるな……」

「そうも思いましたが、ゲリラとはいえ、バニングス家の戦争ではありませんので」

「そうだな。そうだ」

　バーンは、自分にいいきかせるようにして、手入れするために小しよう銃じゆうに手を伸のばし、ハラスは、コップを置くと板いた金がね鎧よろいの胴どうを外し始める。

「聖戦士といい地上人といい、彼らがアの国に現れてからは、世界が変りましたな。どこかついていけない、息が切れるという感じがつきまといます」

「ああ……そう思うよ。手伝おうか？」

「やめて下さい。主人にそういうことをいわれるだけで、ここを降りたくなります」

「時代が変ったんだぞ」

　バーンは、ハラスがひとりモソモソと板金鎧を外すのを見上げながら、銃の手入れをつづけた。

「それは違ちがいます。機械で武ぶ勲くんをたてられる騎き士しは、より強大になります。そうなると、どうなると思います？」

　ガラリと胴どうを外したハラスは嬉うれしそうにバーンを見下ろして、つぎに鎖くさり帷子かたびらを外しにかかる。

「わからんな」

　バーンは麻あさの下着に包まれたハラスの肉体が、多少の肉がつきながらも、まだまだ壮そう年ねんのそれに見えるのを頼たのもしいものに感じる。

「……ハハハ……時代は、確実にかつての騎士の時代になりますよ。つまり、機械に乗った騎士は馬の時代より力を発揮します。その騎士が国を政まつりごとをする時代です。王というのとは、ちと違うと思いますが……」

　ハラスの思いこみは、バーンにもわからないではない。騎士の時代を知る者にとっては、その論理以外、考えられないだろう。

　かつて、騎士は、王に相当する者のちかくに発生して、貴族に列せられるようになった。そして、戦乱がつづく時代、騎士は個人として、戦場から戦場を移動して活動したのである。

　その時代の騎士は、力を行使する流る民みんと見み做なされて嫌きらわれたが、次し第だいに諸国に定着し始めると、地つきの貴族たちの勢力争いに巻き込まれて、貴族の下に仕える者、というレッテルを貼はられていった。

　〝黄金の騎き士し〟というイメージは、この流る民みん時代の騎士をさしていた。領主たる者を守り、その権けん威いを象しよう徴ちようするものとしての位置づけを謳うたわれたのである。

　その次にくるであろう騎士の時代を想像すれば、国を制する以外はないと考えるのは必然であろう。

　ハラスは、それをいうのである。

「そのためには、今日の戦いに勝たなければならん。聖戦士に働きを奪うばわれんようにな？」

「そう、機械だとて使い方です。馬みたいなものですから」

　そんな会話の途と中ちゆうで、馬車が突とつ然ぜん、停止した。

「どうした？」

「木にぶつかったのだろう」

　バーンは、火薬の樽たるのあいだをすり抜ぬけて前に出る。

「あれだ！」

「ホ……？　ホッハハハ……！」

　ハラスは、カットグラの脚あしがすべって地をえぐっているのを見た。機体は木にぶつかってとまっていたが、脚あしの歩行運動はまだ停止していない。

「あれでは、機体を傷いためるでしょう？」

「ああ……」

　バーンがいう間にカットグラの脚が静止し、それが曳ひくロープが落ちて、ドロを跳はね上げた。そして、方位を見定めるようにしてから、カットグラはまた前進を始める。

「しかし、バーン様、この方位からギィ・グッガに肉にく薄はくできますか？」

　ハラスは、地図を開いて眉み間けんに皺しわをよせて見せる。

「そんなことはわからん。運がこっちにむくかむかないかは、やってみなければな。やらねば、くるべき運もこない」

「きますかね？」

「やってみせれば、気力でギィ・グッガを引くことはできる」

「信心ですか？」

　ハラスは嘆たん息そくして見せるものの、口元は優しい。

「大だい丈じよう夫ぶ、運は自分ひとりで呼ぶものではない。家の力だ。みなが黙だまってついてきてくれたということ。これにわたしは賭かけているんだよ」

「となれば、外れたら我らの責任ですか？」

「まさかな……」

　バーンは苦笑してすぐに真顔になった。横手から湿し気けた馬ば蹄ていの音が、接近してきたのだ。

「どうかっ!?」

「ドレイク様は、軍をタコとグリンナ川の間の手前におきました。ギィ・グッガは、その前方に対たい峙じする形になります」

　伝令のアトバー・セラスは、駆かけ続けて消しよう耗もうしきった蒼そう白はくな顔をバーンに見せた。

「ギィ・グッガは正せい攻こう法ほうで進んだか。よし、予定通りゲサンの丘おかに弓を設置する」

「ハッ……これで、またストランド殿どのに走る必要がなくなったというわけですな」

　ハラスは、本当にホッと息をつくと、

「これで、バーン家にも光が見えてきました」と、中空を睨にらんで呻うめいた。

「なんですか？」

　馬にまたがったまま覗のぞきこんだアトバーが、バーンに訊きく。

「いや、御ご老ろう体たいは、勝手に落ち込んでいたのさ」

　バーンは苦笑して、アトバーに馬車に乗って身体からだを休めろと命令した。

　バーンはここが我が慢まんのしどころだと感じたのは、ドレイクとおなじである。カットグラを使って濡ぬれ鼠ねずみになっての進軍……しかも、自分が接せつ触しよくしようとする部隊が正規軍ではないということが心を重くした。しかし、誰だれを恨うらむというわけにもいかない。自分の力のなさが招いた運である、と納なつ得とくしなければならないのだ。

『この上、この行動自体が無意味な結果に終ったら、俺おれはアの国を逃にげ出すのか？』

　漠ばく然ぜんとそんな不安も抱いだく。

『いや、ハラスにいったとおりだ。運は呼ぶのだ。作るものだ』

　バーンは、その言葉を胸のうちで必死に反はん芻すうした。




　カンドワの陣じん地ちのシェルターの下の天幕の前では、数人の女戦士たちが寝穢いぎたなく寝ね入いっていた。それは、天幕のなかの虜りよ囚しゆうたちもおなじだった。

「なんでつきあわねぇ！　ブラバもヘレナァも、なんでああも寝ているんだ！」

「いっしょじゃねぇんです。自分たちの蚊か帳やで寝てんで！」

　そんなガロウ・ランとのやりとりが遠く聞える。

「イットー、ガロウ・ランにオーラマシーンは無理なんじゃないのか？」

　キチニが、垂れさがる天幕のシミを見つめるのに飽あきたので、訊いてくる。

「そうだな……オーラマシーンっていう奴やつは、パイロットの精力を吸い取るねぇ……」

「でもよ、ガロウ・ランに精力……そうだなぁ、あいつらは精力だけは絶ぜつ倫りんだ。コモン人のような知力っていうやつはないけれどなぁ」

　イットーのオーラマシーンと人間との考え方に、キチニは、自分の考えを確かめるようにした。

「しかしよ、ガロウ・ランが上じよう手ずに操縦するって驚おどろいたってのは、どうなるんだ？」

　トレンは、そのコモン人の考えをせせら笑う。そんなことでもしなければ気持ちを発散しようがないのだ。

「あんなことは信じられないんだ。あの時、ドーメを操縦したのはガロウ・ランじゃないんだよ！」

　トレンの言葉にマッタがカッとして上体を起こしてきたが、その首筋を、天幕の外から伸のびた手が、グイッと摑つかんで外に引きずり出していく。

「あっ、ああ……！」

「喋しやべったら、殺すっていっている」

　入口に寝ねていた女戦士のひとりがマッタを膝ひざの下に押おさえつける。

「手て前めえらのおかげで、男おとこ漁あさりにもいけねんだ。やらせなよ！」

　そういってマッタの下した穿ばきに手をかけるのは、隣となりにいた別の女戦士だ。

「勘かん弁べんしろっ！　そんな元気はないっ！」

「俺おれたちは、働くんで精せい一いつ杯ぱいなんだ！」

　キチニは天幕から顔を出してマッタを引き戻もどそうとしながら、精一杯の大声をだしたのは、ほかのガロウ・ランを呼ぶためなのだ。見張りの数が少なければこういう面めん倒どうが起こり、そうでなければ、勝てそうにない数のガロウ・ランに好きにされてしまうのである。

　カンドワの直系の部下たちが飛ぶようにやってきて、女戦士たちを追い払はらってくれた。

「捕ほ虜りよに手を出すな。そういってんだろっ！」

「手て前めえたちの臭においなんぞ、嗅かぎたくねぇんだぃ！」

　ガロウ・ランたちの騒そう動どうの隙すきに、天幕に逃にげこんだマッタとキチニは、さきほどのせせら笑いを忘れて、ぼんやりとしているトレンの前で、肩かたをおとして座り込んでしまう。

「どうしようもないな……」

　さすがに情けないだけの自分たちの境きよう遇ぐうになにも考えられない、とマッタは嘆なげいた。

「ニー！　起きたのか？」

　イットーは、上体をモゾモゾさせたニーに声をかけたが、まだ朦もう朧ろうとしているニーは、薄うすら笑いを見せるだけだ。

「……どうしたものか……」

　キチニは嘆たん息そくしても、地上人のトレンを気にすることはない。

「誰だれかを犠ぎ牲せいにする覚かく悟ごで逃げるにしても、カットグラとドーメを残すわけにはいかないものなぁ」

「カットグラとドーメを破は壊かいすればいいんだ。持ち帰ることにこだわりすぎた」

「ああ……」

　マッタの言葉に、イットーとキチニが相あい槌づちをうって見せたものの、実行しようという気分にまではならない。トレンはサラーンがいる場所を考えることに没ぼつ頭とうして、そんな会話は耳を貸すこともない。

「ウッ……」

　ニーが身じろぎをしたようだ。

　陣じん地ちがさわがしくなって、馬ば蹄ていの音がシェルターにも聞こえてきた。

「なんだい？」

　キチニが、入口のマッタに訊きく。

「伝令がきたらしい……」

　マッタがいう間もなく、カンドワたちの怒ど声せいが聞こえてきた。

「機械を動かせと？」

「今け朝さ、機械が飛ばなかった！　ギィ・グッガが怒おこっている！」

「どういうことだ？」

「ギィ・グッガは、集まった仲間に機械を見せておいたほうがいいと言った」

「できるものかっ！」

「少しは明るくなっている」

「飛ぶらしいな……示じ威い運動をやるらしい……」

　最後の女の声があのヘレナァのものだとわかると、マッタはガロウ・ランたちがそんなことをやるのかと驚おどろきながらも、「なんとか、つけこむ方法はないものかな？」とつづける。

「そううまくいくものじゃないよ。ここは、伝説の世界じゃないんだ」

　イットーが即そく座ざに拒きよ否ひするのは、ガロウ・ランたちとの生活に気力が萎なえ始めているからだろう。トレンは、ニーとおなじように中空を見つめたまま頷うなずきもしない。




　その頃ころ、ジョクは、厚い雲に阻はばまれて、ガロウ・ランの寄せるルートを遡さかのぼっていくことができず、まして、敵がオーラ・マシーンを置いている場所を探知することもできないでいた。

　だから、本ほん陣じんとドーメ部隊の無線の交信音を背後にうけられる空域で、アントバの山さん塊かいをゆるゆると滑かつ空くうしていた。捕ほ獲かくされたカットグラとドーメを発見できる可能性は、その無線にたよるしかないのだから、受信するための出力を最大にして、ニーたちが無線を使うことを期待してなのだが、ガロウ・ランがまちがって無線を使うこともあろうと、それを待っているのだ。

　しかし、もともと鉱石ラジオの微び弱じやくな電波なので、よほどのことがなければキャッチはできない。

「…………？」

　気のせいか、上空の雲が薄うすくなったように見えた。

『……雲が晴れる直前に、作戦は開始されるはずだ……』

　ジョクは、焦あせっている。

　作戦が始まる前に、ニーたちを救出したいと夢想して、ひとり前線の偵てい察さつに出てしまったのだが、これは軍事行動としては違い反はんなのだ。ガラリアが、ジョクのやろうとしていることを黙もく認にんしてくれたので、オーラマシーン部隊全体の雰ふん囲い気きでいえば、彼の行動は了りよう解かいされていると考えて良い。ドーメ部隊の指揮は、キサ・ハンドワに任せても大丈夫だ、とジョクは確信もしていた。

　しかし、思った以上に時間は経過しているのだ。

　ガロウ・ランの陣地でのことなど想像できないものの、ジョクは、雲のおかげで自分がガロウ・ラン以下のことをやっているのではないかと自じ嘲ちようしてしまう。

「生きているのなら呼んでくれ！　ニー！　マッタ！　キチニ！　生きているのならオーラ力で俺おれを導けっ！」

　これでは文学青年じゃないかと思いながらも、ジョクはコックピットで叫さけんでいた。恥はずかしいと思い知っても、ほかにしようがない……。

『……バーンがひとりで戦線を離はなれた気分はわかる……彼にだって、ニーたちを救出する気もあるだろう。バーンにはそれができる』

　そう考える。

『しかし、それを俺おれが認めてしまっては、俺はバーンに拮きつ抗こうすることができなくなる。それでは、この世界で生きていかれない。俺は……聖戦士をやってみせなければ、生きていけないんだ』

　いまのジョクは東京の学生ではないのだ。そう考えると、アリサのあの可愛かわいいだけと見える顔がちらつく。その上、あの後こう輩はいの美井奈の惨ざん殺さつされた光景がドンと視覚に襲おそってくる。

　あの殺され様ざまは確かに恐おそろしい。が、それが本当の恐ろしさというのでもなかった。見てしまったということで、その現実を瞬しゆん間かん的てきに圧あつ倒とう的てきに肯こう定ていしてしまったのだから、否定する感覚も嫌けん悪おする感覚も麻ま痺ひしていた。だから、いま予測している恐ろしさというのは、別のものなのだ。

　生せいということは、持続しなければならないことであるのだから、その継けい続ぞく感が遮しや断だんされてしまうという想像が、いまは自分のなかで受け入れることができそうもない。それがどのようなことからであろうが、途と絶ぜつされる事態になってしまうということそのものが、厭いやなのだ。

『バーンの気骨……あれが昔の侍さむらいとか騎き士しなんだ。ここではそれが生きるために要求されている精神なんだ……それはニーだけじゃない。この世界で少しはまともな連中なら、だれでも持っているふつうの精神状態だ。向上心ってやつかもしれない……俺たちの世界でいう企き業ぎよう戦士なんていっても、あれは言葉の問題でしかない。物理的に生死の境にいるというのじゃないからな……どうする。逃にげようがないんだぞ。ジョク！』

　バザザッ！　カットグラの脚あしが梢こずえにあたった。

　ジョクの視界に木の影かげが迫せまってきたと見えたので、ともかく機体をわずかに上じよう昇しようさせた。
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「ほどいてくれよ。水が欲ほしい。なんで縛しばられているかわかるけど、いまは暴れない。大だい丈じよう夫ぶだ」

「……!?　水だな？」

　キチニはニーの瞳どう孔こうを覗のぞいて、その言葉に用心深く頷うなずいてから、マッタに水を持ってくるように頼たのむ。

「脚あしがきついんだ……」

　キチニはニーの表情が安定していると見て、革かわ紐ひもをほどこうとしたのだが、「いいのか？」と、トレンがキチニの耳元に囁ささやく。

「暴れる力は、なくなっているよ」

「本人がいうことが、一番信用できないんだぜ」

　その言葉に、キチニは肩かた越ごしにトレンという別の世界の男の瞳ひとみをうかがうのだが、トレンはそれ以上制止はしない。

「足首がひどくかゆいんだ……」

　ニーのその言葉でキチニは足の革紐をほどいてやる気になりながらも、もう一度ニーの落ちこんだ頰ほおの上のひどく優しくなっている瞳の色を確認する。

「知らねぇぞ……」

　トレンもそうはいってみるのだが確信があるわけではないので、キチニから身を引く。事態が少しでも好転するのなら、なんでもしなければならないという思いは、キチニとおなじなのだ。あの女を抱だくためには、それは急がなければならない。

「ニー、飲ませてやろうか……」

　天幕の外がドーメとカットグラの発進の準備でさわがしくなっているなか、マッタが水をいれた木の容器を運んできて、それをニーの顔の前に捧ささげるようにした。

「すまない。恥はずかしいものだな……大人おとなになって、こんな風にしか水が飲めないというのは……」

　ニーのその言葉が最後の確認作業になる。

「キチニ……」マッタが顎あごをしゃくり、応じて、キチニがニーのうしろにまわって、手首を縛る革紐をほどいてやる。

「本当に、そんなに暴れたのか？」

　ニーは、マッタが差し出してくれた容器を苦笑を見せながら受け取って、口をつけた。

「…………」

　マッタもキチニも、そのニーの挙動にホッと息をついて目を合わせる。イットーは、そのふたりとトレンを見守るようにして、まだ警けい戒かいはしているものの、虜りよ囚しゆうの天幕はちょっとした安あん堵どの時間につつまれる。

「うまいな……こんな場所の水だが……」

　ニーは嚙かむようにして水を飲みこんでから、脚あしを動かして見せた。

「身体からだ中が痺しびれたようでな……参った……」

　そういって、もう一度、容器を口に運ぶ。

「それほど薬を使われてはいないんじゃないのか？」

　トレンがいぶかし気に呟つぶやいた、その言葉が終らないうちだった。

「アッグ！」

　マッタが正面から突つき飛ばされ、入口ちかくにいたイットーの手を踏ふみつけるようにして、ニーは天幕の外に飛び出していた。まるで嵐あらしだ。

「やられたっ！」

　誰だれの声というのではない。四人の捕ほ虜りよがいっせいに天幕の入口に上体を乗り出したとき、ニーは、背中を見せていたガロウ・ランの女戦士ミハが背負った剣けんを抜ぬいていた。

　トレンには、その光景が映画のように決まっているように見えた。

　そのむこうでは、ドーメとカットグラがシェルターから出て、発進しようとしているところだった。

「ア……!?」

　女戦士のミハが振ふり向いたようだ。トレンは、左右からマッタとキチニが飛び出すのを感じる。

「駄だ目めだっ！」

　キチニの制止など意味がない、とトレンには思えた。このまま戦うしかないと覚かく悟ごしたが、それはトレンの思い違ちがいだった。

　ニーは、長い剣の刃はを摑つかんで自分の首にむけるように大きく振ったのだ。そのニーの大きな動作の隙すきをついて、女戦士のミハは蹴けりをいれた。ニーはよろめいたが、剣を放すことはなく、また剣を自分の首に振り向けようとする。その足元に、キチニとマッタがタックルをかける。

「やめて下さい！」

「ニーっ！」

「手て前めえたちっ!?」

　最後の怒ど声せいは女戦士ミハのものだ。彼女は、三人の男がもつれるように倒たおれて、剣を振りまわそうとするニーの腕うでを、地に押おしつけようとするマッタとキチニの動きに呆あきれ顔を見せた。

「へはー!?……なにしてんだ？　ええ？　ヘッ！　ヘヘヘッ」

　背中の剣を奪うばわれた女戦士ミハは、巨きよ体たいを揺ゆすって笑い出していた。

「ニーッ！　気をしっかり持ってくれっ！」

「死なせてくれっ！　俺はバーン殿どののカットグラと闘たたかってしまったんだ」

「そんなことでっ！　剣を放して！」

　ニーの振りまわす剣を押さえたマッタが、それを奪い取ろうと苦戦するのを見て、女戦士ミハが、マッタの動きを助けるように、ニーの手首をとると剣けんを奪うばい取った。

「なんだよ！　こいつらっ！」

　ミハは、ようやくその剣が自分のものだと気づいた風だ。

「離はなしてくれっ！　この苦しさはわかるもんじゃない！　死なせろっ！」

「駄だ目めですっ！　死んでどうなるというものじゃないっ。マッタ、ニーの口になにかいれろっ！」

　ニーをはがい締じめにしたキチニは、ニーが舌を嚙かみ切るかもしれないと思いついたのだ。

「イットー！　なんかないかっ！」

　マッタもニーの足を押さえているので動けない。

「この革かわ紐ひもが使えるだろ？」

　トレンがニーを縛しばっていた革紐をイットーに投げつけた。

「…………！」

　イットーはそれ以上なにもしようとしないトレンに反感を抱いだいたものの、革紐をもって天幕を飛び出そうとして、騒さわぎを聞きつけてきたガロウ・ランのひとりに制止させられた。

「これをニーの口にいれるんだ。舌を嚙かんだら死んでしまう！」

「舌がどうした？」

　状じよう況きようを飲み込めないガロウ・ランの男は、ニーを取り押さえているコモン人と背をむけてしまった女戦士ミハを見比べる。その隙すきにイットーは革紐をマッタに投げたので、それに気づいたガロウ・ランの男は、槍やりの石いし突づきでイットーを殴りつけた。

「なにを騒いでいるんだっ」

　ドーメが浮ふ上じようし、カットグラがその黒こく褐かつ色しよくの機体を霧きりのなかに消したのを見届けたカンドワが、ようやくやってきた。

「抵てい抗こうしたんだけどねぇ……ヘッヘヘへ……」

「なーに、笑いやがってっ！」

　カンドワは、剣を奪われた女戦士ミハが、剣を収めるのを不思議なものを見るようにしてから、マッタがニーの口のなかに革紐を押しこんで猿さる轡ぐつわにするのを覗のぞきこんでいく。

「どうした？　ええっ？　面めん倒どうなことやってんな？」

「ニーが自じ刃じんしようとした。自殺をしようとしたんだ」

　カンドワには、自殺などというガロウ・ランの概がい念ねんにはない言葉は、理解できない。

「自殺？」

「自分で死のうとしたんだ。剣で自分の首を斬きろうとした」

「なんでだよ？　こいつは、自分で自分を殺そうとしたのか？」

「そうだ」

　自殺の意味はわからなくても、事態の異常さは飲み込めたので、カンドワはニーの症しよう状じようが気になった。

「ミュラン、わかるか？」

　カンドワは、おなじように騒さわぎに歩み寄ってきたミュランに訊きく。

「知らない話ではないな……死のうとしたんだろう？」

　ようやく押さえ込まれたニーを見下ろして、ミュランがいかにも知ち恵え者しやという風に応じる。

　ニーは、猿さる轡ぐつわを嚙かまされた口をモグモグさせながら、全身を痙けい攣れんさせていた。また噴ふき出した汗あせが、顔と上体の衣装をベットリと濡ぬらしている。

「早く手足を縛しばれ！」

　カンドワの命令に、キチニとマッタはトレンから革かわ紐ひもをもらって、またニーの手足を縛っていく。そうなれば、ミハもほかのガロウ・ランたちも、呆ぼう然ぜんとコモンの虜りよ囚しゆうのやることを見守るだけになった。

「ミュラン、聞いたことがあるといったな？　どういう話だったか？」

「痛めつけるとコモンは、死にたがるよ」

　トレンを獲え物ものにしようと考えていた女戦士のミハは、彼女なりに考えていた言葉を口にした。

「そうそう、チンポを斬きると自分から死ぬ」

「ギャッ！　ハハハ……ッ！」

　ミハの言葉をうけたほかの女戦士たちの応答に、コモンの男たちをそのようにいたぶることを思い出した女戦士たちが嬌きよう声せいを発し、男たちも別の光景を思い描えがいて笑いあった。

「……なんで手足の紐を解いたんだ？」

　カンドワはようやく納なつ得とくすると、立ち上がったマッタに訊きいた。マッタもキチニも手足が自由なまま、ガロウ・ランたちに囲まれてしまい、

「水を飲みたがった……おとなしかったんで、俺たちが油断したんだ」

「そうかい……カンドワ、こいつはうっちゃるか？」

「そうしろ。面めん倒どうだな。機械の修理は、そっちの奴やつらにやらせればいいだろう」

　カンドワは、天幕の入口のところで槍やりの石いし突づきで殴なぐられて呻うめいているイットーのほうに顎あごをしゃくった。

「それではイットーだって働けないんだ。それは駄だ目めなんです！」

　マッタが抗こう議ぎしたのは、ニーを助けたい口実にすぎないのだが、カンドワはマッタの頰ほおを殴りつけて黙だまらせてしまった。

「こいつは、外に捨てろっ！」

　ニーを踏ふんづけたカンドワは、女戦士たちに命令するとその場を去っていった。

「ニーっ！」

　女戦士たちを制止しようとしたキチニは、ガロウ・ランの男たちに天幕に放ほうりこまれ、マッタもそうされた。

　ニーは、嬌きよう声せいを上げる女戦士たちの手で宙に持ち上げられると、シェルターの外に運ばれていった。女戦士たちにすれば、コモン人の男ひとりぐらいゴミとおなじようなものである。

　天幕の入口はガロウ・ランの男たちが固めて、ニー以外の虜りよ囚しゆうはまたおなじように膝ひざを抱だいて、天幕の下に睨にらみ合うかたちになるしかなかった。

「ニーは、殺される……」

　キチニは、膝ひざに頭をつっこんで呻うめいた。

「ニーがまともなら、ドーメに接近できた。脱だつ出しゆつだってできたかもしれねぇ」

　トレンの言葉は、コモン人三人の神経を逆さか撫なでにした。

「地ち上じよう人びとには感情がないんですかっ!?　ニーは、一度ならずあなたを庇かばったはずです！　今からでも、ニー・ギブンを助けに行く気はないんですか」

「なら、お前たちが行ったらいいだろう。行けるかっ!?　ええっ!?　入口に何人のガロウ・ランがいると思っているんだっ！」

　イットーの非難に、トレンは数倍の怒いかりの言葉を投げかけて応じた。




　まだ残る雨のなか、ニーを森のなかに運んでいったミハたち女戦士は、ニーをなぶりものにして楽しむつもりだった。機械のそばにきてから、こういった生なま々なましい楽しみを忘れていたから、彼女たちは興こう奮ふんしていた。しかし、女たちの手に支えられているニーには、不幸にして自殺を実行しようとした理性がまだあったのである。

『こんなことならっ……』

　その言葉にならない悔くやしさにニーは涙なみだを流しながらも、手足を動かして抵てい抗こうしようとしたが、女戦士たちの手は頑がん丈じようで、どうなるものでもなかった。

「元気のいい生き血は、精をおこすからねぇ」

「たまには、赤い血まみれの肝かん臓ぞうが口にはいらないとさ、ギャッハハハ……」

　女たちの抑おさえられていた感情が爆ばく発はつして、昔のガロウ・ランの習性がほとばしるのだ。しかし、女たちの楽しみはそこまでだった。

　ボキッ！

　遠い頭上で木が折れる音がして、つづいてザザザッッと木が押おし分けられる音と、ギュヒューン！　と、いまでは、彼女たちには珍めずらしくなくなっていたカットグラのオーラ・ノズルの音が、彼女たちの頭上を覆おおったのだ。

「なんだ？」

「ヘレナァの奴やつ！」

　ひとりの女戦士は、自分たちとまったくソリのあわない女戦士を罵ののしる声をあげる。が、森に蓋ふたをするような霧きりをささえる木々が揺ゆれると、雨あめ飛沫しぶきと小枝が女戦士たちを襲おそった。

　ギューン！

　体勢を立て直そうとするカットグラのオーラ・ノズルの音が、木々を震ふるわせ、つぎにミハたちガロウ・ランの女戦士は、やや黄銅色に銀をくわえたようなカットグラの脚あしを見ていた。

「うっっ……！」

　その間に、ニーは女たちの腕うでのあいだをすべって、下草のしげる地面に落ちていた。

　雫しずくをまきちらす梢こずえが左右に開くと木々に爪つめを立てたカットグラが、オーラ・ノズルの出力を増大させて、林の下を暴風のようにしていく。

「ウッ……!?」

　体勢を立て直そうとしたニーは、その機体を仰あお向むけの姿勢のまま見て、ジョクのものだとわかった。女戦士たちは、左右に疾しつ風ぶうになって四散していく。

「ジョク！」

　身体からだを転がして上じよう昇しようをかけようとするカットグラに、ニーは声にならない呼びかけをした。

『こんな状じよう況きようでしか、ジョクと遭そう遇ぐうできないのか…！』

　ニーは胸から溢あふれ出る悔くやしさに身をよじり、それでも木々のあいだを移動するカットグラの脚あしを見上げて、追いかけようとした。

　ガロウ・ランの女たちは、カットグラがつくる暴風のなかを、俊しゆん敏びんに地を這はうようにして陣じん地ちに駆かけもどる。

「敵のカットグラだ！」

　ミハは、息をついてカンドワとミュランに報告する。その距きよ離りではまだカットグラの影かげを見ることができない。が、音は霧きりをとおして聞えてくる。

「……ヘレナァのではないのかっ!?」

「間ま違ちがいない！」

　ザザッ！　まだ梢こずえを擦こするように飛行するカットグラの音が、陣地の頭上に迫せまるように聞える。

「見つかったのか？」

「ブラバとヘレナァが見つけているなら、その音が聞こえるはずだ！」

　カンドワが呻うめいた。

「方向が違う……」

　ミュランは耳をそばだてて、陣地の上空を見やる。

「霧のなかでも飛ぶのか……敵のカットグラは……」




　ジョクがニーの頭上に降下したのは、その直前にカットグラとドーメの影を霧のなかに見たからである。断定できるほどはっきりした形には見えなかったので、用心してカットグラの脚が森に接せつ触しよくするまで降下したのだ。その感触はコックピットでもわかる。その高度でホバリングをかければ、山に激げき突とつするようなことはない。

「……もしあれが奪うばわれたオーラマシーンなら、この下に前進基地がある……？」

　それがジョクの感触だった。

　しかし、ミハたちを驚おどろかしたとき、ジョクは彼女たちもニーも感知できなかった。それほど視界が良いわけではないし、よしんば晴れていても、梢越ごしにニーたちの姿を目もく撃げきできるという状況ではない。

『しかし……？』

　今から追っても、敵のオーラマシーンを発見できるとは思えなかった。が、ジョクはもう一度だけ降下して、森のなかを確認してから、ガロウ・ランたちのオーラマシーンを追っても良いと思った。

『雲が薄うすくなったら戻もどれるように、目印を残す』

　ジョクは、漠ばく然ぜんとそう考えたのだ。

　脚あし下もとの森のなかにいるニーの意識が呼んだのかもしれないとするのは、都合がよすぎよう。

「…………？」

　ジョクがカットグラに降下をかけさせたというよりも、機体をジャンプさせるような挙動をさせた。そのために、カットグラの機体が森のなかに沈しずんだ。そのとき、カンドワの陣じんのシェルターの網あみをジョクのカットグラの脚あしが引き千切ったのだが、そんな微び妙みような抵てい抗こうはコックピットにはつたわらなかった。

「敵だっ！」

　突とつ然ぜんの敵のカットグラの降下に、カンドワたちは動転した。

「カットグラ!?」

　コモン人の捕ほ虜りよたちとトレンは、天幕から見上げるようにした。

　ホバリングしたように見えたカットグラの脚とオーラ・ノズルの排はい気きと巨きよ大だいな羽根の震ふるえる音とともに、天幕が揺ゆれて木き屑くずや藁わら束たばが飛んだ。

「ジョクの機体だ！」

　イットーが興こう奮ふんして飛び出す。救いを求めるというのではない。衝しよう動どう的てきにそうしただけだ。

　マッタはそれにしたがおうとしたが、キチニは違ちがった。整備台の下にあるカンテラを目にすると、それを蹴け飛とばしてからシェルターの端はしが揺れるほう、イットーとマッタのほうに走っていった。

「コモン人を押えろっ！」

　捕虜たちの動きに気づいたミュランが、左右に逃にげ惑まどうガロウ・ランたちを一いつ喝かつした。

「カンドワっ！　コモン人が逃げるっ！」

　そんな声が上がる頃ころには、キチニが蹴ったカンテラの火の手が大きくなり、油などにも火がまわって黒こく煙えんをあげはじめた。

　イットーの左右を逃げようとしたガロウ・ランの何人かが、ミュランの声を聞き、そのなかのひとり、女戦士のミハは背中の剣けんを抜ぬいた。

　上じよう昇しようをかけようとしたカットグラの脚が、最後のジャンプのステップを得ようと、ドンッと地につく。

「……ジョク！」

　カットグラのコックピットのハッチが見えたので、キチニが声を上げる。カットグラの羽根とオーラ・ノズルの噴ふん射しやの勢いで周囲の霧が払われて、視界が開けたのだ。

「何っ！」

　ミハは見上げながらもイットーを捕つかまえていたので、その強ごう力りきでイットーの首を締しめていた。

　整備台の下の火が大きく赤い色になって、ジョクの目についた。

「ウッ……!?」

　ジョクは、ガロウ・ランの女戦士に剣を突つきつけられているイットーを見ることができた。

　と、その脇わきに、男のガロウ・ラン、カンドワが走りこんで、ジョクのほうに何事か怒ど鳴なっている姿も見えた。

　ジョクはハッチを開きながらも、カットグラのフレイ・ボンム・ライフルといわれているものの砲ほう口こうをそれらに向ける。

「退さがれえっ！　カットグラっ！　でないとこいつらを殺すぞぉ！」

　カンドワの声がジョクに届いたが、正確なコモンの言葉を話しているのかどうかわからなかった。が、ジョクにはその男のいっている意味はわかった。

「ジョク！　カットグラの後ろのほうにニーがいるはずだ。そっちにはガロウ・ランはいないっ！」

　マッタの絶ぜつ叫きようだ。

「うるせぇっ！　さっさと消えなっ！」

　カンドワとミュランは、部下たちとともにマッタを取り押おさえる。

「捕ほ虜りよを傷つけるなっ！　後退するっ！」

　ジョクはカットグラを一歩後退させながらも、フレイ・ボンム・ライフルで背後の木々の梢こずえを押し退のけていった。

「ジョク！」

　ニーにすれば、目の前に懐なつかしいカットグラの脚あしを見上げるかたちになった。木を背にして立つことができた。手足は革かわ紐ひもでくくられているのだが、とりあえずマッタとキチニが縛しばったものでしかないので固こ縛ばくは緩ゆるかったし、女戦士たちに運ばれているあいだにも緩くなっていた。それをさらにねじって緩めようとしながら、ジョクのカットグラを迎むかえた。

　そのカットグラの脚が、またゴソッと目の前に迫せまる。

「ジョク！」

　それは、夢に似た光景だった。

「ジョク！」

　ニーは理由わけもなく涙なみだをボロボロこぼしながら、縛られた身体からだを揉もんでいく。梢の上にカットグラの上体がかがんで見えた。

「ニー！」

　ジョクの声だ。

「ここだぁー！」

　全身で声をあげようとして、必死で革紐の猿さる轡ぐつわを押し出すようにしながら、革紐を引きずり出す。手は上げられた。

「どこですっ!?　ニー殿どのっ！」

「ここです。聖戦士殿っ！」

　恥はじも外がい聞ぶんもなくもう一度声を出した。今度はきちんと発音ができ、全身で叫さけべた。ニーの視界には、梢越ごしにカットグラの胸の位置にあるコックピットから、ジョクの姿が垣かい間ま見みえた。霧きりはうすく流れている。

　コックピットのジョクが啞あ然ぜんとしているのもわかったから、ニーは手足の革かわ紐ひもを緩ゆるめることに集中した。いつまでもこんな格好を聖戦士に見られるのは恥はずかしいと思いついたからだ。

　ジョクにすれば、ニーが縛しばりあげられているとは想像もしなかったから、

「ニーッ！」

　周囲にガロウ・ランの姿がないことを確かめたジョクは、カットグラの手を下ろして、ニーの上体を摑つかんでやった。ニーの身体からだを傷つけないように木々の上まであげると、ジョクは、カットグラを上じよう昇しようさせた。

　カットグラの上昇音が霧のなかに消えると、イットー、マッタ、キチニたちは、カットグラに踏ふみにじられて、垂れ下がった網あみが揺ゆれているのを見つめるだけになった。

　彼らには、カットグラがニーを助けたと思いたかったが、それは目もく撃げきなどできるわけがなかった。

「あのカットグラの挙動は、なにかを拾ったように見えたけどな」

「手元のほうが霧のなかだったから、何をしてたんだか……」

「離はなしてくれよっ！」

　イットーはホッと息をついたガロウ・ランたちの手を解ほどくと、さっさと天幕のほうに歩き出していた。ガロウ・ランたちもじゅうぶんに動転したあとだから、そんなコモン人の行動を諫いさめる者はいない。

「そっちも入れておけっ！」

　カンドワは、キチニとマッタのことを部下たちに命令すると、周囲にウロウロするガロウ・ランたちにいったものだ。

「わかったけぇ？　コモンを生かしておけば、こういう風に使うこともできんだぜぇ！」

　彼は、人質を見せることでカットグラの攻こう撃げきを中止させて、機械に殺されずにすんだことを宣伝している。

　カンドワは、得意であったのだ。
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　ジョクは、ニーの身体からだをコックピットに引き入れると、解ほどきかかっていたニーの革かわ紐ひもを、シートの右下にある短たん剣けんを取り出して切ってやった。

「戦士ジョク……合わせる顔がありません」

　シートの脇わきに身を縮めるように立って上体をかがめたニーは、一度姿勢を決めたら動きようがない姿勢のまま、ジョクの耳元で謝罪する。

「気にするな。俺おれだってキチニたちを助けられなかった……」

　ジョクはニーを見上げようとしても、あまりに近くに身を寄せているので、その二の腕うでぐらいしか見ることができなかったが、その腕が震ふるえているのがわかった。妙みようだとは感じる。

　が、そんなニーの状態を考えているひまはなかった。

　人質がいるのを確認できたのに、イットーたち三人の姿を見たとき、カットグラの強力な兵器を使えば、彼らを傷つけてしまうと考えてしまって、何もしてやれなかった自分にいらだちを感じるからだ。

『力押しをしていれば、助けられたはずだ……』その思いが自分を臆おく病びようだと思わせる。

　その嫌けん悪お感かんが、無線を発信しなければならないことを思いつかせるのは、別のことをやって自己嫌悪を忘れさせようという心理がはたらくからで、そのための自己弁護の理り屈くつも思いつく。

『偵てい察さつ中、霧きりで迷ってしまった。本来は、ドーメの行動を掩えん護ごする予定だったが動転して、方位を確かめる無線を使うことも忘れていた。しかし、無線も反応しなかったのは、湿しつ気けのせいだと思える……』

　このようなときの言い訳は饒じよう舌ぜつである。ジョクは、鉱石ラジオ・レベルの無線のスイッチをいれた。

「……ジョク機、方向を見失った！　方位、報しらせっ！」

　叫さけびながら、ジョクはカットグラの機体をタテに回転させて、自軍の電波の方位を探ろうとした。パッと周囲が明るくなる。雲の上には、一いつ杯ぱいに昼のオーラの光と青空があった。

「ああ……!?」

　一いつ瞬しゆん、息をついて、ジョクは気を取り直す。

「ニー！　見ろ！　雲の動きが速くなっている」

　ジョクが正面のハッチを開くと、乾かん燥そうした空気がサッと身体を洗ってくれた。ジョクはシートから上体を前にだせる状態になれたので、ニーのほうに振ふり向く。

「…………!?」

　ニーはシートの真後ろに身体を押し込んで、ヘッドレストにかけた両腕のあいだに顔を埋うずめたまま身じろぎもしない。湿気の塊かたまりのなかにいたはずなのに、この爽そう快かい感かんさえ気がつかないように身体を硬こう直ちよくさせているのだ。両腕のあいだに見える額ひたいは、汗あせに濡ぬれてひどく蒼そう白はくに光っていた。

「どうした？」

　口にはしてみたものの無線が気になって、ジョクはシートに身体からだを戻もどす。

「こちらジョク！　ニー・ギブンは回収した。位置を知らせろっ！」

　ドーメ部隊と本ほん陣じんとのあいだの交信が、はっきりと聞える方向に機体を正対させると、再度カットグラを降下させていった。視界がまたも息がつまるような乳白色に包まれたが、無線の電波の感度から、まちがいなく味方の本陣にむかうコースに機体をのせることができたとわかったのは、本陣とドーメ部隊との交信が強度を増しているからだ。

　ジョクは、カットグラの脚あしを前につき出すようにして、ゆっくりと滑かつ空くうさせていった。

『出直してくるしかないが、キチニたちの救出方法は、それまでに考えればいい』

　そう思えれば、ニーのことが気になった。

「ニー、あの陣地の位置を地図に書けるかな？」

「ああ……？　ああ……！」

　ジョクの頭のすぐうしろでニーの息が大きく頷うなずいてくれたが、声よりも息いき遣づかいのほうが大きかった。

「……？　ニー？」

　振ふり仰あおごうとして、電波がとつぜん聞えなくなった。ジョクはあわてて正面にむくと、カットグラの降下速度を落させるために、羽根を震ふるわせて上じよう昇しようをかけさせた。

　正面に山がきたのだ。

　目の前一いつ杯ぱいにフッと壁かべのような影かげがあらわれて、その影が、あっという間に岩の表面のディテールを浮うき上がらせた。それを飛び越こえるために、もう一度カットグラの羽根を使おうとして、いま見た敵の陣地がある場所だけは確かめたくなって、ジョクは、カットグラの機体をタテにして、脚を前方の岩いわ肌はだに接地させた。

　爪つめが岩を嚙かみ、岩が転がる音が足あし下もとに消えていった。

「…………？」

　まさか、上空に敵のオーラマシーンの影があるなどと思いたくなかった。

「ニー、戦場では良くあることだ。気にしすぎるなよ」

　警けい戒かいする視線だけは四方に送りながら、ジョクは左腕を背後に上げて、ニーの肘ひじをさぐった。その肘はジットリと汗あせばんでいた。

「おい、ニー……？」

「わかっているさ。大だい丈じよう夫ぶだ。イットーやマッタ、キチニは、大丈夫だろうか？」

「大丈夫さ……敵のカットグラとドーメの整備に、彼らは必要なんだろう」

「そうそう、だから殺されなかったんだ」

　ニーがきちんと受け答えをしてくれたので、ジョクは安心した。かすかに脚下の雲が薄うすくなって、木々の波が見えた。

　ジョクは、一いつ瞬しゆん見た光景の高度感を信じて、さらにカットグラを降下させて、ホバリングをかける。

『こんなところをセスナで飛行していたら、とっくに死んでいるな』

　かすかに木々の梢こずえが数本、墨すみ絵えのように浮うき上がり、

『やってみるか……』

　ジョクは、場所の痕こん跡せきをのこしておくために、カットグラにフレイ・ボンム・ライフルを構えさせて一射した。赤い筋が霧きりをわけて森の木々を舐なめ、その影かげをほんのりと浮うき上がらせたが、炎ほのおの列は乳白色のむこうにすぐに溶とけ込んでいった。

「上がるぞ」

「そうだな。危険だ」

　ニーの感想が的確に思え、ジョクはそれに安心して、カットグラを電波が受信できる高度まで上げた。

『……ジョク機！　方位、報しらせっ！』

　それは、ドーメ部隊の無線だった。

「ジョク機、無線を受信している。まだ周囲は見えない！」

　再度、ジョクが呼びかけたとき、カットグラの機体の左右に流れる雲の塊かたまりが見えて、つぎにパッと視界が開けた。

「ウッ……!?」

　息を吞のんだ。

　雨雲の高度が下がっていて、その上に流れる雲の帯は少なくなっていた。ジョク機の高度は、四、五百メートルといったところだ。

　山やま裾すそは、ジョクの背後から前方に流れ込み、左前方に斜ななめに黒い筋が見えて、川の流れが前方の山並のむこうに消えていた。

　雲が切れはじめて、その切れ間切れ間のその手前、ジョクの脚元から川にむかうように、ギィ・グッガの軍が横に展開しているように俯ふ瞰かんできた。

「ニー、ギィ・グッガの軍だ！」

「…………」

　軍の数は読めようがなかったが、ガラリアと見たときの筋のような軍の印象にくらべると、雲の切れ間に見える軍の塊は数十倍という印象があった。錯さつ覚かくだと思いたい量だ。

「敵軍の上空に出た。陣じんに帰る！」

　ジョクは、右下に山の斜しや面めんを見るように加速をかけながら、左右の山の形との位置関係を頭に叩たたき込みながら、敵の陣容を観察しようとした。谷間から、山裾数十メートルの斜面に何度も視線を走らせながら、観察する高度の背景に空がくるようにした。敵の強きよう獣じゆうの影が識別できる高度にまでは降下したいと思う。

「……出ていないな？」

　そう思ったときだ。機体が下から突つき上げられ、コックピットの周囲がバッと赤く焼けた。

「きたっ！」

「ああ……!?」

　あのいまわしいドラゴンの形に似たドラゴ・ブラーが、火か焰えんの一射をかけてきたのだ。

「チッ！」

　回かい避ひ運動にはいりながら、ジョクは、フレイ・ボンム・ライフルを数射して迎げい撃げきした。当らない！　ジョクの退避運動が速すぎて、ボンムの火線がはっきりと曲がっていくのだ。

「……!?　敵も速い」

　ジョクは、雲の下を泳ぐようにして、自軍のあると思える方位にカットグラを突とつ進しんさせると、ドラゴ・ブラーも低い高度からジョク機を追ってきた。人は乗っていないようだが、ドラゴ・ブラーには一度狙ねらった獲え物ものを追う習性がある。

「……ということは、ほかにも来るな」

　ジョクの勘かんというほどのものではない。左下から突つき上げるように、黒いカットグラが仕し掛かけてきた。

「敵のカットグラが出た！　ジョク、交戦中！」

　そのドラゴ・ブラーとカットグラは、ギィ・グッガの軍の上空で示じ威い運動をしているときに、ジョクの無線を傍ぼう受じゆして接近してきたのだろう。ドラゴ・ブラーは、あきらかに背後の黒くろ塗ぬりのカットグラの誘ゆう導どうをうけて上じよう昇しようしてきたのだ。

「ドーメはっ!?」

　ジョクは敵のカットグラの一射を回避しながら、まだ見えない敵てき影えいを気にした。

　バキンッ！

　衝しよう撃げきが走り機体の脚あしが払はらわれる感じがして、ジョクは横からの加重をうけた。ニーが横よこ壁かべに激げき突とつして呻うめいた。右上にドラゴ・ブラーの長い胴どう体たいが走って見えた。

「チ！」

　ジョクは、カットグラの左手に剣けんを握にぎらせると抜ぬき打ちをかけた。前方右上で、ドラゴ・ブラーの長い胴がクルッと丸くなった。手て応ごたえはあったのだが、たいした傷は与あたえていないとわかる。スルリと伸のびたドラゴ・ブラーの胴が真まつ直すぐに下に流れ、その手前に黒いカットグラがすべりこんで、またも一射を仕掛けてきた。

　バフッン！

　ジョクは、剣をそのフレイ・ボンムにたいして旋せん回かいさせて楯たてがわりにしながら、上昇をかける。

　バウッ！　もっと激しい赤い光に包まれたと感じた。横よこ殴なぐりのフレイ・ボンムの直撃である。

　距きよ離りがなかったら撃破されたところなのだが、それでも、コックピット内がカッと熱くなった。

「ウッ！」

「ああ……！」

　ニーの怯おびえた声が、右に左にとジョクの耳じ朶だをうつ。

　加速はゆるめずにフレイ・ボンムのきたほうに機体をむけて、フレイ・ボンム・ライフルを斉せい射しやするしかない。照準などしている間などはなかった。

「ドーメの奴やつだ！」

　ジョクは、自機を雲のなかに飛びこませて、機体を水平にしながら左右を見て、機体を上下に揺ゆすった。いまの直ちよく撃げきで機体に歪ゆがみが出ていないか確かめたのだ。軋きしみ音はなかったが、機体は安定していないように感じる。揺らつく……。

「ドーメか！　ドーメッ！　黒いドーメッ！」

　戦せん闘とうにはいって、はじめてニーが明確な意志をもった言葉を発した。

「ガロウ・ランが操縦しているのか!?」

「そうだ。ガロウ・ランはやるんだ。ガロウ・ランはっ……！」

　そう応こたえたニーの声には、まだ汗あせに濡ぬれているように曖あい昧まいな響ひびきがあった。

「よーし！」

　横揺れを感じる機体を構わず、ジョクはカットグラの高度をかすかに下げた。地面にたいする雲は薄うすくなっていたが、黒のカットグラとドーメは、地面を背景にすると見えづらいという不安が頭をよぎる。

「チッ！」

　機体の横揺れの原因がわかった。カットグラの右の羽根がなくなっているようなのだ。そのために振しん動どうというよりも揺れが大きいとわかる。

「ン……！　ハバリーか……」

　地面を這はうようにハバリーの影かげが横切って見えた。ジョクは、敵のカットグラに有効打を与あたえられないまま、戦闘空域から離り脱だつするのではドレイクに申し訳がたたないと思った。そんな思いは、戦闘中に考えてはいけないことだ。

「しかし……！」

　脱出をかけた。かなり飛行をしたあとである。補給をしてからでないと危険だと感じたのだ。

　このあたりの思い切りが悪いと、即そく、戦死するのが戦場なのだから、ジョクはドレイクへの思いを吹ふっ切った。そのような芸当はできるようになっている。

　戦死してしまえば、叱しつ責せきも軍功もあったものではない。

　ジョク機が加速をかけたとき左右の雲が払はらわれ、それが不幸にも、ブラバのドーメが旋せん回かいをしてジョク機に対そうとした近くだった。

「カットグラだっ！」

「ン……!?　追えっ！」

　ドーメのプラットホームに立ったブラバは、ブリッジで興こう奮ふんするふたりのクルーに和して、ガロウ・ランの勇者そのものと化して吼ほえた。黒のドーメは旋回をかけおわって、ジョク機の右前方から接近して、三本のアームのフレイ・ボンムを連射した。

　ジョクもライフルで迎げい撃げきしたが、その射線上の数条のフレイ・ボンムとジョクのフレイ・ボンムの火か焰えんが激突して、ドボウッ！　と、空中で激突した相互のフレイ・ボンムは、赤と黒と黄の塊かたまりになって、空中に華はなを咲さかせた。

「逃にがすかよっ！」

　ブラバは、その火球を飛び越すようにしてドーメを駆かったが、ジョクのカットグラにかなうわけがない。

「やめろっ！　ブラバ！」

　そのドーメを追う黒のカットグラのヘレナァは、ブラバの深追いを危険だと絶ぜつ叫きようした。

「うるせえよっ！」

　全身に風をうけたブラバが、女の制止など聞くわけはない。ジョク機に離はなされながら、なおも追つい尾びを敢かん行こうしようとする。

　ジョクはニーのことに捕とらわれたり、ドレイクの思いを勘かん案あんしたりしてしまうから、気持ちが弛し緩かんしてこのように劣れつ勢せいにたたされるのだと思い知って、

「掩えん護ごは来ないのかっ！」

　そんな風に罵ののしってしまうのだが、そのときには、とっくに、ギィ・グッガの陣じんを飛び越えていた。

「来たかっ！」

　ジョクは、前方に自軍のドーメ部隊の影かげをみとめて、「ジョク機！　敵ドーメとカットグラに追尾されている！」

　ジョクの視界にドレイク軍のドーメ部隊の影が大きくなり、追尾していたブラバも、それを発見する。

「ウッ！」

　ガロウ・ラン、ブラバの目に、ジョク機が点のようなドーメ部隊のなかにはいって識別できなくなると、その点の集合体のなかから、ひとつの点が群のなかをよぎるように一直線に運動して、一方の雲のなかにもぐりこんでいくように見えた。

「なんだ!?」

　そのような空中での群の動きは、強きよう獣じゆうのものでもあまり知ることはない。ブラバは、つぎの事態を考えようとしたが、それほど深い思考を投入する術すべは知らない。ガロウ・ランの直感は追うか逃にげるの行動を促うながす以上のものはないのだ。

　一息つくと、ブラバはブリッジのクルーに後退を命じた。が、命令をうける間もなく、

「ブラバ！」

　ブリッジのクルーの悲鳴が足元からはじける。

「わかっている！」

　が、そのブラバの応答は、つぎのクルーの悲鳴で消えた。

「敵です！　左の雲っ！」

「なに!?」

　左を見た。ジョクのカットグラが、雲のなかから染しみ出すように迫せまり、つぎに、フレイ・ボンムの閃せん光こうが拡大していた。

「うわっ！」

　ブラバは、プラットホームのハッチからブリッジに落ち、ブリッジの窓が赤く染まった。クルーとブラバは、激げき震しんする機体を制せい御ぎよするのに必死で、一方の空気が熱くなるのに気づくひまはなかった。

　ジョクは、ブラバに一いち撃げきをあたえると、後方に迫せまる黒のカットグラの攻こう撃げきを避さげるために、雲に飛びこんでいたのだ。

「黒のドーメは損傷したようです。どうしますっ!?」

「攻撃しろ！　敵だ！　とどめを刺させっ！」

　カットグラがかすめるのを横目に見ながら、ドーメ部隊の戦せん闘とう隊長のキサ・ハンドワが左右のドーメにむかって号令をしていた。

「後続はこのままっ。上空を警けい戒かい！　ハバリーも出てくるかもしれんぞ！」

　バーンに声をかけられたあの新任のパイロット、マンダサン・トレゾーンは、一気に降下すると黒いドーメに仕し掛かけていた。

「デッ！」

「来たかっ！」

　ブラバは、そのマンダサン機を右に見て迎げい撃げきしたが、ジョクの攻撃で一基のアームは使えなくなっていたし、機体の震しん動どうは狙ねらい射うちを不可能にしていた。

「あれを黙だまらせるんだ！」

　キサ・ハンドワの命令が全ドーメに伝えられて、マンダサン機につづいて、前列の一群が降下を続ける黒いドーメを追った。

　リスクを背負ったブラバには、不幸だった。はるかに錬れん度どの高いドレイク軍のパイロットたちが、左右上下からブラバに追つい尾びして、回りこんで集中砲ほう火かを浴びせかけた。

「ケッ！」

　それでも、ブラバは、何度かはそれを回かい避ひしたのだが、数度の直撃で焼けたブリッジの壁かべに身を寄せたクルーが、炎ほのおに焼かれるのをどうしようもなかった。

「くそぉーっ！」

　地を何度か舐なめるように滑かつ空くうしたブラバのドーメが、大きくバウンドして湿しつ原げん地帯に突つっこんだとき、その光景を観測していた両軍の前衛から、歓かん呼こと失望の叫さけびがあがった。

　知ち恵えを使うことを覚えはじめた稀き代だいのガロウ・ラン、ブラバは、ひょっとしたらギィ・グッガを抜ぬくかもしれなかった男であった。

　その彼は、ようやく手にすることができたオーラマシーンを駆かったからこそ、寿じゆ命みようを全まつとうすることができなかったのである。知恵を使いすぎたということはない。が、自信にすぎたといえないではなかった……。




　ジョクは、ドーメ部隊を指揮する騎き士しキサ・ハンドワに礼の言葉をのこすと、ドレイクの本ほん陣じんの上空を通過して、オーラマシーンの前進基地であるジヤハの森に降下した。

「すぐ出るぞ。羽根を直す必要はない。ニーの身体からだのぐあいが悪い。すぐに軍医を呼んでやってくれっ！」

　ジョクは整備兵にそう命令すると、ケルムド・ドリンの待つ天幕に走った。

「……雲に巻かれて迷ったのでありますが、それが幸いしました。敵のオーラマシーンの基地を発見して、キチニたちを目もく撃げきしてニーだけは収容できました」

「そうか。すぐ出られるな？」

　ケルムドは、ジョクが勝手な行動をしたことは承知していたが、いまは、何もいうつもりはなかった。

「ドラゴ・ブラーも一頭見ました。手傷を負わせたはずです。つぎの自分の出しゆつ撃げきにあたっては、ドーメを一機つけてくれると助かるのですが、できましょうか？」

「……最後の野や砲ほう運うん搬ぱんの一機が戻もどるころだ。それをつけられるだろう……誰だれだったか？」

　ケルムドはかたわらの兵に質問する。その女兵士は、手にした出撃簿ぼを覗のぞきこんで、

「ミッツマ・ハレザスです」

「いいな？」

「はい……。そう、ガラリアは？」

「バーナ湖の敵にたいして空くう襲しゆうをかけるために移動した」

「そうですか……申し訳ありませんでした。こんなに遅おくれるとは思いませんでした」

「……無線も使えなかったのか？」

　ケルムドが、さすがに質ただした。

「はい……湿しつ気けが配線をショートさせていたらしいのです。そういうものです」

　技術の問題を口にすれば、コモン人はなにもいえなくなる。ジョクはそれを利用したのをうしろめたいとは思う。しかし、ニーを救出できたのだから、勘かん弁べんして欲ほしいと願うのだ。軍律違い反はんはいまの自分には辛つらいと訴うつたえたい。

「調べさせよう……戦争が終ったらな」

「ハッ、頼たのみます」

　ジョクは、ケルムドの優しい言葉に、ふかぶかと頭を下げてしまった。

「敵に捕とらえられているほかの捕ほ虜りよたちはどうするね？　奪だつ還かんできるのかな？」

「個人の感情としては、万ばん難なんを排はいして救出したいのですが……」

「状じよう況きようがわからないので、わたしに判定はできない。しかし、だ。敵に渡わたったドーメは、すでに撃げき墜ついされたという……」

「はい……」

　ジョクは、つぎのケルムドがいおうとしている言葉はわかっていた。

「ニー・ギブンを救出した。となれば、敵に捕ほ獲かくされたカットグラといえども、補給物資が底をついているだろうから、敵のオーラマシーン部隊の基地の存在は、脅きよう威いではなくなったと考える」

「はい」

「……捕ほ虜りよは忘れろ。聖戦士殿どのは、前線に戻れ。野砲の攻こう撃げき前に、空襲によって敵の背後の退路を断つのが急務である。キサたちドーメ部隊は、晴れる前に強きよう獣じゆう部隊を殲せん滅めつするはずである」

「はッ……」

　ジョクは、目を閉じた。

　その間に、無線にとりついていた兵が、ケルムドにメモを渡わたしにくる。

「ドーメの撃げき墜ついは確認された。キサたちは、ハバリーの休息場所を発見したらしい。これ以上の勝手は、わたしにも黙もく認にんできんぞ。聖戦士殿どの」

「はい……」

　ジョクは敬礼して踵きびすを返したが、背中に、温和なケルムドの厳しい視線を感じることはできた。
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「なーに、やってんだ！」

　いいざま、ギィ・グッガは、ベッと唾つばを吐はいた。接近するドラゴ・ブラーのむこうで、撃墜されたブラバのドーメがさらに大きく黒こく煙えんをあげたので、あきれているのだ。

　馬車の荷台に設けられた椅い子すのうえに立って、銀の笛を使ってドラゴ・ブラーを誘ゆう導どうしているのだが、降下してくるドラゴ・ブラーの動きも素す直なおではないのが癇かんに障さわってはいる。しかし、蝙こう蝠もりの翼つばさに似た皮ひ膜まくを張った翼の振しん動どうの勢いと、胴どう体たいのくねり方を観察して、

「尻しりをやられているか……」

　巨きよ体たいのうねりの癖くせから、ギィ・グッガは、ドラゴ・ブラーがジョク機の剣けんでうけた掠かすり傷のていどを推測できた。

　雨はやんで、かすかに風がはしった。

　白面で片目の巨人は、怯おびえる馬を御ぎよ者しやになだめさせながら馬車の位置を変えさせると、右手を頭上にあげて、その拳こぶしをゆったりと振ふって見せる。と、ドラゴ・ブラーは長い巨体を水平にして、四本の脚あしを伸のばすように下ろしてくる。

「ウオーッ！　引けっ！　ドラゴ・ブラーだ！」

　周囲のガロウ・ランたちは、ギィ・グッガのまわりから潮が引くように後退した。

　ドラゴ・ブラーは、輝かがやく眼光をギィ・グッガにむけると、その目を細くして胴どうの中央にひろがる翼つばさを大きく上下に羽はばたかせて、着地の姿勢になる。その翼のおこす風が、濡ぬれた地面のドブ泥どろを跳はね上げ、ガロウ・ランたちを一層怯おびえさせた。

　ギィ・グッガの差し出した手から白い粉が流れ出ているのだ。ドラゴ・ブラーは、その白い粉の筋に誘さそわれるようにして、首をのばし爪つめを立てて、馬車の横合いに着陸した。

　荷馬車を曳ひく角つののある馬たちは、全身を痙けい攣れんさせて硬こう直ちよくをして動くこともできないのが、ギィ・グッガに都合がよい状態をつくってくれた。

「……いやいや、ドラゴ・ブラーが寄ってくるだけで、ガロウ・ランの者共は、ギィ・グッガ様の威い光こうを感じて、いうことを聞きますぜ」

　ドーレブも眼前に身を横たえたドラゴ・ブラーに緊きん張ちようした顔を引きつらせるだけだ。

「わかっている……おお！　例の軍令はみんなに言いつけただろうな？」

「ハァッ！　命令なく軍から逃げ出したりしたら、首を切るってやつで？」

「そうよ。ガロウ・ラン共ぁは、知らねぇうちに逃にげる。油断ならねぇ」

　ギィ・グッガが頰ほおの裂れつ傷しようの跡あとをゆがめてニタッと笑うのは、この軍法を思いついたことが得意だからなのだ。そんなよゆうが、荷台から飛び降りるギィ・グッガに、ガロウ・ランの総大将の風格を具そなえさせていた。

　ドーレブは背後にしたがう馬車からバケツをおろさせると、ドブ泥の地を歩むギィ・グッガ自身が手にして、ドラゴ・ブラーの鼻先に置いてやる。

「食え！　ご苦労だった」

　兵にいうとおなじようにその巨きよ大だいな強きよう獣じゆうに呼びかけると、香こう辛しん料りようをたっぷりとまぶした餌えさを手ですくってやったりもした。

「グッフッ……フッフッ……」

　ドラゴ・ブラーは喉のどを鳴らして、長いロープのような髭ひげを波打たせると、厚く丸っこい紫むらさき色いろの舌で、ギィ・グッガの腕うでまで吞のみ込むようにズルリと伸のびて、ギィ・グッガの手のひらの緑色の練り餌を舐なめる。

「グフフフフッ……可愛かわいい奴やつよ……」

　ギィ・グッガは白い粉をドラゴ・ブラーの鼻先に擦こすりつけてやりながら、ゆっくりと胴体を撫なでながら移動して、翼の前縁を叩たたいてやりながらうしろにまわって、尻しつ尾ぼの斬きり傷を観察していく。

「フム……」

　ザックリと斬られた跡には、緑の液体がポッテリと山になって硬化しようとしていた。数枚の鱗うろこが剝はぎ取られて、その内側の皮ひ膚ふが赤みを帯びた肉色を見せていた。ギィ・グッガは、そこに白い粉をまぶすようにしてやった。

　ドラゴ・ブラーがその匂においに首を回そうとして、巨体をゾロリと蠢うごめかせれば、ギィ・グッガは右手を振ふり上げて白い粉をドラゴ・ブラーの鼻先に撒まき散らしながら牽けん制せいした。

　なついていればいるほど、甘あまえられたりして、その巨きよ体たいに押おしつぶされるという危険があるのが巨大な強きよう獣じゆうで、ギィ・グッガはその扱あつかいをじゅうぶんに心得ている。

「薬で麻ま痺ひするさ」

　ギィ・グッガはドラゴ・ブラーの傷はたいしたことがないと見た。

　そして、自分さえ確固たる信念をもっていれば、敗北などはないとも読むのだが、しかし、ブラバのドーメが撃げき墜ついされたことで、ハバリー部隊だけで敵のドーメ部隊を捕ほ捉そくすることは難しいのではないか、という想像をすることも忘れない。

「ミュランは、勝つためにドーメを動かしたが、動かしすぎか？」

　ギィ・グッガは、ひとりそう口にしながら、戦せん況きようを推量しようとしたが、心のどこかで苦笑もしていた。しょせん、機械などは余よ禄ろくなのである。当てにはしていないのだ。

　ギィ・グッガは、ドラゴ・ブラーの前にまわると、もう一度ドラゴ・ブラーに挨あい拶さつをするように白い歯を見せてから、周囲の将兵たちを見やり、

「おいっ！　そろそろ仕し掛かけるべぇか？」




　ドレイク・ルフトにも、ジョクのカットグラの動きはわかっていた。

「気分で戦争をやられては、儂わしの立場がなくなるのだ。聖戦士殿どの？」

　独ひとり言である。ドレイクは、設営された本ほん陣じんの囲いから出て、無線係の伝言を書いたメモ用紙がならべられてある机の前に立った。

「ドーメ部隊は、敵ドーメを撃破。かつ、敵カットグラを牽けん制せいしつつ、強獣部隊に強きよう襲しゆうをかけます」

「聖戦士殿の指揮か？」

　いわずもがなのことを無線担当の騎き士しに訊きく。

「ハッ！　聖戦士殿は、敵ドーメに一撃をくわえたあと、後退しました。戦士ニーを収容したもようであります」

　キエト伝令官は、ジョクに好意的な言いまわしを使った。

「ホゥ……!?　ニー・ギブンを救出したか？　結構である」

　ドレイクは、聖戦士の働きが軍に大きく影えい響きようすることを案じていただけに、兵士たちの見ているところで有効な働きをしたのを知って、ホッとした。

『未来の婿むこ殿どのらしくしてもらわねばな……』

　そういう思いもあるのだ。

　ドレイクは、今け朝さのジョクの単独行動の原因も、もとはといえば、自分がバーンの計画を承認したところにあるのを忘れてはいない。それに、軍が動き出す直前にジョクを糾きゆう弾だんしたところで、軍にたいしてはマイナスになるだけであることも承知している。

「ま、ケルムドもジョクも埋うめ合わせはしてくれよう……」

　ドレイクは、本陣の周囲にたつ幡はたが大きくなびき出すのを見て、この土地の長老たちから確かめたとおりに天候が変化していくのを知って、

「強きよう獣じゆう部隊への強きよう襲しゆう……いかがかな？」

　ドレイクは、鎧よろいの止め金具を確かめながら、地上の開戦がちかいことを周囲の武将たちに告げた。




「いいかっ！　敵の数を見て攻こう撃げきするんだ！　ガダの矢は多くねぇんだぞっ！」

　ビダは何度も部下たちにいいきかせ、ハバリーの気がたたないように、ひとりひとりの白い粉の使い方と餌えさの与あたえ方を見てまわっていた。

　いまのビダは、部隊を任されたことで自尊心を満足させる心境ではないのだ。ギィ・グッガに叱しつ責せきされたことが、実感として了りよう解かいできたからである。ひとりの兵の立場とちがって、ほかの者を働かせることが、これほど面めん倒どうなものとは思っていなかったのである。

　だからといって、いまさら逃にげ出す心境にもなれなかったのは、空から攻撃をするということが、過去のどのような経験より快感を得られるものであることがわかってきたからである。

「ビダは、どこかっ！」

　本ほん陣じんから、伝令の男が走ってきた。

「ここだっ！」

「ギィ・グッガが出ろといっている。機械に機械がやられたんだ。急げってよ！」

「機械がやられた？　ヘレナァかブラバか？」

「ブラバだ」

「チッ！　やられたのかい？」

　いいながらも、ビダにはブラバがやられたという話を実感することができない。ガロウ・ラン同士で競きそい合っていたのである。その勝つ相手がいなくなったという話などは、死んだ姿でも見なければ実感などは湧わきようがない。

「おーいっ、手て前めえら、出かけるぞ！」

　ビダはそう怒ど鳴なり散らしたとき、雲を震ふるわせるようにして接近するドーメの音を聞いた。

「まさかな……？」

　まだ視界は完全とはいいがたいのである。攻撃をするとは思えなかったが、だからといって、ブラバが戻もどってきた音だとも思えなかった。

「俺おれは、陣に帰る」

　伝令はそう言い残すと、猿さるのように岩場を走って重い霞かすみに消えようとしたが、その伝令を隠かくす乳白色のものがムラッと動いて見えた。

『雲が動いているか……』

　ビダは、そう感じた。

「おいっ！」

　ビダは、接近するドーメ部隊の音に、部下に発進を急がせようと声を張った。と、スルスルと目の前の霧きりが流れて山の影かげが見えた。

「ウ……？」

　ビダは、自分のハバリーの前に走り、腰こしに吊つるした革かわ袋ぶくろから白い粉を取り出すと、ハバリーの嘴くちばしの先に塗ぬりつけるようにして、「行くぞ！」と、ハバリーの首のつけ根に飛びまたがって、手た綱づなを引いた。

　霧きりがザーッと音を立てるように、流れた。

「飛べっ！　敵が来るっ！」

　ビダは左右に呼ばわりながらハバリーを羽はばたかせて浮ふ上じようさせたのだが、それがまちがいといえばまちがいだった。ビダにつづいて、数頭のハバリーも飛んだ。

　それが、偵てい察さつを続けていたキサ・ハンドワの指揮するドーメ部隊に気づかれてしまったのだ。一度やり過ごしておけば、防戦をする間合いを手にいれられたかもしれないという状態であった。

「右下っ！　ハバリーの群っ！」

　その号令に、キサ・ハンドワ麾き下かのドーメ部隊は、ハバリーの〝巣〟にむかって一気に降下をかけるや、十数のガダの爆ばく弾だんを投下した。それで、羽ばたこうとしたハバリーの数頭が即そく死しした。

「雲に逃にげろっ！　上から回りこんで攻こう撃げきだっ！」

　ビダはつづく数頭のハバリーとともに脱だつ出しゆつしたものの、まだまだ雲の晴れきらない状じよう況きように、つづくハバリーも四散するだけで、態勢をととのえるというわけにはいかない。

「逃がすかよ！」

　調子にのったマンダサン・トレゾーンは、黒い爆ばく煙えんのなかから逃げ出すハバリーの一頭を追つい尾びするとドーメのフレイ・ボンムを斉せい射しやする。

「当った！」

「まだだっ！」

　ギャゥン！

　そのハバリーは一方の翼つばさを焼きながら一回転すると、マンダサンのドーメに体当りをするように嘴をたててきた。

「ウワッ！」

　しかし、マンダサンは使える二本のアームをハバリーにむけて斉射して、それを撃げき墜ついした。

「無事かっ！」

　マンダサンは左右のクルーに呼びかけて、自分が深追いしたのではないかと反省しながら、ドーメを上じよう昇しようさせたのだが、さらに大きく機体が揺ゆれた。

「味方機が上にいますっ！」

　ブリッジは、再度の激げき震しんに動どう揺ようし、「よく見張れっ！」そんな怒ど声せいが、雑音まじりの無線からも響ひびいてくる。

「ハッ！　ハッ！」

　マンダサンは、レシーバーに頭を下げるようにして、ブリッジのクルーに監かん視しを命じる。

「……それと、むこうの機体の損傷も観測！」

　息をついたマンダサンは、ようやく『バーン様が動く時間は稼かせげたはずだ……』と思いついて、先頭のキサ機に随ずい伴はんする位置についた。




「砲ほう車しや部隊、出でいっ！　前には、敵の空飛ぶ機械はいないっ！」

　ギィ・グッガは、ドラゴ・ブラーの首にまたがると本ほん陣じんの上空を遊ゆう弋よくして、全軍に号令してみせた。背後のハバリーの動きがないことを知ると、それを待つのをやめて全軍の進しん撃げきを開始させることを決したのだ。

　明確な理由はないのだが、ギィ・グッガの目に触ふれた事態を総合すれば、もう考え時ではないと判断したのである。勘かんではなかった。

　彼の軍の最前線は砲車部隊である。それは、旋せん回かい砲ほうを搭とう載さいした馬車で、その数は百と数すう輛りようである。砲とはいっても地上界の概がい念ねんでいえば初期の機き関かん銃じゆうといったものにすぎないのだが、コモン界では、大砲ほどのイメージがもたれるものである。機関砲と馬車の組み合わせは、ギィ・グッガの独創であった。

　それが進軍を開始した軍の左右から中央に突とつ出しゆつするように発進して、前衛になるのだが、その動きは、はじめドレイク軍の注意をひくものではなかった。一列縦隊の馬車が左右から走り出したとしても、それを同時に一望できる場所は、どこにもなかったからだ。

　それを個々に目撃した部隊も、単純な突撃部隊と想像したにすぎない。

「野や砲ほう部隊に、馬車を狙そ撃げきさせろ！」

　そんな無理な注文が、前線から後方の野砲部隊に伝達されていったのだが、そんな個々の前線の注文は砲撃部隊には無視された。

　が、ギィ・グッガの砲車部隊の列が接近するにつれて、前線に配備されている野戦砲で迎げい撃げきをはじめたのだが、ドレイク軍の野戦砲の数はすくなく前装砲でもあった。素す早ばやい迎げい撃げきなどできるものではない。

「敵が仕し掛かけました！」

「馬車による突撃です」

「馬車には、数百のガロウ・ランが乗って、第一陣として吶とつ喊かんしてきます」

「砲撃による突破をかけてきます！」

　ドレイクの陣に次々とはいる報告は、一いつ瞬しゆんのうちに錯さく綜そうしてしまった。

「ドーメの観測は!?」

「ハッ！　敵本隊の移動は遅おくれています。馬車の列が砲撃を仕掛けているということであります」

「馬車に大砲が搭載されているというのか？」

「馬車に連続射撃できる野砲を装備しているようです。それが、馬車ごと突撃してくるなど前代未み聞もんです。馬車がもつわけがありません」

　そんなことが、武将のあいだに交わされているあいだにも、ギィ・グッガの砲車部隊が、ドレイク軍の前衛をつぎつぎに遁とん走そうさせはじめた。

「フム……道具を前に出すか……」

　ドレイクは、野や砲ほうが連続射しや撃げきできるという話が理解できなかった。彼は、軍事顧こ問もんであるショット・ウェポンからは地上界の軍事技術の一いつ般ばん論ろんを教えられていたのである。彼の周囲の武将たちが大砲と機き関かん銃じゆうの区別がつけられないのであろうとは想像した。しかし、ガロウ・ランが機関銃のようなものを百をこえる数で用意していたという話は、まったく耳にしていなかったし、しかも、その使い方が巧こう妙みようすぎると感じて、ゾッとしたのだ。

「ガロウ・ランは肉にく弾だん戦せんを旨むねとすると信じていたが、どこから機関砲などを手にいれたのだ？」

「ハッ……意外であります。クの国あたりからか……いや、海のむこうからということも考えられます」

「どうする？」

　ドレイクは、軍事技術を遠く海外からも手にいれる交こう渉しようをしたギィ・グッガを想像して驚おどろくラバンを退けて、直面する戦場の問題を問う。

「ギィ・グッガの準備を考えますと、ドーメ部隊を引き上げさせて迎げい撃げきさせます。自軍の損害も出ましょうが、空から敵の砲車を狙そ撃げきさせるしかありません。聖戦士のカットグラにも督とく促そくさせます」

　ラバン・ドレトは一息おいて、不安を回かい避ひするためには、それしかないという。

「第一線は、固定。敵の本隊と戦せん闘とう距きよ離りにはいるまでは後退させません。全ぜん滅めつしようとも、です」

「それで良い。敵本隊にたいして野砲が仕し掛かけられるまでは、我が慢まんさせい。ドーメには急がせろ」

　ドレイクがラバンの言葉をうけてそう命令をした頃ころ、またつぎの新しい展開が伝令され、無線でもはいるようになった。

　ギィ・グッガの馬車に装備した機関砲が突とつ撃げきの途と中ちゆうで自じ爆ばくするなり、転倒する車しや輛りようが続出し始めたというのである。それでも、機関砲と馬車の組み合わせの攻こう撃げきに動どう揺ようした前線部隊の一部は、浮うき足立っている。

「敵は無理をしすぎている。敵の射程距きよ離りからは逃にげて、やり過ごさせろ。そして、野砲に頼たよるな。馬を倒たおせばそれほどの脅きよう威いのあるものではないと伝えろ！」

　ドレイクが、愁しゆう眉びを開いて令すれば、伝令の兵士は小こ躍おどりして部隊に戻もどり、無線士たちは必死にマイクにがなりたてた。

「ガダを投げろっ！」

「射よっ！　射よっ！」

　左右から前進した砲車部隊がジグザグに走りながら侵しん攻こうするにつれて、ドレイクの中央軍は後退する気配をみせたものの、ともかく、最前線の兵士たちは、自壊する砲車が続出するという情報に踏みとどまる勇気を奮ふるい起こそうとした。それでも、数輛の馬車が隊列を固めるようにして、突とつ撃げきを敢かん行こうする動きをみせれば、腰こしがひけた。

「大たい砲ほうの射撃は横とうしろからしかこないっ！　接近する前に馬を射ればいい！　馬だ！」

　騎き士したちは号令し、兵士たちはともかくも矢の雨を降らそうとするのだが、機き関かん砲ほうの火線と砲撃音を撒まき散らしながら接近する馬車の群は、悪あく魔まの軍団に見えてしまう。観念が恐きよう怖ふを増ぞう幅ふくさせるのだから、制止のしようがない。

　あと一息で中央軍が崩くずれるときになって、ビダの部隊を強きよう襲しゆうしたドーメ部隊が、その砲車の先せん陣じんに狙そ撃げきを開始した。

　ドーメのフレイ・ボンムに数すう輛りようの砲車が撃破されれば、脅きよう威いは払ふつ拭しよくされると誰だれでも思うだろう。事実、ドレイク軍の中央はドーメの掩えん護ごで立ち直るように見えた。

「うおーっ！」

「押おし返せっ！　もとの位置に戻もどれっ！」

　ドレイク軍の揺ゆり戻しが始まったときに、ガロウ・ランの面めん目もく躍やく如じよたるギィ・グッガの作戦が、ドレイク軍の前に現れたのである。

　ドレイク軍は、右にグリンナ川を見て布ふ陣じんしていたのだが、異変はまずこの川の沿岸から起こった。

　濁にごった河かわ面もを隠かくれ蓑みのにしたガロウ・ランの精せい鋭えい部隊が、忽こつ然ぜんとドレイク軍の右う翼よくを襲おそい、さらに、本隊とドレイク軍のあいだに伏ふせていた信じられないほどの数のガロウ・ランが立ち上がったのである。文字どおり、ガロウ・ランは地に伏せていたのである。

　岩に擬ぎした被かぶり物、草に似せた羽は織おり物、ときには草そのもの、土そのものを背負ったガロウ・ランたちが、ドレイク軍の第一線部隊の目の前で、疾しつ走そうする砲車の勢いにあわせるように襲いかかった。

「うおーっ!?」

「ガロウ・ランだ！」

「いたあぁぁぁぁっ！」

　ドレイク軍の兵たちは、数メートル前からバッタのように突進するガロウ・ランたちの剣と槍やりの前に、血ち飛沫しぶきをあげた。

　阿あ鼻び叫きよう喚かん……。

　腕うでが飛び、転がる兵の上につぎの兵の血が投と網あみのように拡ひろがり、そのあいだを影かげのようにガロウ・ランの男女の兵が走る。

　そして、ドレイク軍の崩れにむかって、砲車が数条の筋になって突進したのだ。このゲリラ的な攻こう撃げきで、なんとか砲車部隊をささえようとしていたドレイク軍の中央に、明らかな崩れが見えた。

　こうなると、ドーメ部隊は、味方が厚く集まる場所に攻撃をすることはできなくなる。さらに、二度目の攻撃でもあれば、各ドーメのフレイ・ボンムの燃料がきれはじめてもいた。

「ドーメ各機！　順次後退して補給！」

　キサ・ハンドワは、血に染まりつつある戦場の上空で、そう命令せざるを得ない無念に身を震ふるわせる。

　それと交こう替たいするように、補給をおえたジョク機が、戦場に舞まった。しかし、一方の羽根のないジョク機は低速では機体が安定せず、味方のなかに飛び込むかたちになった砲ほう車しやを狙そ撃げきすることは難しいのだ。

「ギィ・グッガが、ここまで考えていたとは思いたくない。陸軍が混乱すれば、オーラマシーンなど飾かざり以下になる……」

　その思いは、ジョクもドレイクも同じである。

　さらに、ドレイクの失敗は、野や砲ほうを歩兵部隊の後ろに置いたことにあった。ショットの話を鵜う吞のみにして、野砲の射程距きよ離りの大きさを前提にした地上界の近代戦の布ふ陣じんを、ドレイクが新しん奇きな作戦として受け入れてしまった結果であった。しかし、まちがいであるにしても、非難することはできないだろう。すすんだ地上界の文物を採り入れることで、革新をめざし得ると夢想したドレイクにとっては、予見の困難な問題であったし、人の知ち恵えというのは、このように現れるものだから……。

　ギィ・グッガの本隊が予定の地点に進出するまでは、野砲は本格的に砲火を開くことはできないのである。

「野砲の狙ねらいを中央射線に移動！　弾だん着ちやく観測のために、ドーメを固定させいっ！」

　ドレイクはそう命じ、自ら兜かぶとを手にとってかぶった。




　しかし、ギィ・グッガは、そんなドレイクの動どう揺ようなど想像もしない。自らの目で敵陣を遠望できる高度をとったときに、ドーメとカットグラが地上軍にたいして曖あい昧まいな動きを始めたと見て、快かい哉さいを叫さけぶだけだった。

「……そうだろうよ……！」

　敵味方が入り乱れてしまえば、上空からの攻撃はできるものではないというのは、空を飛ぶ強きよう獣じゆうを使うものとして知ち悉しつしていた。ギィ・グッガは、自分のまたがるドラゴ・ブラーに低空飛行をさせ、

「進めい！　敵軍の中央が崩くずれた！　敵軍を左右に分断しつつ、全ぜん滅めつさせいっ！」

　その命令が頭上からふりまかれると、地上では銅ど鑼らがうち鳴らされ、ギィ・グッガの直援部隊からは合図の花火が打ち上げられる。

「ウオーッ！　ウッオオーッ！」

　ガロウ・ランたちの喊かん声せいと雄お叫たけびが、平原を津波のようにはしった。

　ドッ！　ドッ！

　竹で編んだ板の上に革かわを張った楯たてを持った歩兵の第一線部隊は、密集隊形をとって前進する速度をあげた。それが横隊で、三つの層にわかれ、そのあいだにある騎き馬ば隊たいも歩兵と歩調をあわせて地を鳴らした。
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　交こう錯さくする人の群の上に、長く血の尾おをひいた手首が飛び、それが、跳ちよう梁りようする人のあいだに落ちていき、ガロウ・ランの奇き声せいが天をうつたびに、ドレイク軍の兵士の首と手首が舞まうのだった。

　その前方で、道を拓ひらくようにギリギリとすすむ砲ほう車しやは、左右と後方、なかには前方にも旋せん回かいできる機関砲が、楯たてと馬と兵に弾だん丸がんをそそぎこみ、砲車の四輪の横に張り出した槍やりの束が、ボロ布のようにドレイク軍の兵士たちを吹ふき飛ばした。

　背後からは味方の軍勢に押おされて、じゅうぶんな間合いをとることができずに、押し寄せるガロウ・ランの凶きよう刃じんの前にはさまれた部隊は、味方同士のいがみ合いまではじめていた。

　その戦場の上空から、味方の最後のドーメが補給のために引き返すのを見れば、ジョクにはどうすることもできないと思えた。

　味方の軍のなかにすべりこんだ敵の砲車を、フレイ・ボンムで狙そ撃げきしようにも、一方の羽根のないカットグラでは狙ねらいようがないのだ。

「……！」

　ドレイク軍の中央の陣じんに接近しながら、ジョクは迷った。

　四筋にわかれてドレイク軍を搔かき分けるように兵をなぎ倒たおして前進している敵の砲車部隊は、ときに後続の砲車が前に出たりするのは、先頭の砲車の弾丸がなくなったからだろう。が、そのような砲車の動きの隙すきをつこうとする組織的な抵てい抗こうもないのだ。

「好きにするっ！」

　ジョクはカットグラの左手に剣けんを持たせると、一輛りようの砲車の上に飛び降りて、カットグラの剣で御ぎよ者しやを払はらい、荷台をカットグラの脚で蹴け飛とばしてみせた。

　グワラン！　と、砲車が横転する。それで自軍に多少の損害が出るのには、目をつぶるしかなかった。

　いったんカットグラの脚を接地させてから跳ちよう躍やくをして、横転した砲車の上に後続の砲車が乗り上げていくのを認める。

「よしっ！」

　ジョクは、カットグラを隣となりの列の砲車にむけると、落下に加速をかけるようにオーラ・ノズルを噴ふかす。

「不ふ憫びんだがっ……！」

　旋回砲になぎ倒たおされるドレイク軍の頭上をかすめて、ジョクはカットグラの剣で砲車を曳ひいている屈くつ強きような馬に斬きりつけて、離り脱だつする。一頭の馬が倒れれば一方の馬もよろけて、荷台が馬に乗り上げるようになった。

「うわーっ！」

　荷台に乗る数人のガロウ・ランが転げ落ち、後続の砲ほう車しやがカットグラに旋せん回かい砲ほうをむけても、

「レーダー追つい尾びほどではあるまいっ！」

　ジョクはそう確信をして、カットグラの脚あしを歩兵のあいだに着地させると、カットグラの上体を低くかがめ、つぎの砲車にむけて跳ちよう躍やくさせる。左右上下にはしる砲火のあいだを潜くぐるようにして、カットグラの剣けんが一閃せん二閃と砲車を撃げき破はした。

　カットグラの働きは、砲車部隊といわれるものを止める効果はあった。最後尾の数台は、旋回をして後退しようという動きを見せた。と、それに対たい峙じさせるように押おし出されたドレイク軍の小隊が突とつ出しゆつしていった。

「とどまれっ。敵軍の本隊はまだ出てこない。陣じんを崩くずすなっ！　盛もり返せっ！」

　ジョクは、横転させた砲車をカットグラの脚で踏ふみ潰つぶさせながら、コックピットから乗り出して絶叫し、カットグラの巨きよ大だいな剣を部隊のあいだに突き刺して見せたりする。

　まるで源げん平ぺい合戦じゃないかと思いながら、後続の部隊の動きを牽けん制せいし、地上にひれ伏ふして怯おびえている兵たちには、喝かつをいれるのだ。

「騎兵、前へ出でいっ！　兵たちを導け！」

　何度目かに騎兵部隊と接したとき、ジョクはコックピットから大だい音おん声じように呼びかけた。

「聖戦士殿どのの呼びかけに遅おくれるなっ！　前へ！　前へ出いっ！」

　動どう揺ようして後退をかけようとしていた騎兵たちが、我に返って隊形をととのえようとする。

　その動きを確認すると、ジョクは、さらに前に出て、右う翼よくに侵しん攻こうする砲車の列に突進をかける。跳躍し、敵の旋回砲をかいくぐり、一輛りようまた一輛と砲車を撃破、殲せん滅めつした。

「前へ！　陣を崩すなっ！」

　跳躍のたびにジョクは、ギィ・グッガの本隊が、ジリジリと前進してくるのが見えていたので、中央の部隊を集結させて、軍としての力を統合させなければならない、と考える。

　雲がきれた。

　カッと昼のオーラの光が地上に降りそそいで、カットグラの巨体を戦場に際きわ立だたせ、背に光をうけたカットグラは、濡ぬれた機体を輝かがやかせて跳躍して、後退をはじめた砲車にも剣をふるった。

「前へっ！　剣をとれる者は前へっ！」

　ジョクは絶ぜつ叫きようしながら、カットグラにもその挙動をさせて、軍を鼓こ舞ぶするようにした。カットグラの機体がオーラ光をうけて凜りんとした輝きを戦場に誇こ示じした。が、そのカットグラの動きが隙すきになったようだ。

　敵味方入り乱れての戦場のなか、ふたりのガロウ・ランの若者が、ジョクのカットグラの腰こしにとりついたのだ。

　彼らは、鉄てつ鉤かぎのついた細ほそ紐ひもをカットグラの腰よう部ぶに引っかけると、コックピットによじ登りはじめたのである。そんなときに、カットグラはまたも跳躍する。

　ふたりのガロウ・ランは息をつめて、カットグラの太ふと腿ももと腰こしに貼はりつく。

　ジョクは、弾だん丸がん切れで後退をはじめた砲車を背後から蹴け散ちらして、今度はカットグラを振り向かせてその剣けんを使わせる。

「ここで食い止めないとっ、本隊を殲せん滅めつできないっ！　者どもっ、前へっ！」

「うおーっ！」

　オーラの陽光のなか、仁に王おう立だちしたカットグラから発せられるジョクの言葉に、ドレイク軍の騎き兵へいたちは後退をやめて呼応し、前進を開始する。

　そんなときに、カットグラの腰こしからハッチの下に這はい上がったガロウ・ランのふたりが、ジョクの立つコックピットの前にヌッと姿を現し、口にした短たん剣けんを振ふりかざした。

「ウッ!?」

　脚元から味方の軍を見下ろしていたジョクには、左右の横といった位置から迫せまったガロウ・ランに気づく間はなかった。まさかと思える位置にいる敵の存在は、ジョクの一いつ瞬しゆんの識別能力を奪うばっていた。

　ジョクの右側から飛びこんだガロウ・ランは、短剣でジョクの顔面を狙ねらったのだが、機体にかじりつく無理な姿勢から斬きりつけたので勢いがなかった。足場を確保するだけで精せい一いつ杯ぱいだった。左下からの剣は、ジョクの左脹ふく脛らはぎを斬り上げてきた。

　ジョクは一瞬、何が起こったのか考える間もなく、痴ち呆ほうのようにシートに倒たおれこみ、足場を確保した右手のガロウ・ランの手にした短剣が光るのを見て、ジョクは、敵がカットグラの機体にとびこんできたのだと理解した。

　ジョクは、右みぎ脚あしを蹴けり上げて、そのガロウ・ランの攻こう撃げきを回かい避ひし、同時にカットグラの上体を前に倒すようにした。いきなりカットグラがおじぎをするように動かし、さらにカットグラに膝ひざをつかせる。

「ゲウッ！」

　左のガロウ・ランが数メートルの高さから地に落ちていくのが見えたのだが、ジョクも脚を踏ふんばって身体からだをささえ、もうひとりのガロウ・ランもコックピットに身体の半分をつっこませて身体をささえた。

「……！」

　ジョクは右手をシートの横にまわして、短剣のサックを探りながら、カットグラを立たせる。その反動で右前に身体をささえていたガロウ・ランが、ジョクの前で左によろけた。

「チェッヅ！」

　唾つばを吐はくような気合とともに、その小こ柄がらなガロウ・ランは、短剣を持ち直すように刃は先さきをジョクにはしらせた。顔全体に剛ごう毛もうが生はえている彼は、猿さるそのものといった敏びん捷しようさで、かなりの使い手という技をみせる。シャッ！　シャー！　と剣の刃音が硬かたい。

　ジョクは、左手の操作だけでカットグラの身体を右に揺ゆすりながら、上体を前にかがめガロウ・ランの刃先を避さけて、右手に持った短剣の刃を前に出していく。空手の突きの呼吸そのままである。ジョクの刃先にガロウ・ランの身体が跳はね飛んできて、カウンターになった。

　ゴブッ！　冷たい直線の感かん触しよくがした。

　が、ガロウ・ランの短剣はまだ生きていた。ジョクは左手を頭の上にあげて、ガロウ・ランの猿のような剛ごう毛もうが生えている右みぎ脇わきをこじ上げながら、右みぎ腕うでの短たん剣けんでガロウ・ランの身体からだを受け止めていた。

　カットグラの上体は、一いつ瞬しゆん自由落下をして右みぎ肘ひじが地にくいこむ。同時に、ジョクもコックピットから転げ落ちて、ガロウ・ランとともに地に放ほうり出された。

　その間も、ジョクは右腕が血でたっぷりと濡ぬれていくのを感じた。それは暖かいのではなく、打だ撃げきが確実だったことを体感する冷めていくような感かん触しよくだ。

　ジョクは、ガロウ・ランの身体を下にして地に落ちた。それも意識してやった。そのとき、ジョクの短剣がガロウ・ランの肉と骨のあいだでよぶんの軋きしみをして、ゴボッと吸いとられていくような粘ねばっこい感覚を知覚する。

「ベッ！」

　激しい不快感と血の感触から離はなれなければ、と、ジョクは右手を振ふるようにして立ち上がっていた。

　その打ち振る右手からは、ブリッと血の筋すじが空くうに弧こを描えがいた。そのときに、ジョクは、自分の手がしっかりと短剣を握にぎってガロウ・ランの体内から引き抜ぬいていたのだと気づいて、驚おどろいていた。

『俺おれに、こういうことができた？』

　と、自覚した。

「うおーっ！」

「聖戦士殿どのぉっ！」

「やったぁーっ！」

　喚かん声せいがジョクの周囲で起った。

　ジョクは、短剣をかざすような格好になって、周囲を見み渡わたしていた。キョロキョロしたというほうが正しい。

　そこには、ドレイク軍の全将兵がいるのではないかと思えるほどの数がいた。彼らは、ジョクとガロウ・ランの戦せん闘とうの成り行きを、息をつめて見上げていたのである。

　数人の兵が、数すう騎きの騎兵が、駆かけ寄ってくる。

「聖戦士殿っ、お怪け我がはっ！」

「ン……！　とどめは刺さしておく必要はないな？」

　やや強がりながら、騎士たちと地に仰あお向むけに倒たおれているガロウ・ランを見比べて、彼らに質ただした。

「結構です。聖戦士殿の傷の手当てっ！」

　ひとりの騎士が背後に呼ばわったときに、ジョクは左ひだり脚あしの傷が、はじめてズキンと頭まで響ひびいてきて、思わず尻しり餅もちをついていった。
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「この筋肉が、腕うでを動かすか？」

「ああ、金属じゃないだろ。だから、ちゃんとバイオ・リキュールというやつを補給してやんないと、動きが悪くなるのさ」

　ヘレナァは、干ほし肉にくをかじりながら上官筋すじのミュランに講こう釈しやくができるので、少しは気が晴れると感じる。

　ブラバは簡単に撃げき墜ついされてしまうし、自分のカットグラは補給のために戻もどらなければならなかったし、そのうえ、ニー・ギブンには逃にげられたのである。そんな悪いことが重なれば、捕ほ虜りよたちが整備の手て抜ぬきをしないようにチェックしなければならないと思う。それを、カットグラの手引書をもったミュランが追いまわして、あれこれ聞いてくるのだ。

「監かん視しが悪いんだよ。女たちは、どこに行ったんだよ！」

　ヘレナァは捕虜たちの仕事が遅おそいと感じて、整備台の下でおなじように捕虜を監視しているカンドワ・ナザムにきつい口調をかける。

「戦争に行った。こんなところでは、身体からだ中に黴かびを生はえさせるってよ」

　カンドワも必要以上にいらだった声をかえすのは、まだ、ここには晴れ間がとどかず、あいかわらず湿しつ気けの充じゆう満まんする谷底になっているからだ。居残りをしなければならない立場も、彼らをいらだたせていた。

「そうだよ。今いま頃ごろはさ、コモンの血の臭においを嗅かげるってのにさ」

　ヘレナァのような女でもガロウ・ランらしい欲望に身をもんでしまい、その捌はけ口が、彼女の足元にいるイットーにむけられる。

「……お前らの大将がいれば、仕事はもう少し早かったんじゃないのか!?」

　カットグラの爪つめのつけ根を調べていたイットーの尻しりが、ヘレナァに力任せに蹴けり上げられる。

「なんですよ！」

「大将のぶんも働いて、急げってんだよぉ！」

　が、ヘレナァの声は、つぎのガロウ・ランの声に止められてしまう。

「なんだよぉ！　機械はあるじゃねぇかっ！　急いで出ろよっ！　御おん大たい将しようはドラゴ・ブラーで出たんだぞ！」

　喚わめきながら馬で走りこんできた伝令には、ヘレナァやカンドワたちが遊んでいるように見えた。頭ごなしだった。

「カンドワ！　主ぬしは、いまの戦争を知らんか」

「伝令のくせに、なんてぇ口のききようだっ！」

「俺おれはギィ・グッガの直属部隊だぞぉ！」

　伝令は馬にまたがったままカットグラの前まで乗り入れると、整備中の機体を見上げて、

「怪け我がをしてねぇのに、なんで出られねぇんだよぉ！」

「手て前めえっ！」

　カンドワは、傍ぼう若じやく無ぶ人じんの若い伝令に、腰こしの山やま刀がたなを抜ぬき放つ。

「軍令は絶対だぁ！　出ろよ！　機械を動かすのは、どいつなんだ」

　若い伝令は、首、手首、足首にボロキレを厚く巻きつけ、異様に太い節ふし々ぶしに血管を浮うき立たせ、四角い頭を瘤こぶの陳ちん列れつ台だいにしているという男だ。

「軍はどうなった!?」

「進軍をはじめた！　だからギィ・グッガが出たんだろう！」

「カットグラで何をやれってんだよ！」

　カンドワは伝令の馬の轡くつわをとって、その男を下ろそうとしたが、彼は動ずる風も見せずに、カンドワが手にした山刀を警けい戒かいしながら、

「出せいっ！　機械、出せいっ！」

　整備台でイットーたちを見張っていたガロウ・ランたちまでが、バラバラと伝令の周囲に飛び降りてくるや、

「気に入らねぇ野や郎ろうだな！」

「機械は、何をやるか決めてもらわなくちゃ動けねんだぇ。御おん大たい将しようはそんなことは知っているぞ。何をしろっていった」

「バカかっ！　手て前めえたちっ！　コモンをやるんだよ！　コモンを殺せってっ！」

「手て前めえ、どこの洞ほこらの者だ!?」

「関係ねぇだろっ！」

　カットグラの足元で、ガロウ・ランたちのつまらないいさかいが始まったのを見て、

「イットー、マッタ、来い！　トレン！」

　キチニ・ハッチーンが低く号令をかけた。

「ン……？」

　カットグラの背後にいたイットー・ズンは整備台をまわって、マッタ・ブーンがコックピットにもぐりこむのを見上げる。脚元では伝令を中心にしたガロウ・ランたちの小こ突づきあいが激しくなろうとしていた。

「逃にげるのか!?」

　カットグラの脚元の整備台から、トレン・アスベアも登ってきたが、それを咎とがめるガロウ・ランなどひとりもいない。

「ああ……！」

　イットーがコックピットに潜もぐりこもうとしたとき、マッタはハッチの扉とびらの一方を閉じはじめ、キチニがシートに座ってガラリアのイニシャルのはいったキーをまわした。

「出来るか？」

　最後にトレンがコックピットに這はい上がって、マッタの脚の下にもぐりこむ。

「戦争は始まっているんだぞ！」

　そんな伝令の声が下でしたとき、カットグラのオーラ・ノズルが吠ほえて、整備台の脚あし元の備品や散乱しているゴザやら網あみ、樽たるなどを吹ふき飛ばした。

「あ……!?　なんだ!?」

「コモン人っ！」

　ガロウ・ランたちがうろたえる一いつ瞬しゆん、カットグラの機体はいきなり垂直に上じよう昇しようして、垂れ下がってシェルターになった網あみをかぶるようにしながらも、それを左右に引き裂さくようにして、頭部で木々の梢こずえをへし折っていった。キチニの操作は、カットグラを身軽な巨きよ人じんという振ふる舞まいをさせた。

「逃にがすなよ！　何やっているんだよ！」

　ヘレナァの悲鳴がカットグラの脚元で際きわ立だち、カン！　ズン！　と、数本の槍やりがカットグラの爪つま先さきにあたって跳はねたが、カットグラの二本の脚は、シェルターがわりにしていた木々のあいだに消え、谷間に晴れ間をみせはじめた空にむかった。

　脱だつ出しゆつの機会を探しつづけて一週間以上たつのに、いざとなればこんなものだった。これができたのも、全員が脱出しようという意志があったからで、そうでなければ、このような機会があったとしても、息が合うようなことはないだろう。

　カンドワは、コモン人が乗ったカットグラの姿が消えきらないうちに、

「貴き様さまだ！　偉えらそうな貴様のおかげで、こんなことになっちまった！」

　いいおわらないうちに、カンドワの山刀が伝令の太く短い脚にくいこんでいた。伝令の太ふと腿ももを縦に斬きり裂きながら上体を馬上から落とさせ、さらに振ふり下ろして伝令の男の一方の肩を破は壊かいする。

「どうするのっ。カンドワ、どうする！」

　ヘレナァが自分がパイロットであることを忘れて、カンドワの腕うでにとりすがるのは、とんでもなく脆もろい性格であるように見えるが、想像するという習性が身についていない人にとっては、予想しない事態に直面すればヘレナァのようになるのだ。

「知るけぇっ！　機械がなくなっちまったんだ。機械がっ！」

　カンドワはヘレナァを振り払はらうと、山刀を地に叩たたきつけて伝令の馬の手た綱づなをとった。

「どこに行く!?」

「ギィ・グッガに報しらせんだろうっ！　バカ共っ！」

　拍はく車しやを馬の横腹にくれると、カンドワは伝令のきた方向にむかって一気に駆かけ出していった。

「ミュラン！」

　ヘレナァは振り返って、茫ぼう然ぜん自失しているミュランを見やった。

「ミュラン！　どうした？」

「……これな……これ……空を飛べなくなっちまった……」

　ミュランは手にしていたカットグラの手引書をヘレナァに差し出しながら、

「なんでここに来たか、わかんなくなっちまったなぁ……」

「取り返せばいいんだよ。取り返せばっ！」

「そんな簡単なことじゃねぇよ。手て前めえは、わかってんだろ？」

「…………！」

　ミュランの洞どう察さつに輝かがやく言葉は、ヘレナァには刺し激げき的な言葉に聞えた。

「そうだよ……一度、離はなれていっちまった機械はもどらないんだ。どうすんのっ？」

「ギィ・グッガの声が聞えねぇところに逃にげるのさ。そうしねぇと、空は飛べねぇ」

「逃げる？」

「カンドワは、そうしたろう？」

　ミュランは、カンドワの去ったほうに顎あごをしゃくってみせてから、ヘレナァの手をとる。

「……!?」

「お前めえはいい女だ。お前がいてくれなければ、俺おれは……考えがまとまらなかったぜぇ」

　ミュランはヘレナァの手をとると、ひょいと自分のほうに手た繰ぐり寄せて、

「悪いようにはしねぇぜ」

　ミュランにしても先の見通しがあるわけではないし、目もく論ろ見みがあるというものでもない。しかし、ここにいればギィ・グッガの怒いかりの制裁をうけるのはまちがいがないのだ。かといって、ガロウ・ランの噂うわさは矢よりも速くはしるのだ。なまじの国に逃げたのでは逃げおおせるものではない。

「……ウンニャ、うまくいくって……！」

　ミュランは、陣じんのなかでウロウロするガロウ・ランたちの様子をうかがいながら、ヘレナァの蚊か帳やに近寄り、

「荷物は、少ないほうがいい。行こうぜぇ」

「ああ、ああ……！」

　蚊帳のなかからひとつ荷物を持ち出したヘレナァは、ミュラン・マズのあとにしたがって森のなかに姿を消したのだが、そのようなふたりの動きを気にとめるガロウ・ランもいない。




「行ける！　行けるぞ！」

　山の端はしまで上じよう昇しようしたカットグラのコックピットに缶かん詰づめ状態になっている捕ほ虜りよだった四人は、喚かん声せいをあげながらも、その山やま裾すそ、オーラ光が浮うき彫ぼりにしているジャプハルの平原に展開する軍勢に、全身を硬こう直ちよくさせた。

　ハッチの扉とびらを半開きにして、それぞれの立ち場所を確保しながら、戦場を俯ふ瞰かんしていった。

「軍が動いているか……!?」

　雲の切れ出したジャプハルの平原は、いくつものスポットライトに照らし出されたように光の輪を描えがき出して、そこここにムラムラと移動する軍勢の蠢うごめきを浮き彫りにして、その煙けむりのような部分にときおりパッと黒いものを噴ふき上げさせたりしていた。

「この高度で直線飛行すれば、味方の陣までは行ける」

　キチニは計器を覗のぞきこんでそう断言する。

「重量過多だが、大だい丈じよう夫ぶか？」と、トレン。

「無線で呼びかけないと、味方にやられるぞ！　この機体の色だ……」

　イットーは、それを心配した。

「……無線は使えない。バッテリーがあがったままなんだ」

　マッタの情けなさそうな声に、ハッチに寄りかかっていたイットーが入れ替かわってスイッチを操作し、無線機のうしろの蓋ふたを開けたりする。

「鉱石無線なら、電池がなくったって受信できるはずだぜ？」

「アンテナ線が断線しているんじゃないのか？　なんでちゃんと整備しておかなかったんだ。この機体は擦すり傷だらけなんだから、全部を調べるのが鉄則なんだろう！」

　レシーバーを耳に当てたイットーがキチニとマッタを睨にらんでも、間に合うというものではない。

「キチニ、味方の砲ほう撃げきにやられないように前線を飛び越こえて、味方のうしろのどこかに着陸しろ。そうすればまちがえられることはない」

「なんで、フレイ・ボンム・ライフルを持たせなかったんだ」

「そんな暇ひまがあったかよ！」

　シートに座るキチニ以外は、ハッチの左右にトレンとマッタのおかげで視界が狭せまくなってしまっているので、ふたりの誘ゆう導どうにしたがうしかない。

「イットー、無線はいい。トレンにかわってコースを見てくれよ」

　キチニは、地上人のトレンの観察眼を疑って、無線機にこだわるイットーの肩かたを押おしやる。

「横の視界がまるでない乗り物で、どうやって戦争をするんだよ。お前たちはさ……」

　トレンにしても、こんな異世界の景け色しきを識別する能力があると思えなかったので、イットーと入れ替わり、シートと背後の壁かべの隙すき間まに身体を捻ねじりこむようにした。

「ここにすわっていれば、敵は感じられるんですよ。それに、横の壁には外の景色が映るモニターがあるんですから、それでじゅうぶんです。戦うときは、敵を正面のハッチ越しに見ればいいんですから」

「これかい？」トレンは、内ない壁へき部ぶの左右の壁のことをいったのだが、

「そうです……よし！」

　トレンに応じる間もなく、キチニはマッタの号令にしたがって、飛行コースを左にかえて滑かつ空くうする姿勢をとる応答をかえしていた。

　トレンのいった内壁部には、カットグラの目からの視神経とつながった強きよう獣じゆうの網もう膜まくが貼はり付けられていて、ボンヤリとした映像を映し出している装置があった。キチニがモニターという仕し掛かけだ。

　ショット・ウェポンは、カットグラの目からの信号を電気的に増ぞう幅ふくして、コックピットに装備した強獣の網膜上に投とう影えいするシステムを開発したのである。その映像は暗いテレビ画像以下の再現力しかないもので、一見すると実用に供するものには見えない。

　しかし、空中戦というものは、遠えん距きよ離りからの索さく敵てき能力が第一で、つぎに正対した瞬しゆん間かんでの射しや撃げきで決まる。格かく闘とう戦せんの場合も正対しておこなうのだから、透すき通し状になるハッチの扉とびらだけで実用になり得ていた。なによりも、コモン界ではじめて実用化されたオーラバトラーであれば、それだけでじゅうぶんで、同等の性能をもった別の機体が敵対するようになれば、深刻な視界不良問題になるだろう。

　エレクトロニクス系の仕事をしていたトレンは、この技術をベースにして高性能なモニターを開発することができると直感はしていた。

「……あのとき、ジョクのカットグラがニーを救うような動きをしたけどさ、無事なのかな？」

「聖戦士のやることに落ち度はないさ」

　そう言うイットーの背中に、キチニとマッタは前方の戦せん況きようから飛行コースを選ぶことに集中して、そのどこかにニーがいるだろうと思っていく。

「そう信心することは、いいことだよ。確認できるまではな……」

　トレンは、三人の気分を逆さか撫なでにするようなことを口にする。

「あのな、味方の陣じん地ちに着くまでに死ぬかも知れねぇんだ！　覚かく悟ごしときなっ！」

　ハッチに寄りかかったままの姿勢で、マッタがトレンに怒ど鳴なりつけた。

「機体の震しん動どうがとれない。もう少し加速したほうがいい！」

　イットーはそうキチニに号令してマッタを制しながらも、やはりトレンを睨にらみつけることは忘れない。

「ここは男臭くさいだけだ。いらつくのはしようがないだろう？」

　トレンの茶化しように、三人のコモン人の青年たちは感情を抑おさえるために背中をむけるだけにした。

　トレンは、助かったという意識が自分をはしゃがせているのだと自覚はするのだが、サラーン・マッキを探す手立てが途と絶ぜつしたのかも知れないと思えば、またはしゃいで見せるしかないと感じてしまう。そうでもしていないと辛つらいからだ。
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　ギィ・グッガに、ジョクの働きが正確に観察できたわけではないのだが、ドレイク軍の頭上で跳はねるカットグラの影かげが、ときにオーラ光に銀色に輝かがやくのを見てとっていた。そのうえ、砲ほう車しやが後退してくるにつれて、ドレイク軍の中央に出てきた人型の飛行物体の働きの意味がはっきりと焦しよう点てんをしぼりこんできて、嫌いやな感覚を思い出していた。

「気に入らねぇ……」

　ドラゴ・ブラーにまたがる銀色の板いた金がね鎧よろいを着たギィ・グッガは、自軍の低空を滑かつ空くうしては各部隊を監かん視しし督とく励れいした。前方のドレイク軍の動きを見るときには、やや高度をとってオーラ光にその銀色の鎧を輝かせて、攻せめられる側から見れば、これほど恐おそろしいと思わせる光景はない。

　しかし、その怪かい異いの象しよう徴ちようであるギィ・グッガは、カットグラの働きがわかるにつれて、あの呪のろうべき感覚を思い出していたのだ。

『……!?　俺おれの足に剣けんを刺さしたチビか!?』

　理り屈くつなどはなく、遠望されるカットグラを操る者の力を洞どう察さつする。

　ギィ・グッガは、己おのれの片目を潰つぶした敵の匂においと、あのときのジョクの身体からだの動きすべてを思い出すことができた。肉体の卑ひ小しようさに似合わない胆たん力りよくは、あの小男を捕とらえて強きよう獣じゆうのマンタラーの餌えさにしようとしたときからわかっていた。コモン人びとではないともわかっていたが、だからといって、自分とおなじような白い肌はだをもつトレン・アスベアとおなじ地ち上じよう人びととは思えなかった。トレンには肉体から発する力は感じないからだ。

　しかし、あの淫いん乱らんな妖よう精せい、サラーン・マッキが呼び寄せた地上人のなかには、そのような力を持った戦士がいるという噂うわさは聞いている。

「地上人は、不思議な技術を持っているという。でなければ、霧きりのなかを飛べるわけはねぇし、ここで踏ふんばるわけもねぇ……ヘレナァはどうしたんだ？」

　ギィ・グッガは、進軍する軍の背後を見やったが、その上空には黒のカットグラの姿はなく、数頭のハバリーの群が接近するのが見えるだけだった。

「ビダ！　遅おせぇな……」

　ギィは、その数が少ないのを気にしながらも、進軍する軍の脚あしのほうが気になった。進軍を促うながす銅ど鑼らのリズムは速くなり、騎き馬ば隊たいはややもすると駆かけ足になって、歩兵を追い越こしそうになった。

　歩兵は、いまは、裸はだか馬うまの群を前にして走っていた。

　いや、裸馬ではない。その背には、小さな筵むしろに包まれた荷がくくられて、歩兵たちは、その裸馬の群を楯たてにして突とつ撃げきをかけているように見えた。




「来るぞ！　機き関かん砲ほう！」

　崩くずれを立て直しつつあったドレイク軍の中央では、数門の機関砲が前に出て、ガロウ・ランの進軍に備えていた。

　ジョクは太ふと腿ももの止し血けつをしてもらうと、騎き士したちの声に送られてカットグラのコックピットに座ろうとしたとき、軍の上空に花火がはじけた。

　昼の花火は、ポンポンとさびしい音とともにピンクがかった華はなの煙けむりを数条上げた。

「野や砲ほうの砲ほう撃げき開始です！」

　軍のそこここからそんな喚かん声せいが上がると、後方に位置した野砲部隊の砲撃が開始された。




「……!?」

　ドラゴ・ブラーの背でギィ・グッガは、その砲撃のピンクの煙を目撃して、一いつ瞬しゆん、嫌いやな予感にとらわれる。

「出でい！　馬を出せ！」

　前衛に出している裸はだか馬うまの隊列に突とつ撃げきを命じた。しかし、そういうときにかぎって、というよりも、すでに早はや駈がけにはいっていた馬の群をそれ以上に加速させるには手間がかかった。

　パッバッとドレイク軍の後方から数十という白はく煙えんと黒煙、茶色の煙が筋にもなる。ややあって、無数の擦さつ過か音おんが前方から迫せまり、ドドウッ！　ドボッ！　と、ギィ・グッガの軍の前面で、土つち塊くれ噴ふき上がり、それが横一列の土つち壁かべになった。

　その着ちやく弾だん点てんが裸馬と歩兵たちのやや後方という横列であったために、たまらない結果をギィ・グッガの眼前に展開する。密集隊形をつくるガロウ・ランの軍は、土の塊が噴き上がるたびに、十の数を超こえる兵が空に舞まい上がり、吹ふき飛んだ裸馬が空中で爆ばく発はつもした。それが、四散しようとしているガロウ・ランの兵の肉体を土くれ同様にもする。

「なんだ!?」

　ギィ・グッガは、はじめて背中に悪お寒かんがはしるのを意識する。

　ドレイク軍の野砲が無数にちかい砲弾をギィ・グッガの軍に降らせつづければ、密集隊形を維い持じすることなどはできない。

　ギィ・グッガに幸いだったのは、ドレイク軍の砲弾の炸さく薬やくがガダほど強力な火薬でなかったことである。が、それでも直撃にちかければ、十数という兵が倒たおされ、筵むしろのなかにガダを背負わされた裸馬に直撃した場合、その威い力りよくある爆発にちかいガロウ・ランを巻き込むのだ。しかも、砲撃がはじまれば、ガダを背負った裸馬たちは泡あわを吹ふいて走り出すので、ガロウ・ランたちが制せい御ぎよすることができなくなる。

　ドレイク軍の前衛の弓矢部隊と数少ない小しよう銃じゆうを携けい行こうした騎兵たちは、その裸馬が背負うものを見て、その馬を狙そ撃げきすることに集中した。そして、数頭の裸馬を爆死させる。

　が、ドレイク軍の野砲は、両軍が対たい峙じする地形を荒あらしていった。これは、厭いやな兆ちよう候こうなのだ。

　地上界でいう中世までの騎兵戦せん闘とうや歩兵戦は、おおむねが平へい坦たんな地形でおこなわれた。爆撃のようなもので荒らされた地形は、丘や山といった地形でないために、騎馬が自由に走ることができず、歩兵部隊はどうしても動きを分断されるから、組織戦が困難になる。

　ということは、この戦場でもおなじで、ついさっきの戦い以上に恐おそろしい乱戦、個人戦になることを意味した。

「ヌウッゥッ……！　ビダぁ！　前へ出ろいっ！　うしろの大たい砲ほうを叩たたけよぉっ！」

　残った片方の目をクワッと見開いたギィ・グッガは、ようやく、ドラゴ・ブラーとならぶ態勢になってくれたビダに、吼ほえた。

「おうっ！」

　ビダは、生き残った十数頭のハバリーを引き連れて、矢のようにドレイクの軍の後方に飛ぶ。

　その間にも、ギィ・グッガの軍が銅ど鑼らを打ち鳴らして突とつ進しんをかけるのは、まだまだ崩くずれるまでにはいたっていないからで、むしろ、砲ほう撃げきにあおられたガロウ・ランの走りは加速していた。

「火をかけろいっ！」

　ようやくギィ・グッガは、つぎの命令を発する。

「馬に火をかけろっ！」

「馬だっ！」

　歩兵の前を走り、砲撃を免まぬがれた裸はだか馬うまたちに火をかけるガロウ・ランたちも命がけである。必死に走り、裸馬の背に括くくりつけてある筵むしろに火をつける。

　と、筵から黄色や白い煙けむりがモウモウとあがって、数十の裸馬たちがガロウ・ランの歩兵集団から離はなれて、ドレイク軍に突進をはじめた。筵が異様な煙をあげるので、それに追われるように前に出ているにすぎないのだが、まるでリモコン仕じ掛かけのように一直線に突進した。なかには、砲撃のあとの穴に足をとられて爆ばく死しするものもあったが、それでも、ドレイク軍にまたも恐きよう慌こうの叫さけびがあがる。

「馬に火がついている！」

「矢っ！　弓を射ろっ！　銃じゆうを放て！」

　裸馬は、背中の筵から煙えん幕まくに似た濃こい煙けむりの尾おをひかせ、泡あわを吹ふいて突進してくる。数頭の馬が倒たおれたぐらいでは、後続の馬の進路をくいとめられるものではない。砲撃あとに足をとられることを祈いのるしかない。

「煙のうしろからガロウ・ランが寄せるぞ！」

　悲鳴が上がったのは、すべての裸馬がガダを背負わされているのではないと見み抜ぬいた騎き兵へいがいるからだ。硫い黄おうでも背負わされた裸馬は、あきらかに煙幕を張っているのだ。ギィ・グッガの作戦は明めい瞭りようになった。砲撃があろうがなかろうが、乱戦に導こうとしていたのだ。

　個人戦なら、コモン人よりガロウ・ランに圧あつ倒とう的てきに有利なのだ。

「機関砲！」

「弓ぃっ！」

「来たぞっ！」

　ドレイク軍の最前線にある数門の機関砲が、ハバリーの突進をやりすごして、馬と歩兵を狙ねらって掃そう射しやにはいれば、火を背負う裸馬や最前列を走るガロウ・ランの楯たての壁かべをなぎ倒していったが、どこに防戦を集中するというわけにもいかない。

　しかも、ドレイク軍の野や砲ほうの砲ほう弾だんが見えれば、それを避よけようとしたガロウ・ランたちは、煽あおられるように突とつ進しんした。

「うッオーッ！　オーッ！」

「押おせぇ！　押せやいっ！」

　ガロウ・ランの軍が吶とつ喊かんの声をあげ、仲間の屍しかばねを乗り越こえて津波のように押し寄せる。

「長なが槍やり部隊！」

　ドレイク軍の林立する槍が音をたてて水平に構えられると、楯が前後左右を固めて、ひとつの小隊が亀かめのようになる。そこに煙けむりを負った裸はだか馬うまが突進して、大だい爆ばく発はつをする。

　ドレイク軍のなかに土煙と血の雨が舞まい上がり、いくつかの小隊がそれでチリヂリになった。

「銃じゆうを持つ騎き馬ば隊たい、迎げい撃げき戦せん闘とう！」

　歩兵集団の背後にひかえる騎士たちの群から、さらに小銃を掲かかげた騎士が駈かけ出てくる。

「騎兵戦！　歩兵！　縦になれっ！」

「槍の陣じん形けいっ！」

　ドレイク軍に走ったその新しい命令は、すでに悲鳴にちかい。硫い黄おうの臭においが地をはい、その異い臭しゆうが恐きよう慌こうと感情の激発を呼び、歩兵たちのなかには、衝しよう動どう的てきに後退するものもいた。が、ガロウ・ランの放った硫黄を背負った裸馬の煙えん幕まくが低く地をさえぎって、歩兵の足をとめ、そして、突然、目の前でその裸馬が四散する。

「歩兵！　縦になれっ！　槍の陣形だっ！」

　さらに、騎兵たちの号令が歩兵の背後を遮しや断だんし、前に押し出されるだけの運命をあたえる。

「前だ！　前を突とつ破ぱして、戦場から逃にげるんだ！」

　兵たちの呼びあうそんな言葉も、不ふ謹きん慎しんには聞えない。歩兵たちは突撃隊形の細い縦の陣形に変えながら、左右前方に楯たてを立てて押し出していくしかなく、そのあいだを、騎兵が長槍をかかえて突進を開始する。

　騎士、誇ほこり高く戦う者。

　一いつ般ぱんの兵たちが逃げ出してもそれは平民ゆえに許されるが、いやしくも騎士たる者は、血を恐おそれることなく戦いに臨のぞむ。ゆえに、彼らは貴族に準ずる者なのであるが、それも、戦功を得て地位と賞金を得てからの話である。でなければ、誇りを飾かざることはできない。

　ドレイク軍の展開にあわせて、ガロウ・ランたちのほうも、先頭の歩兵集団の隙すき間まを縫ぬうようにして、ギィ・グッガの主戦力の騎馬部隊が繰くり出していた。それは、土くれを噴ふき上げさせる砲ほう撃げきなどは、まったく関係がない勢いに見えた。

　無傷に見えるガロウ・ラン騎馬部隊は、山津波に似た重い馬ば蹄ていの音をたっぷりと水を吸った平原に響ひびかせて、ドレイク軍の第一線に襲おそいかかった。砲撃のあとに足をとられる馬などは飾りのようにしか見えない。

　ドッと左右から喊かん声せいが上がり、砲撃がやんでも、より以上の血が大地に撒まき散らされていった。




　その戦場の東側にあるゲサンの丘おかの中腹では、バリスタの用意を終ったバーンが、飛べないカットグラを前にしていた。

「始まったようですな？」

　鎧よろいを着つけての山歩きは、ハラスにはさすがにきつかったようだ。大きく息をつき、

「まだ時間があるでしょう。武将ストランドが運んでくれた弓の確認をしますか？」

　地図をバーンの脚あし下もとに開いて、ストランド・スケンソンが運んでくれた三基の弩いしゆみの位置をしめした。

「無む駄だと思いますが、最後の一基はここ、丘とジヤハサールの森の縁ふちに置きました」

「時間がなかったか……いいだろう。戦場ではなにが起るかわからんよ」

　バーンは、残りの二基がドレイク本ほん陣じんにちかい野や砲ほうの後方に位置しているのを見て、自分が曳ひいてきたものがもっとも有効だろうと思った。

「その弓な。バリスタではないのか？」

「はい、カタパルトのほうです。歴史的代しろ物もので、威い力りよくは保証できません」

「まあ、いいさ、気休めにはなる」

　バーンは、明るいオーラ光が、湿しめった彼の総そう髪はつを軽くしてくれるのが快こころよかった。

　左右から激げき突とつした両軍の中央部はザワザワと蠢うごめいて、その後方で土つち煙けむりが上がり、その上空を飛び抜ぬけていくハバリー部隊も虻あぶのように見えた。

「…………」

　バーンはようやく乾かわき始めた髪かみに、革かわ兜かぶとをかぶるのは気がすすまなかったが、カットグラのコックピットに登る木の梯はし子ごにかけた革兜をとった。

「行きますか？」

「ああ、そろそろな」

「ご武運を……！」

「お前たちにも！」

　バーンはスルスルと梯子を登って、カットグラのコックピットにはいった。
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　ドレイク・ルフトは、難しい顔をして馬にまたがると、ラバンたちを見やり、

「決まらんな。ギィ・グッガもやるものだ。ハバリーが野や砲ほう部隊にまわった」

「こちらに来ますかな？……ドーメ部隊はどうした？　迎げい撃げきさせい！」

　ラバン・ドレトは、無線兵を怒ど鳴なり散らし、近この衛え兵へいはドレイクの周囲を固めていく。

「ギィ・グッガ奴め……人海戦術という単純な仕し掛かけではなかったのが驚おどろきです」

　近衛兵の隊長マタバ・カタガンがせせら笑うのは、ガロウ・ランにたいする見けん識しきが崩くずされたから、意識しなくても自じ嘲ちよう的てきになる。

「違ちがうぞ、騎き士し殿どの。ガロウ・ランの城しろ攻ぜめが巧こう妙みようだったという歴史はあるぞ？」

「そうでありますが……」

　マタバはドレイクに頭を下げながらも、兜かぶとの調子をみるように見せて頭を振ふる。ガロウ・ランへの偏へん見けんは消えることがないのだ。

　ドレイクは、自分の布ふ陣じんを過信していた部分を認めざるを得ず、近衛隊長の見識などに構っている気分ではない。ジョクの働きが、ガロウ・ランの動きをよく食いとめたと承知でき、そのように考えるべきだと承知していた。

「ドーメが出ました」

「結構である」

　ドーメの補給がおわれば、この第二波で、後方の乱れは阻そ止しできるのではないかと思えた。

「聖戦士殿のカットグラが、ハバリーを三頭撃げき破はです」

「ウム……野砲部隊には、その位置で砲撃をつづけさせたい。ガロウ・ランに後続部隊があるなら、その足止めをさせなければならんからな。ドーメの一機を野砲の観測用に確保できないのか？」

　ドレイクは、両軍が四つに組んで戦場が膠こう着ちやく状態に陥おちいったことを知って、そう令した。

「左右のガロウ・ランの動きは？」

「右う翼よくは、コントラ・スーン将軍より、潰つぶし合っているということであります。バーナ湖の方は、オーラマシーンの掩えん護ごが効果を発揮したようです。敵を殲せん滅めつしました」

「結構だ。ドーメの第一部隊は、ハバリーの殲滅！　第二の部隊は、ギィ・グッガの正面後方を叩たたかせいっ！　野砲への観測機の確保も忘れるな」

「ハッ！」

　ドレイクは、馬首をまわすと即そく席せきの堰えん堤ていに登ろうとしたので、近衛部隊が口々にとめにはいったのだが、ドレイクはそれを聞き流して戦場を望遠鏡で観察する。

「右翼の軍が、ゲサンの丘おかを越こえて来ることはあるまいな」

「それは、あり得ないでしょう」

　マタバ・カタガンは、ドレイクと馬をならべて、自ら身体をもってドレイクの楯たてになる心積りをしめした。

「聖戦士殿どのがハバリーを駆く逐ちくしつつあるが、ハバリーが見えなくなったら、聖戦士殿にはコントラの掩えん護ごに……いや、あれはドラゴ・ブラーか？　ドラゴ・ブラーが一頭見える」

「ハッ？　……一頭だけだとすれば、それはギィ・グッガでありますか？」

「らしいな。聖戦士には、あれを討たせねばならんが、できるのかな？」

「伝達させます」

　野や砲ほう部隊が、発射するたびに砲を後退させて、次の発はつ砲ぽうをしなければならなかったのは、ガロウ・ランの前進に合わせているからである。どうしても臨りん機き応おう変へんというわけにはいかない。

　そこに、ビダのハバリーの攻こう撃げきがあれば、一方的な撃げき滅めつ戦せんになるところだったのだが、ジョクのカットグラが、その阻そ止しにはいった。

　ビダは、カットグラが掩護にはいったので、野砲の殲せん滅めつをあきらめて、カットグラに攻撃を集中してきた。

　ジョクにとっては、慣れ始めた敵ではあっても、ジョク機も自由ではない。フレイ・ボンム・ライフルは二射しただけで、もう発射できなくなり、あまつさえ、カットグラの左ひだり肩かたにガダの至近爆ばく発はつをうけて、一度は空で大きく脚あしをすべらせてしまった。

　しかし、そのカットグラにドーメの掩護がくるにおよんで、ビダも少なくなった戦力で空中戦を継けい続ぞくできない事態に陥おちいった。

「チッ！」

　ビダは大きく引くと、ドーメ各個に攻撃をかけるためにハバリーを集結させた。

　そんな空中戦のおかげで、野砲部隊は盛り返して、その砲ほう弾だんをギィ・グッガの目前に降り注がせることができるようになる。

「畜ちく生しようぉーっ！」

　目の前の軍勢が足あし踏ぶみ状態になったと見て、さすがにギィ・グッガの感情が激発して、ドラゴ・ブラーに鞭むちをいれるように駆かった。

　ギィ・グッガを乗せたドラゴ・ブラーは、ドレイク軍の中央にむけて口こう腔こうから火か焰えんを放射して、敵味方の兵と騎き兵へいを焼いていった。仲間であるガロウ・ランの損害など、一いつ切さい考こう慮りよしない。

　しかし、これでドレイク軍の中央に縦に穴があけば、ガロウ・ランたちはドレイク軍を分断できるだけでなく、本ほん陣じんに至れると見えた。それができなくても、本陣を焼くのはギィ・グッガ自らやればいいのであるから、この一戦で戦争は終結できると踏んだのだ。

　事実、そのギィ・グッガとドラゴ・ブラーの嵐あらしのような奮ふん戦せんは、ガロウ・ランを奮ふるい立たせ、ドレイク・ルフトを怯おびえさせた。

「あれか……!?」

　ドレイクは、望遠鏡にギィ・グッガの狂きよう暴ぼうな様相を見てしまい、馬首をめぐらす。敗北という文字が脳のう裏りをよぎった瞬しゆん間かんである。

「あれがギィ・グッガ……。ガロウ・ランをたばねる者か……」

　ドラゴ・ブラーの濃のう緑りよく色しよくの胴どうと鬣たてがみにつつまれたギィ・グッガの銀色の髪かみと板いた金がね鎧よろいは、オーラに輝かがやいて、その存在を絢けん爛らんと飾かざっていた。ドラゴ・ブラーの口から吐はき出される炎ほのおの量は、ドーメのフレイ・ボンムのように一いつ瞬しゆんのものではなく、伝説の竜りゆうが地を舐なめるように這はった。あれでは、コモン人の軍などは、蟻ありの兵隊ぐらいにしか見えないであろう。なにしろ、滝たきのようにドレイク軍の騎き士したちの上に降りそそいだドラゴ・ブラーの炎で、数十の騎士と兵を焼いたのだ。

「ドレイク様……」

「うむっ！」

　マタバ・カタガンの督とく促そくに、ドレイクは後退を決した。

　ギィ・グッガのつぎの攻こう撃げき目標がこの自分の陣じんであるのは、一目瞭りよう然ぜんである。あとひと呼吸でドラゴ・ブラーの炎が到とう達たつするのだ。




　ドーメと交戦したビダが、部下のほとんどをやられて、この空域での戦いができないとわかって後退をかけようとしたときになって、ギィ・グッガの突とつ出しゆつを見た。

「御おん大たい将しようが!?」

　その派は手でで圧あつ倒とう的てきな竜の舞まいを見れば、これで戦いにケリがつくと思うのは、当然である。ビダは一気に高度を下げて、ギィ・グッガを掩えん護ごするように、ハバリーの翼つばさを大きくはばたかせた。ビダが、カンドワやミュラン、ヘレナァとはちがって、ギィ・グッガとやっていける期待をもてる働きをみせていたからこそ、できる仕事だった。ガダを装備した矢も、まだ数本残していた。

「ン!?　ヘレナァか？」

　ドラゴ・ブラーに接近して、ビダは、黒こつ褐かつ色しよくのカットグラがドラゴ・ブラーのむこうから接近してくるのを見た。

『遅おそいじゃねぇか！』と、思った。

　しかし、そのカットグラは、キチニが操縦するものだ。

　そのコックピットの四人が、なぜドラゴ・ブラーに接近する気になったか明白である。ただカットグラを捕ほ獲かくして帰投しただけなら、ニーを忘れて帰った責任をとらされるだろうと思いこんだからだ。

　ニー・ギブンの家の者であるキチニやマッタにしてみれば、トレンの悪あく態たいに反発したい気持ちもあった。

「やめろっ！　こっちは、定員オーバーなんだぞ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ！　竜には無線はない。俺おれたちがカットグラを奪うばったなんて、ギィ・グッガに聞えちゃいない」

　キチニとマッタは、トレンの制止など聞く気はない。イットーは、ふたりの気持ちがわかるから、トレンの反発を応援する気もない。

　彼らのカットグラのただひとつの武器が剣けんでも、不意に仕し掛かければドラゴ・ブラーを討てると信じた。

　キチニとマッタ、イットーは、機体の震しん動どうを心配しながらも、自軍の上を舐なめるように飛ぶドラゴ・ブラーに接近をかける。

「キチニ！」

「気づいていないっ。そのままかかれ！」

　マッタの号令にキチニは、カットグラの剣けんを前に構えさせて、ドラゴ・ブラーの長い胴どうをマッタの尻しり越ごしに視界一いつ杯ぱいに見る。

「ン……？」

　ガロウ・ランの領りよう袖しゆうギィ・グッガは、目前で敵の騎き士しと兵がつぎつぎに焼かれて転げる光景に久しぶりの興こう奮ふんを味わっていたが、勘かんは鈍にぶってはいない。むしろ、逆である。

　自分の戦果をドラゴ・ブラーの胴どう越ごしに振ふり向いて見れば、そのギィ・グッガの視界のなかに黒いカットグラが見えた。

「ヘレナァ？」

　そう思ったのは一いつ瞬しゆんにすぎない。その挙動を妙みようだと感じ、

「ドラゴォッ！」

　絶叫しつつギィ・グッガのぶ厚い大だい腿たい部ぶが、ドラゴ・ブラーの首を絞しめ上げると、急速に上じよう昇しようさせた。カットグラの動きは直線的だった。その動きから、ギィ・グッガはそれが味方でないと感じた。

「ウッ！」

　キチニは全速力で接近してカットグラの剣を振ったつもりだったが、その胴はマッタの眼前で大きくしなり、つぎには、四人が押しこめられているコックピットが、パッと紅あかくなった。

「あうっ！」

　一瞬だったが、その紅い光から抜ぬけ出たときに、カットグラはより以上の震動に揺ゆすられていた。カットグラの背中の羽根がすべて焼き払はらわれたのだ。

「キチニっ！　上っ！」

　マッタとイットーが絶ぜつ叫きようしたときは遅おそかった。ドウン！　と、激震がカットグラを襲おそい、カットグラの胴体をなぐりつけたドラゴ・ブラーの尻しつ尾ぽが空に跳はね飛んでいた。

　マッタとイットー、トレンの身体がコックピットのなかで躍おどり、キチニはシートの上で操縦レバーを握にぎり締しめて、太ふと腿ももを押えるシート・ベルトに大腿部の骨を折られると思う。

「アフッゥッ……グッ！」

　奇き妙みような声がキチニの耳元でした。右にいたマッタが顎あごをシートの背もたれで打ったのだ。イットーとトレンは、シートとコックピットの壁かべの隙すき間まに落下したようだ。

　キチニは、そんな三人に構っていられない。

「何くそぉーっ！」

　上昇をかけてから、カットグラの剣を振るわせた。が、サーッと銀色に輝かがやくものが下に流れて見えた。ギィ・グッガだ。キチニには、それはわかった。

　しかし、カットグラを急速に降下させて、その輝く者に剣けんで攻こう撃げきをかけるにしては、キチニの体力は不足していたし視界も狭せまかった。カットグラも重い。

　ギシッ！

　目の前に迫せまったドラゴ・ブラーの胴どうが、カットグラの機体を擦するようにして巻きついたように思え、ベキンッ！　と、何かが折れた。

「キチニっ！」

「や、やっているじゃないかっ」

　カットグラの機体が一方に大きく放ほうり出される感かん触しよくが襲おそう。

「フッ……！　ヘレナァではない。誰だれかい？」

　ギィ・グッガは、空中でよろけるカットグラの機体を眺ながめ、ビダのハバリーが接近したのを見たので、攻撃の手て業わざを見てやる気になった。

「とどめだぞ！」

　ギィ・グッガの号令に、ビダは、ガダを装備した矢を放つ。ガダはカットグラの左ひだり腕うでに直ちよく撃げきして爆ばく発はつした。

　コックピットのキチニは失神は免まぬがれたものの、レバーを握にぎっていた手を離はなしてしまった。マッタは、走る空と後退するドラゴ・ブラーの姿を見ていた。地に揉もみ合うガロウ・ランとドレイク軍が、恐おそろしい速度で近づいてくるのを、トレンもイットーも見た。彼らは、人形のようにコックピットの壁かべに押しつけられて気絶した。

「……ああ……!?」

　人の姿が拡大して、地上に横になった馬の姿をキチニが識別したときに、カットグラは右みぎ肩かたから大地に激げき突とつしてその脚あしを空にむかって静止させ、折れたカットグラの黒こつ褐かつ色しよくの首が、地にめりこんだ。




「ビダッ！　良くやった」

　ギィ・グッガは、誉ほめることを忘れず、ビダは、矢をつがえた弓を持つ片手をギィ・グッガに振ふってみせる。

「フフフ……」

　しかし、ギィ・グッガは、それ以上味方に意識を流すことはせず、ドレイクの幡はた印じるしのやや左から接近するカットグラの影かげを見ていた。

　あれこそ、あの〝チビ〟である。もっとも油断がならず、もっとも許し難がたい敵だ。

　確かに、コモン界の強力な敵が目の前にいるのは承知していたし、それを叩たたけば、戦争に勝つという理り屈くつもわかっている。

　しかし、

「敵は、こやつのみ！」

　ジョク機にたいするその感情の激発は、肉体が本来もっている本能的な怨おん念ねんで、それがギィ・グッガの意思と感性をジョクに集中させた。

　ドラゴ・ブラーは、その主あるじのために喉のどを鳴らし、肺はい腑ふを律りつ動どうさせて、翼つばさの震しん動どうを激しくした。

　ギィ・グッガは、意思をジョクに集中させたために、右横下からもう一機のカットグラがジャンプをしながら接近して来るのには気づかない。

　バーン・バニングスである。

　飛べないながらも、カットグラの一番機である。アの国にあっては、もっとも秀すぐれた騎き士しが操縦するカットグラを、ビダが発見してそれを迎げい撃げきしようとした。

「フン……」

　バーンは、そのハバリーとドラゴ・ブラーの動きをしっかりと見み据すえ、ビダは、その飛べないカットグラを恰かつ好こうの獲え物ものとほくそ笑えんで、ガダを放った。

　が、バーンはその矢を横に避さけて、上じよう昇しようするためにハバリーがもっとも速度を落したところを、フレイ・ボンム・ライフルで狙そ撃げきした。

「ウ……!?」

　ビダのハバリーは、その一いち撃げきのフレイ・ボンムに包まれて、紅ぐ蓮れんの炎ほのおのなかに翼つばさをよじり、ビダの身体からだは大きく空に弧こを描えがいて、数度、地にバウンドした。

　炎とともに落下するハバリーを楯たてにするようにして、バーンは、自機のカットグラを大きく跳ちよう躍やくさせたが、しかし、まだドラゴ・ブラーとは距きよ離りがあった。
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　バーンは焦あせった。ジョクが、黒こつ褐かつ色しよくのカットグラに呼応して、接近してきたからだ。飛行できないバーンのカットグラは、混戦状態の騎き馬ば隊たいや歩兵が刃やいばを交えるあいだを跳躍するしかない。ときには、味方の兵たちを蹴け散ちらすこともあった。

「ここはいただくっ！　ジョク！　退さがれっ！」

　バーンは、無線を開いてジョクに呼びかけながら、カットグラの跳躍から落下していく速度の遅おそさに腹をたてていた。が、彼のカットグラの出現は、ドレイク軍を力づけた。

「バーン様のカットグラが復帰なさった！」

「行けいっ！　バーンにつづけぇっ！」

　口々に呼び合う騎き士したちに力がつけば、それは必然的に歩兵のための道を拓ひらくことになり、ドレイク軍は個々の戦いで粘ねばりを見せはじめる。

　ジョクは、フレイ・ボンム・ライフルの調子を直すと、それでドラゴ・ブラーを牽けん制せいして、ギィ・グッガの目をドレイクの本ほん陣じんからそらそうとした。

　が、その行動にはいった瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん、ジョクは、ギィ・グッガが自分のやろうとしていることを予測しているのではないか、という恐きよう怖ふにとらわれた。

「あいつ!?」

「こいつ奴めぇっ！」

　ギィ・グッガはジョク機を凝ぎよう視しして、カットグラの挙動の細部まで識別できたから、つぎの攻こう撃げきがどのようにくるか読めた。三度の攻撃を避よけながら、ジョクのカットグラの懐中ふところに飛びこむようにして、ドラゴ・ブラーの口から炎ほのおを吐はかせる。

　そのとき、ドラゴ・ブラーにくらべれば圧あつ倒とう的てきな機動力があるはずなのに、ジョク機の動きは緩かん慢まんだった。

「肝かん腎じんなときにっ！」

　火か焰えんをカットグラの爪つま先さきにうけて、掠かすり傷になる。ジョクのほうがギィ・グッガよりも感情に支配されていたのだ。

　ドラゴ・ブラーの姿を見て、ジョクは、大学の後こう輩はい、田た村むら美み井い奈なを思い出していた。それは戦士としては怠たい惰だの証明である。感傷は戦いの対極にある感情であるから。

「くそーぉっ！」

　ジョクは、再度攻撃をかけようとして、ドラゴ・ブラーに上をとられ、下に回かい避ひした。横に移動しても逃にげられるのに、そうできなかったのだ。ギィ・グッガに魅み入いられたのかも知れないと思える動きだった。

「チーィッビ奴めッ！」

　ギィ・グッガは、ドラゴ・ブラーに火焰を放射させながら、自ら手にした弓を放つ。手しゆ練れんの早はや業わざである。ギィ・グッガの上体は水平状態になっているのに、ドラゴ・ブラーから落ちるようなことはない。

　ドウッ！

「うわっ！」

　ジョクは一いつ瞬しゆん、激げき震しんのなか気を失う。が、ガラガラとコックピットが揺ゆさぶられるので気づき、回転する地面とそこに蠢うごめく軍団を見る。

「フンムッ！」

　地に激げき突とつするのだけは避さけられ、ジョクのカットグラは、一度、地に跳はねるようにして転がり、上体を低くして跳ちよう躍やくをめざす。このていどのことでカットグラが死ぬことはない。




「黒いカットグラが、味方になったようすを見せた。奪だつ還かんしたのだな？」

「ハッ！　ニー・ギブン殿どのは、ケルムド殿の陣じんに収容されました。残りのキチニ、マッタ、イットーのいずれかでありましょう」

「三人が協力してであろう」

　ドレイクはそのとき、トレンの名前を忘れていた。その言葉をかわすあいだに、ジョクのカットグラが撃げき墜ついされたように観測される。

「ギィ・グッガ、ガロウ・ランをたばねる者か……！」

　ドレイクの望遠鏡は、つぎのカットグラ、バーン機を捕とらえていた。ギィ・グッガがジョクを攻撃するために高度を下げすぎたことが、バーンにとっては幸いになったようだ。

「バーンが仕し掛かける」

「ハッ？」

　ドレイクのことばに、左右の武将が、いっせいに戦場に目を凝こらした。

「……飛べないというのに、バーンは、カットグラの性能をよく使いおる」

　ドレイクが感かん嘆たんしたのは、バーン機が地を舐なめるドラゴ・ブラーの尻尾しつぽにかじりついたように見えたからだ。ドレイクは、バーンがつぎにどうするのかと考える間もなく、バーン機のフレイ・ボンムがドラゴ・ブラーの頭を掠かすめた。

「やりますな……」

　望遠鏡を手にする武将たちは呻うめき、ドレイクは「これで勝つな」と断定したが、不安げな左右の武将たちの反応に、「軽率か？」と、質す。

「ハッ、戦争は、終るまでわかりません」

「教科書のようなことをいう。勝つよ」

　ドレイクは、望遠鏡から目を離はなさずに苦笑を見せた。




　バーンは第一射を我が慢まんした上で放ったのは、必殺を期したからなのだが、それが外れた。

　カットグラの左腕がドラゴ・ブラーの尻尾を抱いているために、ドラゴ・ブラーは自由にできないようだった。立つようにして、宙に飛ひ翔しようしようとした。

「エエイッ！」

　第二射も外れ、逆にギィ・グッガの矢が、バーン機に放たれる。

　ギィ・グッガは、カットグラとともにドラゴ・ブラーを爆ばく破はしても良いと決したのだ。自分が落下したにしても、どうにでもなろうと考えるのが、ガロウ・ランである。そうなった場合、ギィ・グッガは、落下するドラゴ・ブラーをクッションにするようにして、墜つい死しするようなことはないだろう。

　はずれた矢は戦場に落ちて、それに仕込まれたガダが爆発して、多くの兵を殺さつ傷しようした。

「機械かっ！　機械っ！」

　ギィ・グッガの三射目が地で爆発し、それがバーン機の至し近きんであったので、バーンのカットグラがよろける。ドラゴ・ブラーの尻尾が地に流れて、騎き兵へいをなぎ倒たおし、味方の歩兵小隊のなかで踏ふみとどまったバーン機を追う。

「ライフルが駄だ目めか！　くっ！」

　バーンは、カットグラの右手に持っているはずのフレイ・ボンムの発射器の部品がなくなっているのに気づき、自機の剣けんを抜かせる。

「しゃらくさいンだよぉ！」

　ギィ・グッガは、ドラゴ・ブラーに白い粉を撒まきあたえながら、ガダの矢三本をひとつに構えた。連射の構えである。

「……!?」

　ドラゴ・ブラーの首筋にまたがる銀色の鎧よろいが輝かがやいて、バーンは本能的に危険を感じながらも、自分の作戦地区にギィ・グッガを誘いこむために、カットグラを背後に跳ちよう躍やくさせた。

　ドラゴ・ブラーを正面に捕とらえるようにして、矢を見るのだ。が、同時に、

『しかし、この方位にあるカタパルトは調べていない』

　嫌いやな記き憶おくが立ち上がる。命をかける武器の配置を、自分の目で点検していなかったという不安！

　矢が見えた。

　ギィ・グッガの使う弓は、尋じん常じようではない大きさのために、オーラ光をうけた影かげが筋に見えた。

　バーンは退り、右に移動しながら、

『これ以上の距きよ離りをおけば、ギィ・グッガはドレイク様の陣じんに突つっ込む』

　そう思えば、それ以上に横に移動できない。むしろ、ドラゴ・ブラーのつっ込みの速さに、ゲサンの丘までもたないのではないか、と感じる。

　バゥッ、バ！　三射目がきて、それはバーンの背後、すなわち、ドレイクの陣の右方数百メートルのところで爆ばく発はつした。

　カットグラに剣けんを使わせようとしたが、オーラ・ノズルが使えないのでやめる。その一瞬の間合いに、ドウッ！

「うわっ！」

　バーンのカットグラの左ひだり腕うでの先が消し飛ぶが、そんなことに構っていられないバーンは、後退をかけた。

「弓はっ!?」

　野や砲ほう部隊が左に見え、走る。背後のジヤハの森の陰かげに弩いしゆみ、カタパルトがあるはずだ。

「いかんっ！」

　バーンには、ドラゴ・ブラーが空中で跳躍したように見えたが、赤い炎ほのおがコックピットの前面をおおい、カッと熱気が襲おそうのを感じた。

『駄だ目めかっ!?』

　バーンは、熱に焼けるコックピットの前の透とう明めいの甲こう殻らから目を離はなさず、最後の跳躍を左に試み、森の木をやや横に見た。

「弓はっ!?」

　さらに、剣をもった手を軸じくにしてカットグラの機体を回転させると、それを追ったギィ・グッガのガダの矢が爆発した。土つち塊くれが噴ふき上がって壁かべになってくれた。

「よしっ！」

　バーン機が地を走り、森の陰に巨きよ大だいな弩を見つけられた。その脚元で、数人の兵が逃にげ出すのが見えた。カタパルトには、鉄か鉛の塊かたまりが装そう備びしてあるはずだ。そう信じ、バーンは、カットグラを振ふり向かせる。

　雨のように降る土砂を突き抜ぬけるようにしてドラゴ・ブラーが迫せまり、再度、炎を噴ふく。バーン機は背中に炎をうけて、前に押し出されるようにすべった。

「これでっ！」

　バーン機が手にした剣が、カタパルトを押おさえているロープを切っていた。バーンは、オーラ・ノズルが爆発するかも知れないということなど忘れていた。カットグラと入れ違ちがいにカタパルトが跳はねて、数十の鉛の塊かたまりが、ドラゴ・ブラーに飛んだ。

「ギャーオーン！」

　直径が数十センチの鉛の塊を十数個胴どう体たい内にくらったドラゴ・ブラーは、断だん末まつ魔まの叫さけびを上げて、上体を反そらして縦になり、胴がくねくねと地を払はらい、左右にひろがる羽根が木々と下草をなぎ払ってみせた。

「ケッ！」

　バーンはそれに正対して、ドラゴ・ブラーの首筋に取りついているはずのギィ・グッガの姿を捜さがしたが、ギィ・グッガの銀色に輝かがやく鎧よろいは、一度光ったものの見えなくなった。

「ウッ？」

　バーンは、頭上から落ちかかるドラゴ・ブラーの頭を剣でうけさせて、一方は肘ひじまでしかないカットグラの両りよう腕うでで、ドラゴ・ブラーの上体の重量をうけて機体を軋きしませた。剣はドラゴ・ブラーの頭ず蓋がいを貫かん通つうして、紫の長い舌を躍おどらせている。が、カットグラのマッスルも千ち切ぎれて、カットグラの上体が沈しずんでいった。

「うっ……！」

　こんな状態をハバリーに狙ねらわれたら為なす術すべはない。バーンはドラゴ・ブラーの上体をカットグラに押し退のけさせて、ドラゴ・ブラーの濃のう緑りよく色しよくの血で汚よごれたハッチの扉を、足で蹴けり開いた。

　ギィ・グッガが飛びこんでくる可能性も考えたが、ギィ・グッガといえども、そこまでの行動はできないと信じるのだ。

「バーン機、ドラゴ・ブラーを仕留めた。しかし、ギィ・グッガを取り逃にがした。ジヤハの森に逃げたと思える」

　バーンはようやく無線が使えると、そう報告した。それが、ドレイク軍にとって戦せん慄りつすべきものであることを、バーンは充分わかっていた。

『強きよう獣じゆうなどを仕留めても、それを操あやつる者を叩かないかぎり、ガロウ・ランの脅きよう威いはおわらん……』

　またも自分は失敗したのではないか、とバーンは歯ぎしりをしたが、まだ息を抜くことはない。
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「ハヘッ！　ハハハッ……！」

　ギィ・グッガの巨きよ体たいは、ドラゴ・ブラーから放ほうり出されたというのに、木々の枝をクッションにして、鎧よろいの重さを減げん殺さいさせ、さらに、地に下り立つ前に一本の枝で身をささえて、飛び降りる場所の安全まで確かめていた。

　下草の少ない森は、足場は良い。

　が、コモンの臭においが充じゆう満まんする森の空気が、あらためてギィ・グッガの気を勃ぼつ然ぜんとさせても、ドラゴ・ブラーをやられたというような屈くつ辱じよく感かんは感じもしない。あるのは、どう仕返しをするかだけだから、コモン人の臭しゆう気きを嗅かいで、闘とう争そう心しんが刺し激げきされるのを快感とした。

「フッ、ム……!?」

　このコモンの気を吸いたくて、地フエンダ界・バイルから出てきたギィ・グッガである。

　もっともギィ・グッガは、近年、コモンの文物を見知り、コモンの気を吸うにつれて、ガロウ・ラン本来の陰いん険けんさと狂きよう暴ぼうさを忘れつつあった。それは、ショットやジョクたちに代表される地ち上じよう人びとの出現と時を同じくしていたのだが、それは偶ぐう然ぜんではないだろう。

　世界が、地に生きる者と天に生きる者をして、アの国を出会いの場所とさせたとしたらどうだろうか？　これだけのことが、まったくの偶然であると考えるほうが、まちがいであろう。

　が、世界は、その理由も解答も教えてはくれない。世界は、己おのれの語るべき言語をもたず、あくまでも現象として、その結果をしめすだけである。それを読みこめば、解答はいつでも得られるのが世界である。

　が、しかし、当事者も現象の一いつ端たんの体現者であるのだが、当事者は当事者ゆえに、なにごとにも客観的な座標をもつことはできず、そのために、ギィ・グッガもジョクも、アの国の人々もその解答を得ることはできない。

　世界を大観できるとするショット・ウェポンのような性格と学識をもった者は、おうおうにして、自らの知ち恵えのなかに埋まい没ぼつして生き過ごして、言葉で解答をしめし得たと錯さつ覚かくしても、その予断を他者に伝えることはない。その結果が危機的なものであるという予測ができたにしても、それを、現実のなかで回かい避ひしていく術すべを顕けん示じすることもない。

　語ることはあっても、それは言葉でしかなく、現象そのものを象しよう徴ちようさせても、具現させることはないのだから、知ろうとする者が想像しなければならないのである。つまり、〝知〟という意思の産物は、その結果を現実に投とう影えいすることを拒きよ否ひして、自己のなかに逼ひつ塞そくさせる癖くせがある。アカデミズムそのものが、外に出るのを嫌きらうのかも知れない。

　ゆえに、どのような人も、表現も、現象のなかにあって流されていき、大局的にものごとを洞どう察さつできる者は、賢けん者じやであっても、世に関かん与よすることはなく、究極、世を動かすのは、世を形成するふつうの人々、ひょっとしたら愚ぐ者しやにちかい人々なのである。

　それはともかく、ギィ・グッガは、妙みような音を耳にして、そのほうに歩をすすめていた。

『機械か……？』

　ギィ・グッガの知るカットグラの降下音で、その音はいまは静かで危険には感じない。意外とちかい距きよ離りに、ケルムド・ドリンの陣じんを木々のむこうに見つけたのだった。

「……!?　ハハァァ……！」

　整備中のドーメの姿と、降下しおわったカットグラを、ギィ・グッガは木の陰かげに身をよせて観察した。

「…………!?」

　自分を痛めつけた機械とおなじものである。ギィ・グッガは、怒いかりに全身の毛穴をひらいて武む者しや震ぶるいをすると、銀を帯びた巨きよ体たいを、数本むこうの木こ陰かげ、陣に面しているところまで走らせた。

「ガラリア機の点検！　補給急げ！」

　整備兵たちが、数すう挺ちようの梯はし子ごを持ち出す姿を横目に見て、ギィ・グッガは、その陣に面した木に猿のように登った。巨体をささえる枝を見極める勘かんも良い。

「フム……!?」

　銀色の鎧よろいを着た巨大な男が木に登る光景は妙みようなものだ。よじ登った巨人は、右手の木に、整備ブロックをおおう網あみをささえているロープが数本からんでいるのを見つける。




「本当なのか!?」

　着陸したカットグラのハッチから覗のぞいたガラリア・ニャムヒーに、

「ギィ・グッガがこのちかくに落ちたらしいんです！」

　牛に木製の整備台を曳ひかせてきた整備兵が応じ、ガラリアはその台の梯子を駆かけ降りると、ケルムド・ドリンの待機する天幕に走った。ギィ・グッガからすれば、反対の方向である。

「フンム……？」

　ギィ・グッガは呻うめくと、シェルターの網あみをささえるロープがからんでいる木に移動した。さすがに、その巨体をささえる枝が軋きしんだが、枝が折れる前に、ギィ・グッガは幹にかじりついていた。カットグラのオーラ・ノズルを始動させた音に、ギィ・グッガの動きが気づかれることはなかった。

「かなりガダの至近爆ばく発はつをうけている。装そう甲こうを取り替かえるか？」

　そんな声を耳にしながら、ギィ・グッガは木の幹にからんでいるロープをほどき、その長さを目測する。

「フッ……フフフ……」

　カットグラとの距離はかなりあったが、ギィ・グッガのいる高さもかなりのものなので、辿たどり着けると踏ふむ。ギィ・グッガは、これこそ地に棲すむものの霊魂たちの業わざだと感謝した。

「……フム……」

　握りしめたロープが彼の巨体をささえるには心もとなかったが、ギィ・グッガは迷わなかった。落ちるにしても数メートルであるのだから、ドラゴ・ブラーからのことを考えれば問題ではない。

「すぐに出ます。ここにあるドーメも出したほうがいい」

　ガラリアの声が天幕のほうで聞え、ケルムドと外に出て来るのが、カットグラのむこうに見えた。

「……！」

　ギィ・グッガはロープに身を託たくしてカットグラに跳とんだのだが、そんな風切り音は、整備兵たちに聞えるわけはなかった。

　ロープの長さは足りなかったが、ギィ・グッガは飛んだ反動で空を飛び、牛に曳ひかせた木の整備台の上に飛び乗った。が、その木の板が割れた。その下の横木がギィ・グッガの体重をささえてくれたので、梯はし子ごに跳ちよう躍やくした。

「おいっ！　貴様ぁっ！」

　その声は、カットグラに遠いガラリアのものだ。

　猿ましらのように梯子をあがったギィ・グッガは、コックピットの整備に上がっていた整備兵の足首をつまみ出して、放り出していた。

「うわーっ！」

　整備兵の悲鳴が、地に激突して途絶えた。

「誰だれだよっ！」

　下にいた整備兵には、銀の鎧よろいがコックピットのハッチをふさいでいるのが見えるだけで、事態を理解できない。が、足元に、いままでいっしょだった仲間の死体が転がっていれば、事態の異常さに腰こしも抜ぬけた。

　ギィ・グッガの姿を見たこともない兵でも、その巨きよ軀くを見上げれば何者かという推測はつく。

　が、まさか、コックピットにうごめく絢けん爛らんたる銀の鎧の異い形ぎようの姿が、現在進行中の戦争の相手のなかでも、もっとも恐おそろしいガロウ・ランであるとは、ただの一兵卒には信じられるものではない。

　牛たちは、頭上の異形のものの気に怯おびえて後退しようとして、梶かじ棒ぼうのあいだでいたずらに首を上下させて鳴いた。

「グッ！　グッハハハッ……！」

　血の臭においにギィ・グッガの戦せん闘とう意欲が昂こう進しんする。周囲を睥へい睨げいするギィ・グッガは、カットグラを操縦するつもりなのだ。

　ガラリアは剣を抜いて梯子を駆かけ上がり、ケルムドもそれにつづこうとした。

「ギィ・グッガかっ！」

「そうよぉ！」

　コックピットの空間をふさぐようにすわっているギィ・グッガは、ガラリアの剣を見ても動どう揺ようする気配もなく、

「チッ！」

　ガラリアの突つき出す剣けんを、かすかに顔を横にずらして避よけて、剣先が、シートのヘッドレストに食いこんで、ガラリアの動きがとまったところでその腕を払って、ガラリアの身体からだを押しやる。梯はし子ごごと背後にさがったガラリアは、梯子の足場を整備兵にささえられて、なんとか空に倒たおれないで踏ふん張れる。

「ギィ・グッガが乗っているんだっ！」ガラリアの絶ぜつ叫きようは、絶望の悲鳴にきこえた。

「グッフッ！　ハッハッ……！」

　くぐもった笑いがカットグラのコックピットから滲にじみ出すと、ガラリアの剣が放ほうり出されて、カットグラの操縦をためそうとした。

「銃じゆうだっ！　ガダを射うち込むのもいい！　ギィ・グッガを即死させろっ！」

　ケルムドは、左右の兵に号令し、ガラリアは、

「動かせるものかっ！　梯子をよせろっ！」

「ガラリア様！　退さがって！　射うちます！」

　下から声があがり、ガラリアは、「そうか！」という、ひどく冷静なギィ・グッガの言葉を耳にした。が、つぎの瞬しゆん間かん、ガラリアの身体が空に放り出されていた。カットグラの腕うでが動いて、木の梯子を横に払ったのだ。

　それに応じて、数すう挺ちようの銃の音が響ひびいたが、ガラリアは、整備備品が積み重ねられた上におおわれていたシートの上に落ちて、上体を起こせた。

　が、その時は、カットグラは一歩前進して、つぎに羽根が左右に開いていた。

「ギィ・グッガが、カットグラを動かすぞっ！」

　ケルムドの天幕の下にいた無線兵の絶叫は、ドレイク軍全体に伝えられた。




「やはり!?」

　ギィ・グッガを追ったバーンも、その無線を聞きつけて自機を森に走らせていた。

「まだ捕ほ捉そくできる！　しかし、ギィ・グッガが、カットグラだとっ!?」

　信じられなかった。

「飛ぶっ！　ギィ・グッガのカットグラが飛ぶっ！」

　通信兵の悲鳴が鉱石無線機から、悲しく響いた。

　バーンは跳ちよう躍やくをかけて、森の上空に跳ねたときには、その数十メートル先の森の木が割れて、ガラリア機が上じよう昇しようしてきた。

「あれにギィ・グッガが!?」

　信じたくなかったが、縦に回転する機体のコックピットのなかに、バーンは確かに銀色の鎧よろいを認めた。ギィ・グッガは、ハッチの扉とびらを閉じるのを忘れているのだが、その開かれた扉が小こ羽ば根ねのように揺れている。

「オーラたちよっ！」

　バーンは絶叫する。ギィ・グッガのあやつるガラリア機は、ドレイクの陣にむかって旋せん回かいした。

「ジョク！　ガラリアの機体で、ギィ・グッガが飛んだ！　本ほん陣じんの方位っ！」

　落下するカットグラのなかでバーンは叫さけびながら、ケルムドの陣ちかくに落下し、また跳ちよう躍やくをかけようとして、立ちうろたえるガラリアとケルムドたちの姿を認めた。

「フレイ・ボンム・ライフルはどこかっ！」

「あっちです！　あっちっ！」

　銃を抱いた整備兵のひとりが、泣きそうな顔を見せながらも、網あみのシェルターの一方をしめしてくれたので、バーンは、ライフルをカットグラの生きている手に持たせる。

「なんでガロウ・ランが、操縦できるのだ!?」

「知るか！　オーラ力が強いのだろう！　ジャンプぐらいはさせられる！」

　ガラリアの捨て台詞ぜりふに似た解説は、正せい鵠こくを射いていよう。

「……!?」

　バーンは、シェルターの網を突つき破るようにして、カットグラに跳躍させた。そのむこうには、放物線を描いて降下するギィ・グッガのカットグラが目もく撃げきできた。

「素人しろうとには無理だ！」

　そういう言葉を吐けば、少しは冷静になれる。

　バーンは、フレイ・ボンムの掃そう射しやを視界の森の木々にさえぎられて歯ぎしりをしたが、オーラマシーン勝負なら、自分に一日の長があるのだから、と言い聞かせた。
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「あれかっ！」

「ドレイク様！　後退をっ！」

「…………!?」

　ドレイクは馬首をめぐらして、本陣の高みから馬を走らせると、その周囲の近この衛え部隊は小しよう銃じゆうを手にして、接近するカットグラに備える。

「操縦しているとは思えん。うろたえるなよ！」

　ドレイクは、ギィ・グッガ機を追つい尾びするカットグラ、ジョク機を見た。

「やれるか？」

　ジョク機の損傷は深い。すでに跳躍をするのがやっとなのだから、バーン機以下の状態といえないでもない。しかし、

「ここでバーンに勝っておかなければならない。あれにギィ・グッガが乗っているのなら、運がいいと思わなければならないっ！」

　ジョクは、今日の自分の働きにずっと不安を感じていた。ギィ・グッガを追いつめたのは、家いえの子こ郎ろう党とうとともにゲリラ戦を敢かん行こうするはずだったバーンなのだ。それでは、正規軍としての働きであって、それをやられてしまえば、正規軍に位置するジョクの面めん目ぼくはなくなるというものである。

「ここでバーンに成功させたら、将来、奴やつの上には立てない。彼には、危険な何かがあるのを、俺おれは知っているはずだ」

　ジョクは自分に言い聞かせるのだが、オーラ・ノズルがオーバーヒートしかけているのを感じてもいた。ジョクは跳ちよう躍やくと飛行を使いわけて、ギィ・グッガ機を追つい尾びする。

「はじめての操縦にしては……！」

　ジョクは、ギィ・グッガがカットグラを操縦するのを見て、この世界の特異性を実感しないではいられない。

『バイストン・ウェル、人のオーラ力で満たされた世界、ゆえに、オーラマシーンの稼か働どうがあり得る…』

　それは、オーラマシーン開発者のショット・ウェポンの推論である。ならば、ギィ・グッガがバイストン・ウェル世界の地階にある者でも、力あるものならばオーラマシーンを操り得る。

「冗じよう談だんじゃないよ！」

　ジョクは、ギィ・グッガのカットグラの前に回りこみ、距きよ離りをつめることを忘れてフレイ・ボンムを発射した。

「なんだっ!?」

　ギィ・グッガの操るカットグラは、そのフレイ・ボンムをものともせずに一直線に接近する。死ぬことなど恐おそれていない勢いが、フレイ・ボンムの炎を消していくかのようだ。

「あいつっ!?」

　ジョクの一いつ瞬しゆんの動どう揺ようが、ギィ・グッガ機の接近を許し、そのフレイ・ボンム・ライフルが、ジョク機のコックピットを殴なぐりつけてきた。

　ドボッ！

　その衝しよう撃げきでギィ・グッガ機のライフルは折れて飛び散り、ジョク前のハッチの扉とびらにヒビがはいった。後退をかけながら、ジョク機はギィ・グッガ機の腕うでを摑つかんでいた。ギィ・グッガ機の脚あしが、ジョク機の右腕を蹴けり上げようとした。激げき震しんがコックピットを襲おそい、それでもその間に、ジョクはヒビのはいった扉を蹴って開いていた。

　二機のカットグラは摑みあい、そのまま数十メートルの高度から落下する。

「ギィっ!!」

　ジョクは、ハッチのむこうにギィ・グッガのあの白い顔を直視して、憎ぞう悪おした。

「チビかっ！」

　ギィ・グッガの声は、風にあおられて震ふるえるハッチの扉のあいだからはじけた。その声の勢いとおなじように、カットグラの腕にも力がはいる。気力を一瞬でも抜くと倒されると感じた。

「貴き様さまこそ！　地に埋うもれていればいいものをっ！」

「チビィーッ！　ドレイク共々、貴様ぁーの命、潰つぶすぜぇっ！」

「その言いい様ざまこそ、消えろよッ！」

　そう叫んだときには、ジョクはシート脇わきの小しよう銃じゆうを取っていた。ここまでくれば、カットグラ同士の力押おしではケリはつかない。

「美み井い奈なの恨うらみっ！」

　ジョクは、薄はつ幸こうの後こう輩はいの名前を絶ぜつ叫きようしながら銃じゆうを連射した。しかし、チン！　チュッ！　と、ギィ・グッガの鎧よろいに跳はねる弾だん丸がんの音が、清せい冽れつにジョクの耳を打った。呆ぼう然ぜん、絶句！

「しゃらくさい！」

　上体を起したギィ・グッガは、自機が上になったところで、ジョク機に飛び移る気配を見せた。

「チッ！」

　ようやく跳ちよう躍やく走行して接近したバーン機が、落下するギィ・グッガ機の背後からフレイ・ボンムを浴びせる。

　グオッ！　と、ギィ・グッガの機体をまわりこんだ炎ほのおが、開いたジョクのハッチの扉とびらを閉じさせ、ジョクの視界を奪うばう。熱気が革鎧を焼いた。

　高度ゼロと見て、ジョクは、カットグラの脚を前に蹴けり上げさせ、ギィ・グッガとジョクのカットグラは、もつれたまま縦に回転して地に激げき突とつした。

　ギィ・グッガ機が下だった。

「機械などぉ！」

　ギィ・グッガは、コックピットの天てん井じように上体をぶつけていたが、そのていどの衝しよう撃げきでどうなるという機体ではない。

「地の者の力ぁ……っ！」

　ギィ・グッガは左右のレバーを考えなしにゴシゴシと揺ゆすり、それがギィ・グッガ機をジョク機の下からはじけさせた。メチャメチャな操作が、ギィ・グッガ機を地にこすれさせながらも浮上させ、脈みやく絡らくのない奇き妙みように素早い動きは、なかにいる人の身体がもたないのではないかと思えた。

「ウッ!?」

　バーンは、その動きに照準をとれず、地に退さがる。

「ギィ・グッガ!?」

　ジョクも機体を膝ひざ立だちさせて、上昇をかけたギィ・グッガを目で追ってしまった。

「ジョク！　追えっ！」

「了解だが……！」

　バーンの督とく促そくに、ジョク機は立ち、ジョクは、ドーメ部隊を呼んだ。

「本ほん陣じんの上空に集結！　ガラリア機をドレイク様に寄せるなっ！　その上で、ガラリア機を包囲、撃げき滅めつだっ！」

　ジョクの命令に応じて、ドーメ部隊のフレイ・ボンムの攻こう撃げきがギィ・グッガの前に、壁となった。そのドーメ機の動きに、ギィ・グッガは、カットグラを戦場の右う翼よくによせざるを得ないと見た。

「オーラの光よっ！」

　バーンはまたもその言葉、地上界でいえば〝神よ！〟にちかい意味をこめた感謝の言葉を吐はいていた。ゲサンの丘おかにむかって、ギィ・グッガ機がすべったように見えたのである。そこには、バーンが自ら運んできた弩いしゆみ、バリスタがあるのだ。ギィ・グッガにすれば、右う翼よくの部隊と合流するつもりで移動したのだ。

　バーンは、跳ちよう躍やくからその丘に走る。

「……ドーメ部隊に撃げき滅めつさせられるのか!?」

　損傷を受けているジョク機はすでにない。しかし、十数機のドーメが、フレイ・ボンムとガダを仕込んだ矢を放出しながら、ギィ・グッガ機に集中攻こう撃げきをかけはじめてくれた。

『やられるなよっ！　ギィ・グッガ！　ここは俺おれにやらせろっ！』

　バーンは、すでにコモンとガロウ・ランの戦争を忘れていた。ギィ・グッガには、ドーメの集中攻撃などには負けず、ゲサンの丘に逃とう亡ぼうしてもらわなければならない。そうしなければ、ドレイクの意に反するように実行した家名を賭けたゲリラ戦の仕掛けが無駄になるのだ。

　それでは恥ち辱じよくを重ねる結果になる。

『ここまで来たのなら、俺にやらせろっ！　ギィ・グッガ！』

　バーンは跳躍するカットグラのなかで念じて、バリスタにたどり着く。

「バーン様！」

　待機していたハラスが岩場に身を立てるのを見て、「逃げろ！　危険だっ！」バーンは反射的に絶ぜつ叫きようして、カットグラにバリスタを押させた。ギィ・グッガ機の飛行予定コースに少しでもちかい場所に、巨きよ大だいで無ぶ骨こつな兵器を引き出そうとした。

「来い！　来いよっ！　地の帝てい王おうよ！」

　ギィ・グッガ機がフワッと落下して見えた。しかし、接近していた。

「そうだ。ギィ・グッガ！　我に勝利の力を！　俺の野心は、ギィ・グッガ、貴様のものと同じだ。それをわかれ！　地の帝王！」

　バーンはバリスタに仕し掛かけられた丸太の矢を見、それがまちがいなく発射できるようになっているのを確認する。

「……来いよ!!　その怨おん念ねんをうけてやる。だから、来い！」

　カットグラを跪ひざまづかせると上体を低くさせて、バリスタの放射軸を水平にした。そして、左右にドーメのフレイ・ボンムの攻撃を避さけたギィ・グッガ機が、射程にはいるのを見る。

「受けるぞ！　ギィ・グッガ！　貴き様さまの怨念！」

　ギィ・グッガは、上じよう昇しようし、降下した。先頭のドーメが、バリスタの上空を通過する。

「受けいっ！」

　バーンは、カットグラの剣けんでバリスタの弦つるを固定していた革かわ綱づなを切った。

　ビュッブウッーン！

　先せん端たんを尖とがらせた十数メートルの丸太の矢が飛び、それを押し出したバリスタの弦が震ふるえ、その音がおわらないうちに、矢は数十メートルを飛んで、ドーメのフレイ・ボンムを回かい避ひしたギィ・グッガのカットグラの胴どうをつらぬいていた。直ちよく撃げきはコックピットの下であったのだが、コックピットそのものも大破させた。

「やった！」

　ギィ・グッガ機は、丸太矢が激げき突とつした衝しよう撃げきでうしろに弾はじけて、そして、落下する体勢になり、それにドーメの集中攻撃がはいって、ギィ・グッガ機は爆ばく発はつした。

「クッ……！」

　その爆圧を受けたバーンの機体が震ふるえるなかで、バーンは絶ぜつ叫きようした。

「……やったか!!……やったか……」

　砕くだけ散ったオーラバトラーの破片がクルクルと煙けむりの尾おを引いて落下して、バーン機にも降り注いだ。

「……無む駄だではなかった……」

　バーンは、カットグラのハッチから身を乗り出して、その残ざん骸がいの舞まいを凝ぎよう視ししているうちに、嗚お咽えつをもらしていた。

「ギィ・グッガ、その怨念、うけるぞ……」

　バーンは、いましがた喚わめいた言葉を、もう一度口にして、その思いを自己の確信にした。




「うっ……！　なにか……」

　ドレイク・ルフトは、馬上で全身を硬こう直ちよくさせ、手た綱づなを持った手をブルブルと震えさせた。

「ドレイク様？」

「お館やかた様……」

　ドレイクの左右にあったラバン・ドレトとマタバ・カタガンは、ドレイクの異い常じようを見て馬を寄せた。

「何だ。だ、誰だれがっ……」

　ドレイクの顔にブッと汗あせが浮うき出たのを、ふたりの武将は見てしまった。

「誰と？　何とおっしゃいますか？」

　ラバンがドレイクの手を取らんばかりに、覗のぞきこんだ。

「誰か、女のような声が、儂わしの耳元で……ちがう……頭のなかで語っている……」

　そういうドレイクの唇くちびるは歪ゆがんでいた。

「女の声……!?」

　ふたりの武将は周囲を見回して、近この衛え兵へい以外の者がいないのを確かめて顔を見合わせる。

「女ではない……そうか、女ではないのか……ギィ・グッガ……！」

　唇のはじから涎よだれさえ流すような濡ぬれた呻うめきだった。ドレイクは、ギィ・グッガの甲かん高だかい絶ぜつ叫きように囚とらわれていたのだ。

『……主ぬしかぁ！　機械を呼んだ主っ……見せいっ！　その主のぉっ……』

　それは、明らかに自分以外の意思の表出である。

『主は……我が地の世界のものに代われいっ……』

　そうも聞えた。

「……ギィ・グッガか、ギイ・グッガっ……!!」

　ドレイクはようやく頭を振ふって、一方の手を大きく開いて顔の汗を拭ぬぐう。

「大だい丈じよう夫ぶで……？」

「ああ……幻げん聴ちようであろう……戦場で気が立っている……」

　苦笑を見せようとしても、唇くちびるがひきつるだけで言葉にならない。

「ウワーッ！　ギィ・グッガが死んだ！　死んだぞ！」

　ドレイクの背後にひかえる無線兵たちが、ドーメ部隊の報告を受信して、さらに、ギィ・グッガが使ったカットグラの無線を受信して歓かん声せいを上げた。

「ギィ・グッガの絶ぜつ叫きようでありましょう。断だん末まつ魔まの叫さけびが、受信されました！」

「そうか！　まちがいないな」

「女の悲鳴にちかい、甲高い声でありました。噂うわさにきくギィ・グッガの声と思えます」

　その兵たちの言葉を耳にしながら、ドレイクは、背筋に寒気がはいあがって、それが全身の表面に噴ふん出しゆつするのではないかと感じる。王は、無線のレシーバーなど耳にしていないのに、そのものの声を聞いたのだから……。

「……結構である」

　寒気を払はらうつもりで手た綱づなをうつと、ドレイクは、馬を本ほん陣じんにかえすために前進させたのだが、全身の震ふるえは当分とまらないと思えた。

『……儂わしのきいた声もそれだ……あれがギィ・グッガの声か……』

　ドレイクにしたがう兵団は、もはや戦争がおわったような興こう奮ふんにつつまれていた。

　事実、その後、ガロウ・ランの抵てい抗こうは急速に終息して、ガロウ・ランたちは四方に遁とん走そうしたのである。それは、ギィ・グッガの戦せん闘とうの意思が切れたことを、ガロウ・ランたちもドレイクとおなじように感知したと思える速さであった。

　しかし、ドレイク軍にとっては、この戦場での勝敗だけで、戦闘状態をおわらせるわけにはいかなかった。アの国は、今後のガロウ・ランの跳ちよう梁りようをやめさせるためにも、ガロウ・ランを全ぜん滅めつさせなければならないという使命を負おわされていたのは、事の成り行きとして当然の帰き結けつである。

　ドレイクは、ガロウ・ランの追つい討とう命令を出し、その後の残党狩がりのほうが長くつづいて、それは陰いん惨さんを極めた。

　しかし、このジャプハルの戦いを契けい機きに、アの国のガロウ・ランの跳梁は、いったん終息したとみなされた。







　24　ラース・ワウの朝







　実際は、かなり早くガロウ・ランの姿はアの国から消えていたらしいのだが、ドレイクは、長く捜そう索さく活動を実じつ施しさせた。

　それは、騎き士したちに褒ほう賞しようを諦あきらめさせるための時間稼かせぎであり、外交政策の展開の時間を稼ぐためでもあった。また、ガロウ・ラン狩がりを口実に、軍に意識的に隣りん接せつする国々の国境線を越こえさせて、既き得とく権けんを得るための実績作りにも利用した。

　ショット・ウェポンが、地質調査をする必要性を説いたことも、この国境越えを意図したということもあった。

　口実は立派にあった。

　ガロウ・ランの生息するといわれるフェンダ・パイルの界に下りられる地形とみなされれば、アの国の軍の国境越えは、簡単に容認されたのである。そして、軍の駐ちゆう屯とんとガロウ・ランの守りの部隊を置いて、それを既得権化する工作も開始された。

　今回の戦争は、アの国には、敵から手にいれられる領地も財産もなく、損害賠ばい償しようを請せい求きゆうできる相手もなかったから、ガロウ・ランを掃そう討とうした国家ということを宣せん伝でんして、コモン界にその覇はを誇こ示じするしか代だい償しようがないのである。

　フェンダ・パイルに侵しん攻こうするというのは論ろん外がいであった。

　地の国とはいっても、しょせんは洞どう窟くつの類たぐいでしかなく、ショットの意見を入れたにしても、鉱物資源の供給という観点から必要なときに調査すればいい、というのが実情なのである。少なくとも、領土拡張に資するものは皆かい無むであった。

　むろん、ギィ・グッガが、コモン界の国々から略りやく奪だつした財宝があるという噂うわさはあったし、ガロウ・ラン残党狩りの過程で、それら財宝といわれるものをいくつか捜さがし出すことはできたのだが、そのようなもので、アの国の膨ぼう大だいな軍費と、騎士たちへの論ろん功こう行こう賞しようを満たすことはできなかった。

　その問題を解決する糸口として、ドレイク・ルフトは、彼の新しい妻、ルーザの強力な後あと押おしもあって、あるアイデアを実行に移す決意をかためつつあった。

　それは、アの国の周辺諸国に、ガロウ・ランの跳ちよう梁りようがなくなったことにたいする〝租税〟とでもいうべきものを、上納させるというものである。

　その政治工作に時間と精力を集中せざるを得なかったために、ドレイクは、ギィ・グッガに憑ひよう依いされたらしいという嫌けん悪お感を忘れることができた。

　そして、冬にはいるころ、ドレイクはルーザに機き嫌げん良く報告した。

「今後の戦備を整備するまでの余よ禄ろくを手にいれられるだろう」

「慶けい賀がでございますな。では、戦勝祝賀会は、このままやらずにおすませになりますので？」

「いや、それはならん。物事には区切りが必要だ。年末の恒こう例れいの年の瀬せの宴うたげ、新年の宴、これらの宴を例年の倍の規模で挙行させよう。そうすれば、単独に戦勝記念の宴をするよりも、国民には負担にならん」

「結構です。年の末の一週間前に、凱がい旋せん行事を行ない、騎き士したちに褒ほう賞しようの沙さ汰たをして、その後、年明けまで祝しゆく宴えんをつづけましょう。その間に、諸国の王おう侯こう貴族たちの祝賀をうけて、年明けに新年の儀ぎをとりおこないましょう」

　ルーザのこのような整理能力は、鮮あざやかである。

「そういう段取りだ。そうそう、その時までに、ひとつ面おも白しろい出しものをこのラース・ワウに設備しよう」

「出しもの？」

「ショット・ウェポンが、電気照明というものを発明してくれた。それでラース・ワウ全体を飾るのだ」

「あの照明でありますか？　それは、諸国の者共には、目もくらむ出しものとなりましょう。それは結構なことで……」

「リムルも、アリサも喜ぼうな」

「はい、あの実験はリムルも見ております。それはもう、大変な発明と驚きよう嘆たんいたしておりました。暖だん房ぼう設せつ備びにもなるというのは、それはもう、魔ま法ほうでございますなぁ」

「それでラース・ワウを飾る。ルーザ、これができるのも、お前がいち早く儂わしと手を組む決心をしてくれたおかげである。感謝する」

　ドレイクは、ふたりだけの気やすさで情愛のこもった声こわ音ねをだした。前妻のアリシアにもかけたことのない声であった。

「ありがとうございます。殿にそうおっしゃっていただけて、嬉うれしく存じます」

　ルーザも少女のように頰ほおを染めて、深く礼を返した。

「となれば、儂わしらの婚こん儀ぎも内輪でも執り行なわねばな」

「その儀に関してはいかがでございましょう？　年の瀬の宴のどこかで、諸しよ侯こうに発表するという形だけでよろしいのではありますまいか？」

「婚儀は行なわずにか？」

「はい。この際、形だけの儀式など行なうのは、出費の問題がございます。だからこそ、発表するという形だけですませるのです。そのほうが国民への聞えもよろしいかと存じます」

「そうか……？　真実、そう思うか？」

「はい、殿の暖かいお言葉をいただきました。それだけで充分でございます。いまはアの国のため、諸国平定のためにできるかぎりのことを……それが策というものでございましょう？」

「ルーザ……主は策さく士しだな？」

「恐おそれ入ります。殿のなさりようを必死に考えての思いつきでございます」

「よし、そのように運ばせよう」

　ドレイクは、ルーザの話もわかると同時に、あらためて婚儀を執り行なうことで、アリサを刺し激げきすることを恐れていたので、快こころよく了りよう解かいした。

　その意味では、ドレイクもまた世の父親そのものなのである。

『その方法ならアリサも怒るまい……さすれば、来年の秋には、アリサと聖戦士ジョクとの婚こん儀ぎも行なえよう……』

　ドレイクは、一挙に懸けん案あんの種々の問題が解決したことに安あん堵どした。




　カットグラが撃げき墜ついされた時に、キチニ以外の三人は、骨折していた。

　そのひとり、トレン・アスベアの骨折も癒いえ、身体からだならしの運動もできるようになって、彼はラース・ワウの一角の居室で嬉うれしいニュースを聞いた。

「……本当か？　ミハン？」

「はい、フェラリオの、あのサラーン・マッキって奴やつが捕とらえられたんです。まちがいありません」

　ジョクのところの家け人にんミハン・カームが、そう報告したのだ。

「どこにいるのだ？」

「それは知りませんよ。フェラリオは怖こわいですからね？　コモン人の道を踏ふみ誤らせるのはガロウ・ランと同じだから、ドレイク様は極ごく秘ひになさっているんです」

「フーン……そうかい……」

　トレンは、ミハンが口の堅かたい青年であることを知っていたので、話題をほかのことに移した。

「マーベル・フローズンは、ニーの屋や敷しきにいりびたりなのか？」

「騎き士しニーの禁断症状は、かなりよくなったらしいです。マーベル殿は看かん病びようがお好きなんでしょう」

「そうかい……さすが、ヤンキー娘むすめだな」

「なにがです？」

「いや、いい」

　トレンにすれば、自分のことは棚たなにあげて、いっしょにこの世界に降りてきたマーベルが、コモン人の男とひっつくという感覚が、軽けい薄はくに感じられるのだ。

「お身体はよろしいのでしょう？　凱がい旋せん記念行事がはじまれば、また落ちつかなくなります。その前に、ハンダノのほうにもいらしって下さい。アリサ様も、地上世界のお話を聞きたいとおっしゃっていましたから……」

「ああ、行かせてもらうよ。聖戦士殿は、いつお戻もどりになるのだ？」

「それこそ、凱旋行進のときの主役です。それまでは、ガロウ・ラン討とう伐ばつ戦せんであります」

「御苦労なこった……」

　ミハンが引き上げると、トレンは、ラース・ワウを出て、身体ならしの乗馬がてらショットのいる機械の館の森にむかった。その途と中ちゆうの沿道でも、アの国に恭きよう順じゆんをしめす他国の絢けん爛らん豪ごう華かな行列と行き違ちがったりした。

　トレンは、そんな行列のファッションが、何世紀頃ごろのヨーロッパのものに似ているのか考えてみたが、すぐにやめた。

「この世界は、いろいろなものがミックスしちまっているんだから、何をかいわんやだな……まったく」

　冬を迎むかえた風は多少冷たかったが、気分は悪くない。トレンもまた、この世界に順応する覚かく悟ごができはじめていた。




　年も押おしつまったラース・ワウと、その城下街は、戦勝気分に沸わきかえった。

　戦勝を祝う気分が、長く抑おさえられた上のことであったから、その慶けい賀がの祭の気分は、国中を歓喜の渦うずに巻きこんだと表現して良いものになった。

　諸国の王おう侯こう貴族たちも、アの国は〝ガロウ・ラン追つい討とう税ぜい〟をとったと陰かげ口ぐちをききながらも、祭には諸国から高貴な人々が参集した。

　そして、彼らは、補修なった三機のカットグラとオーラボム・ドーメの二十数機の編隊飛行が、電気の照明によって浮うき上がったラース・ワウ上空を旋せん回かいする姿を目のあたりにして、圧あつ倒とうされた。

　聖戦士ジョクとバーン・バニングス、ガラリア・ニャムヒーは誉ほまれ高い戦士として、騎き士したちと共にその働きを誉めたたえられた。

　ジョクが、アリサ・ルフトの輝かがやくような微び笑しように迎えられたのは、宴うたげがはじまってからだった。

「男らしくおなりで……！」

　アリサは、ややこけた頰ほおに春のような暖かい笑みを浮うかべて、ジョクに祝福のキスをあたえ、その唇くちびるをジョクに預けた。彼女も、大人の世界に足を踏ふみいれる年とし頃ごろになっていたのである。

　その後の一週間におよぶ宴のなかで、ジョクは、禁きん断だん症しよう状じようを脱だつしたニー・ギブンとも手を握にぎり合い、多くの戦士と乾かん杯ぱいを重ねた。

　もちろん、そのなかに、バーンもガラリアもいたし、ドレイクの盃さかずきもあった。

　ラース・ワウは、その偉い業ぎようを自ら誇こ示じするように、新年明けまで電気の照明を消すことはなかった。
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